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序

　揖斐川上流域に位置する旧徳山村村域内には、縄文時代を中心とする遺跡が数多く知られています。

この地に徳山ダムが建設されることになり、水没地域に含まれる遺跡の発掘調査が、昭和６１年度から

岐阜県教育委員会によって開始され、平成３年度からは当センターが引き継いで行っております。こ

れまでの調査によって、縄文時代をはじめ、旧石器時代、弥生時代、古代から近世の遺構・遺物の存

在が明らかとなっています。

　今回、報告するいじま遺跡と櫨原神向遺跡は、平成１５年度に発掘調査を行いました。いじま遺跡は、旧

櫨原集落の東、揖斐川本流に注ぐ支流に突き出した丘陵尾根上の狭小な段丘上に位置しています。発

掘調査によって、縄文時代中期を中心として早期や前期の遺構・遺物が見つかりました。

　櫨原神向遺跡は、旧櫨原集落近くの揖斐川本流右岸に位置しています。発掘調査によって、主とし

て縄文時代早期の遺構・遺物が見つかりました。このように両遺跡の調査によって、旧徳山村村域内

の縄文時代の様相を理解する上で、貴重な成果が得られました。本報告書が埋蔵文化財に対する認識

を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

　最後となりましたが、発掘調査及び出土遺物の整理・報告書作成に当たりまして、多大な御支援・

御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、旧藤橋村教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝

申し上げます。

平成１８年２月１５日

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長　日比治男
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１　本書は、揖斐郡揖斐川町に所在するいじま遺跡（岐阜県遺跡番号２１４０１―０６６９１）・櫨原神向遺跡　

（岐阜県遺跡番号２１４０１―０６３７８）の発掘調査報告書である。

２　本調査は、徳山ダム建設事業に伴うもので、水資源開発公団（現独立行政法人水資源機構）徳山

ダム建設所から岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は、財団法人岐阜県教育文化財団文

化財保護センターが実施した。

３　発掘調査は泉拓良奈良大学教授（現京都大学教授）の指導のもとに、平成１５年度に実施した。

４　発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第１章第２節に一括掲載した。

５　本書の執筆は、第１章第２節第１項、第３章第１節は近藤聡、第２章第１節は藤岡比呂志、それ

以外は近藤大典が行った。また編集は近藤大典が行った。

６　発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削、地形測量、空中写真測量などの業務は、株式会

社イビソクに委託して行った。

７　遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。遺構写真は各調査の担当者が撮影した。

８　自然科学分析は、株式会社パレオ・ラボに委託して行った。結果は、第５章に掲載した。

９　発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する。（敬称略・五十音順）

　　伊藤正人　川添和暁　冨井眞　長田友也　長屋幸二　坂東肇　矢野健一

１０　本文中の方位は、国土座標第Ⅶ系の座標北を示している。

１１　土層及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄１９９８『新版　標準土色帖』（日本色研事業株式会

社）による。

１２　調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。
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1第１節　調査に至る経緯

第１章　調査の経緯

第１節　調査にいたる経緯

いじま遺跡　当遺跡は、揖斐川町櫨原平リボキに所在し、旧櫨原集落東の支流扇谷が揖斐川本流に合

流する地点より北東へ約１．１�遡った場所に位置する。右岸に突き出た尾根先端部の標高約３６３～３６７

�の緩斜面（第１調査区）及び標高約３５３～３５７�の狭小な河岸段丘上（第２調査区）に立地する。

　当遺跡は、徳山ダム建設によって水没する地域に含まれたことから、１９９４（平成６）年に当センター

が範囲確認のため試掘調査を実施した。その結果、遺跡とされていた段丘のすぐ下の小段丘からも縄

文土器片や石器が出土し、遺跡面積が約３００�増えることが確認された。２００１（平成１３）年に当セン

ターが、文化庁及び県教育委員会の基準に基づき、発掘調査範囲を確認するため確認調査を実施した。

これらの結果を踏まえて、岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会で、１区・２区併せて約６００�の本発

掘調査が必要であると判断された。その後、水資源開発公団（当時）徳山ダム建設事務所と県教育委

員会との協議を経て、２００３（平成１５）年度に本発掘調査、２００４（平成１６）年度に整理作業を実施する

ことになった。

櫨原神向遺跡　当遺跡は、揖斐川町櫨原神向に所在し、揖斐川を挟んで旧櫨原集落の対岸やや上流に

位置する。揖斐川右岸に張り出した狭小な標高約３５０～３５６�の河岸段丘上に立地する。

　当遺跡は、徳山ダム建設に伴う水没地域に含まれたことから、１９９４（平成６）年に当センターが範

囲確認のため試掘調査を実施した。その結果、縄文土器や石器が出土し、遺跡の広がりを確認した。

２００１年（平成１３）に当センターが、文化庁及び県教育委員会の基準に基づき、発掘調査範囲を確認す

るため確認調査を実施し、遺跡は開田時の削平を受けているが南側に包含層の残存を確認した。これ

らの結果を踏まえて、岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会で約２，２００�の本発掘調査が必要である

と判断された。その後、水資源開発公団（当時）徳山ダム建設事務所と県教育委員会との協議を経て、

２００３（平成１５）年度に本発掘調査、２００４（平成１６）年度に整理作業を実施することになった。

図１　いじま遺跡・櫨原神向遺跡の位置（Ｓ＝１／５０，０００　国土地理院「冠山」より）

岐阜県

徳山地区

櫨原神向遺跡

いじま遺跡
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第２節　発掘調査の経過と方法

調査体制　発掘調査は、いじま遺跡が２００３（平成１５）年５月１２日から１１月２５日まで、櫨原神向遺跡が

同年５月１日から１０月３１日まで実施した。整理作業は２００４（平成１６）年度に実施した。発掘調査から

整理作業までの調査体制は以下のとおりである。

 平成１５年度（発掘調査） 平成１６年度（整理・報告書作成）

理事長 日比　治男 日比　治男

副理事長 高橋　宏之 高橋　宏之

副理事長 平光　明彦 平光　明彦

常務理事兼センター所長 福田　安昭 福田　安昭

経営課長 川瀬　崇敏 川瀬　崇敏

調査部長 武藤　貞昭 川部　　誠

担当調査課長 大熊　厚志 藤岡比呂志

担当調査員（いじま遺跡） 近藤　　聡 近藤　大典

担当調査員（櫨原神向遺跡） 石井　照久 近藤　大典

整理作業従事者 家岡　久美　伊藤　好子　岩崎いつわ

 春日井典子　橋本　法子　山口　久子

いじま遺跡　発掘調査範囲は、狭小な尾根部分の上段を第１調査区、下段を第２調査区とした。調査

区全体に４�×４�の調査区画（グリッドと呼称）を設定し、西から東へA～Mのアルファベット

を、北から南へ１～１０のアラビア数字を付し、それらを組み合わせて各グリッド名とした。

　第１調査区では重機で表土を除去した後、Ⅲ層上面及びⅤ層上面で遺構検出作業、掘削作業を行っ

た。第２調査区では人力で表土を除去した後、Ⅲ層上面及びⅤ層上面で検出作業、掘削作業を行った。い

ずれの調査区でも、遺物包含層（以下、包含層と略称する）の掘削は、すべて人力掘削で行った。

　遺構検出の過程で、遺構の配置と切り合い関係を示す略測図は、新たに電子平板システムを導入し

て作成した。

　包含層及び遺構内から出土した遺物は、出土位置を原則としてトータルステーションで測定して取

り上げた。遺構の調査にあたっては、全遺構について平面図・土層断面図を作成した。発掘調査区全

体の平面図は、ラジオコントロールヘリコプターによる空中写真測量によって作成した。また同時に

空中写真撮影も行った。

　以下に、発掘調査日誌の抜粋を記し、週毎の調査経過を示す。
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いじま遺跡発掘調査日誌抄

第１週（５．１２～５．１６）

　　第１調査区で表土掘削を開始。

第２週（５．１９～５．２３）

　　第１調査区で表土掘削終了後、グリッ ﾄﾞ 杭を

設置。

第３週（５．２６～５．３０）

　　２９日第１調査区でトレンチ掘削、第２調査区

で人力による表土掘削開始。

第４週（６．２～６．６）

　　第１調査区のトレンチ掘削終了後、遺構検出

開始。第２調査区では表土掘削を継続。

　　第５週（６．９～６．１３）

　　９日第１調査区で配石遺構（SI００１）を検出。

第２調査区の表土掘削を継続。

第６週（６．１６～６．２０）

　　天候不順のため作業進まず。第２調査区の人

力による表土掘削を継続。

第７週（６．２３～６．２７）

　　２３日第１調査区で竪穴住居跡（SB００１）を検出。

第８週（６．３０～７．４）

　　３日 SB００１床面で石囲い炉（SF００３）を検出。

その後、掘削中に炉内に敷かれた土器を検出。

第９週（７．７～７．１１）

　　天候不順のため作業進まず。第２調査区の表

土掘削終了。

第１０週（７．１４～７．１８）

　　竪穴住居跡（SB００１）を完掘。第２調査区の

包含層（第Ⅲ層）掘削開始。

第１１週（７．２２～７．２５）

　　第２調査区の包含層掘削を終了し、第１調査

面での遺構検出を開始。配石・集石遺構

SI１００１を検出。

第１２週（７．２８～８．１）

　　２８日第１調査区で竪穴住居跡（SB００２･００３）

を検出。その後、切り合い関係を確認するた

め、トレンチ掘削。

第１３週（８．４～８．８）

　　第１調査区東部分の表土掘削開始。その後、

遺構検出を開始。

第１４週（８．１８～８．２２）

　　第１調査区東西畦を精査し土層観察。第２調

査区の遺構掘削を継続。 

第１５週（８．２５～８．２９）

　　第２調査区遺構掘削終了。２９日、空中写真測

量及び撮影。

第１６週（９．１～９．５）

　　第１調査区Ⅲ・Ⅳ層を掘削開始。

第１７週（９．７～９．１２）

　　第１調査区Ⅲ層・Ⅳ層の掘削継続。

第１８週（９．１６～９．１９）

　　第１調査区Ⅲ層・Ⅳ層掘削終了後、Ⅴ a・Ⅴ

b層上面での遺構検出開始。

第１９週（９．２２～９．２６）

　　第１調査区Ⅴ a・Ⅴ b層上面の遺構検出継続。

第２０週（９．２９～１０．３）

　　２９日第１調査区で竪穴住居跡（SB００４）を検出。

第２１週（１０．６～１０．１０）

　　竪穴住居跡（SB００４）の四分割し掘削開始。

SB００４の北西部分で配石・集石遺構 SI００４を検

出。

第２２週（１０．１４～１０．１７）

　　１７日竪穴住居跡（SB００５･００６）を検出。

第２３週（１０．２０～１０．２４）

　　竪穴住居跡（SB００５･００６）の掘削開始。第２

調査区の第Ⅴ層を掘削開始。

第２４週（１０．２７～１０．３１）

　　第２調査区のⅤ層上面で、遺構がないことを

確認。２９日、空中写真測量及び撮影。２７日泉

拓良教授の指導を受ける。

第２５週（１１．４～１１．７）

　　第１調査区Ⅴ a層掘削開始。その後、遺構検

出。

第２６週（１１．１０～１１．１４）

　　１４日第１調査区北西部分のⅥ層上面で遺構が

ないことを確認し調査終了。

第２７週（１１．１７～１１．２１）

　　第１調査区及び第２調査区の壁面（南北壁面）

の観察及び実測。２０日埋め戻し。

第２８週（１１．２５）

　　現地にて事業主の立ち会いのもと最終確認を

行い、２５日発掘調査終了。

第２節　発掘調査の経過と方法



4

図２　いじま遺跡試掘確認調査坑位置図

図３　いじま遺跡発掘調査区・グリット設定図

第１章　調査の経緯
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櫨原神向遺跡　発掘調査範囲は、旧水田毎に第１～第６の調査区に分けた（図５）。また調査区全体に

４�×４�の調査区画（グリットと呼称）を設け、西から東へA～ Sのアルファベットを、北から南

へ１～１８のアラビア数字を付し、それを組み合わせて各グリット名とした。

　発掘調査は、まず重機により調査区全面の表土及び敷土層（Ⅰ層）と盛土層（Ⅱ層）を除去し、そ

の後、Ⅲ層・Ⅳ層を人力で掘削した。なお包含層や遺構内から出土した遺物は、出土位置を原則とし

てトータルステーションで測定して取り上げた。遺構調査にあたっては、必要に応じて平面図・土層

断面図などを作成した。発掘調査区全体の平面図は、ラジオコントロールヘリコプターによる空中写

真測量によって作成した。また同時に空中写真撮影も行った。

　以下に、発掘調査日誌の抜粋を記し、週毎の調査経過を示す。

櫨原神向遺跡発掘調査日誌抄

第１週（５／１～５／２）

　　重機による表土掘削を調査区東端より開始。

第２調査区終了。

第２週（５／６～５／９）

　　表土掘削継続。第３調査区北西部に湧水用に

１×２�の溜池を作る。第１・３調査区終了。

第３週（５／１２～５／１６）

　　表土掘削継続。第４・５調査区間に土層観察

用の畦を残す。第４・５・６調査区を終了し、表

土掘削終了。

第４週（５／１９～５／２３）

　　１９日に調査始め式。第５調査区北側壁面沿い

にサブトレンチを入れ、土層確認。

第５週（５／２６～５／３０）

　　第５調査区１１～１５列のⅢ層を掘削。２８日I１１区

で焼礫集積遺構（SI００１）を検出。

第６週（６／２～６／６）

　　第５調査区８～１１列のⅢ層を掘削。第３調査

区１０列にサブトレンチを入れ土層を確認。　

第７週（６／９～６／１３）

　　第４・５調査区８～１０列のⅢ層を掘削。１１日

焼礫集積遺構（SI００２）を検出。

第８週（６／１６～６／２０）

　　第５調査区遺構検出終了。

第９週（６／２３～６／２７）

　　天候不順のため作業進まず。調査区北端のⅢ

層掘削。

第１０週（６／３０～７／４）

　　２日第４調査区で焼礫集積遺構（SI００６）を検

出。第４調査区遺構検出終了。

第１１週（７／７～７／１１）

　　天候不順のため作業進まず。

第１２週（７／１４～７／１８）

　　第３調査区１４～１６列の表土の残りを掘削。 

第１３週（７／２２～７／２５）

　　第３調査区遺構検出終了。第６調査区包含層

掘削を開始するが、天候不順のため進まず。

第１４週（７／２８～８／１）

　　第６調査区遺構検出。土坑２基検出。第１調

査区遺構検出。

第１５週（８／４～８／８）

　　第２調査区遺構検出。土坑２基検出。

第１６週（８／１８～８／２２）

　　２２日第１調査面（Ⅳ層上面）の空中写真測量

及び撮影。発掘調査検討委員会を実施し、第

２調査面（Ⅴ層上面）の調査方針を検討。

第１７週（８／２５～８／２９）

　　第５調査区Ⅳ層を掘削開始。自然流路範囲確

定のためのサブトレンチを入れる。

第１８週（９／１～９／５）

　　第５調査区遺構検出継続。調査区南端の包含

層が厚く堆積しており、掘削に苦労した。

第１９週（９／８～９／１２）

　　第５調査区遺構検出継続。複数の土坑検出。

第２０週（９／１６～９／１９）

　　第５調査区で土坑を検出。押型文土器が出土。

第２１週（９／２２～９／２６）

　　第５調査区遺構検出継続。１０・１１列の土坑群

が竪穴住居跡のものの可能性があるか検討し

たが、不明。第５調査区遺構検出終了。

第２２週（９／２９～１０／２）

　　第６調査区遺構検出。土坑１基を確認。

第２３週（１０／６～１０／１０）

　　第４調査区遺構検出終了。

第２４週（１０／２７～１０／３１）

　　２７日泉拓良教授の指導を受ける。２９日空中写

真測量及び撮影。３１日、発掘調査終了。

第２節　発掘調査の経過と方法



6

図４　櫨原神向遺跡試掘確認調査坑位置図

図５　櫨原神向遺跡発掘調査区・グリット設定図

第１章　調査の経緯
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第２章　遺跡の環境

　第１節　地形・地質的環境

いじま遺跡　いじま遺跡は、揖斐川本流に流れ込む支流（扇谷）沿いに位置する。当遺跡付近から、

北北西から南南東に流れていた扇谷が南西に流れを変えている。そのため、遺跡がある右岸は河川か

らの堆積物が堆積しやすい側（滑走斜面側）となっている。当遺跡は、上下２段の面に存在する。河

床からの比高は下の面では約１０�、上の面では約１８�である。下位の面では、遺構検出面より約４０�

下から段丘礫層の最上部と思われる砂層が確認できた。また、上位の面では、直接段丘礫層を確認す

ることはできないが、地山面に円～亜円礫の河川成の礫が多く入るため、下部に段丘礫層があること

が推定できる。このことより、上位、下位の遺跡面とも河岸段丘上にあると考えられる。

　周辺の基盤岩は、美濃帯堆積岩類の砂岩である。その砂岩を削り込んだところに段丘堆積物（砂礫

層）が堆積し、その上に表土が堆積しているというのが、当遺跡の地質の概観である。

　揖斐川本流に流れ込む支流はいくつもあるが、割合直線的に流れる支流が多い。しかし、扇谷は中

流部でかなり曲流がみられる。流域面積は２１．５�で、北西約４�先にあるひん谷、南東約２．５�先にあ

る磯谷、南東約３．５�先にある漆谷、及び反対の右岸へ流れ込む鬼生谷に比べると大きい。約２倍、若

しくは２倍以上の流域面積である。ちなみに、ひん谷、磯谷、漆谷、鬼生谷の流域面積はそれぞれ１１．４

�、９．５�、９．０�、９．８�である。このように扇谷の流量が多いため、他の支流ではみられない河岸段

丘を形成したのであろう。

櫨原神向遺跡　櫨原神向遺跡は、揖斐川本流右岸にある段丘面上に位置する。この段丘面は、本流か

ら２０�弱の比高を持っており、対岸の櫨原村平遺跡のある段丘面と同一面と思われる。

　段丘面内において、現状では何段か高さの異なる平面が存在するが、これは開田の結果できた平面

である。本来段丘面は平坦地であるが、段丘面の上に山側からの堆積物が載っているため、緩やかな

斜面となっており、開田のためには段をつけて水平にする必要があったと考えられる。地形測量図で

読み取れる限り、山側からの堆積物が３�以上載っているところがある。この堆積物は、産状からし

て土石流堆積物と判断できる。大小様々な亜角～亜円礫が砂質シルトの中に混在している。中には、

礫の間に砂粒～中砂粒が入り、段丘砂礫層と思われるような部分もあるが、そのような部分でさえ亜

角礫が混在しており、段丘堆積物の二次堆積であると思われる。

　当遺跡の北西角には湧水が存在する。この湧水は、遺跡の南西約１００�先に見られる谷部の伏流水で

あると考えられる。

　周辺の基盤岩は砂岩からなっており、そこを削り込んだところに段丘堆積物（砂礫層）が堆積して

いる。そして、その上に山側からの土石流堆積物が載っているというのが、当遺跡における地質の概

観である。
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図６　いじま遺跡周辺地形図
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図７　櫨原神向遺跡周辺地形図
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第２節　周辺の遺跡

　いじま遺跡・櫨原神向遺跡が所在する旧徳山村には、多数の遺跡が知られており、その多くが徳山

ダム建設に伴い水没することになった。それに伴い昭和６２年度より発掘調査が行われている。それら

の成果をもとにいじま遺跡・櫨原神向遺跡周辺の遺跡について、表１に発掘調査の成果をまとめた。

なお表中にない遺跡はそれぞれの発掘調査報告書を、また徳山地区の歴史的環境については『山手宮

前遺跡』（�岐阜県文化財保護センター１９９８）、『上原遺跡Ⅰ』（同２０００）を参照されたい。

※１　各時代欄の記号は、◎が遺構・遺物が多い、○が遺構・遺物あり、△が遺物のみ。

※２　櫨原村平遺跡については、現在整理中であり、今後内容に変更のある可能性あり。

図８　周辺の遺跡地図（Ｓ＝１／２５，０００　国土地理院「美濃徳山」より）

４寺平遺跡

３塚遺跡

５長吉遺跡

２櫨原神向遺跡

６櫨原村平遺跡

１いじま遺跡

表１　周辺の遺跡一覧

報告書発掘調査特徴遺跡名№

本書２００３
中世古代古墳

時代
弥生
時代

縄文時代旧石器
時代いじま遺跡１ 晩期後期中期前期早期草創期

◎△○△
・縄文早期の集石遺構。中期の竪穴住居跡・炉跡・配石遺構・土坑など

本書２００３
中世古代古墳

時代
弥生
時代

縄文時代旧石器
時代櫨原神向遺跡２ 晩期後期中期前期早期草創期

○△？○
・縄文早期の焼礫集積遺構や土坑など。

○
１９９０～
１９９１

中世古代古墳
時代

弥生
時代

縄文時代旧石器
時代塚遺跡３ 晩期後期中期前期早期草創期

◎◎
・縄文中期から後期の竪穴住居跡や集石遺構など。

○２００１
中世古代古墳

時代
弥生
時代

縄文時代旧石器
時代寺平遺跡４ 晩期後期中期前期早期草創期

◎○○
・縄文時代の落とし穴や土坑、平安時代の礎石建物跡・掘立柱柱建物跡・土坑など。

○１９９１
中世古代古墳

時代
弥生
時代

縄文時代旧石器
時代長吉遺跡５ 晩期後期中期前期早期草創期

△○△△△
・縄文晩期の埋設遺構、縄文時代の土坑など。

未
２００２～
２００３

中世古代古墳
時代

弥生
時代

縄文時代旧石器
時代櫨原村平遺跡６ 晩期後期中期前期早期草創期

○△○○◎○
・縄文時代前期～晩期にかけての土坑、中期後半の掘立柱柱建物跡など。
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第３章　いじま遺跡の調査

第１節　基本層序

　調査区は、突き出た尾根上にあり、西から東へ緩やかな傾斜地を形成している。廃村前は、開墾に

より削平地が作られ、主に畑作が営まれていた。第１調査区、第２調査区とも基本的な層序は概ね安

定しているが、第１調査区の西の山側には一部崩落堆積が見られる。第２調査区は、第１調査区との

間におよそ８�程の高低差があり、第１調査区の崩土と思われる堆積が一部見られる。なお、第１調

査区のⅠ層からⅤ層、第２調査区のⅠ層からⅣ層のそれぞれの層の相関関係は定かではない。

第１調査区の基本層序　基本層序は、西壁土層断面および東西ベルト土層断面を根拠とした。

Ⅰ層（黒褐色土）

　　　表土層、旧徳山村廃村時まで利用されていた畑の耕作土である。

Ⅱ層（黒色土）

　　　調査区のほぼ全域に堆積する縄文時代の遺物包含層、特に西の山側の堆積が厚く、東の谷川に

至るほど堆積が薄い。

Ⅲ層（黒色土）

　　　縄文時代の遺物包含層で、中期の土器を含む。

Ⅳ層（にぶい黄褐色土）

　　　崩積性堆積で、調査区北西部のみに堆積する。部分的に褐色土がブロック状に混じる。

Ⅴ a層（黒色土）

　　　縄文時代の遺物包含層で、調査区北側に堆積する。

Ⅴ b層（暗褐色土）

　　　縄文時代の遺物包含層で、調査区南西部に堆積する。

Ⅵ層（褐色土）

　　　基盤層、段丘礫層若しくはその直上に堆積したと思われる土。

第２調査区の基本層序　基本層序は、西壁土層断面及び東西ベルト土層断面を根拠とした。

Ⅰ層（黒褐色土）

　　　表土層、旧徳山村廃村時まで栗林として利用されていた土である。

Ⅱ層（黒褐色土）

　　　Ⅰ層に同じく表土層、Ⅰ層に比べてやや締まりのある土である。

Ⅲ層（黒色土）

　　　無遺物層、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah）が確認できる。

Ⅳ層（黒褐色土）

　　縄文時代の遺物包含層で、調査区北側に堆積する。

Ⅴ層（黒色土）

　　　無遺物層、調査区のほぼ全域に厚く堆積する。
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Ⅵ層（褐色土）

　　　基盤層、段丘礫層若しくはその直上に堆積したと思われる土。
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⑦
 

Ⅰ
 
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
し
ま
る
、
粘
質
な
し
、
表
土
 

Ⅱ
 
10
YR
1.
7/
1 
黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
10
～
20
cm
 

  
の
角
礫
を
含
む
 

Ⅲ
 
10
YR
2/
1 

黒
色
土
、
し
ま
る
、
粘
質
あ
り
、
径
1～
3c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
10
～
 

  
15
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅴ
b 
10
YR
1.
7/
1 
黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
粘
質
な
し
、
径
1～
5c
m
の
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
10
cm
～
　
 

  
20
cm
の
角
礫
を
含
む
 

Ⅵ
 
10
YR
4/
4 

褐
色
土
、
し
ま
る
、
粘
質
あ
り
、
径
1～
3c
m
の
角
礫
を
含
む
、
地
山
、
径
10
cm
～
20
cm
 

  
大
の
亜
円
礫
（
段
丘
礫
）
を
含
む
 

⑥
 
10
YR
1.
7/
1 
黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
、
径
10
～
 

  
15
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
少
々
含
む
 

⑦
 
10
YR
2/
3 

黒
褐
色
土
、
し
ま
る
、
粘
質
な
し
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
10
～
20
cm
の
 

  
角
礫
を
含
む
 

⑧
 
10
YR
2/
1 

黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
粘
質
な
し
、
径
1～
5c
m
の
亜
角
礫
を
含
む
、
径
5～
10
cm
の
 

  
亜
角
礫
を
少
々
含
む
 

36
6.
2m

⑥
 

Ⅴ
b

Ⅲ
 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

⑧
 

Ⅴ
b

Ⅵ
 

W
E

36
6.
2m

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅵ
 

W
E

0
4m

図
10
　
い
じ
ま
遺
跡
第
１
調
査
区
東
西
ベ
ル
ト
土
層
断
面
図
 

（
S
=
1/
40
）
 

NN

E

W

ベ
ル
ト
位
置
模
式
図
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Ⅰ
　
　
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
し
ま
り
な
し
、
粘
質
な
し
、
表
土
 

Ⅱ
　
　
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
3～
10
cm
の
亜
角
礫
・
亜
円
礫
を
含
む
 

Ⅲ
　
　
10
YR
2/
1 

黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
10
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅳ
　
　
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
10
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅴ
　
　
10
YR
1.
7/
1 
黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
20
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅵ
　
　
10
YR
3/
4 

暗
褐
色
土
、
か
な
り
し
ま
る
、
粘
質
あ
り
、
径
5～
10
cm
程
度
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
10
cm
以
上
の
亜
円
礫
（
段
丘
礫
）
を
含
む
、
地
山
 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅴ
 Ⅵ
 

35
8.
0m

W
E

Ⅰ
　
　
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
し
ま
り
な
し
、
粘
質
な
し
、
表
土
 

Ⅱ
　
　
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
3～
10
cm
の
亜
角
礫
・
亜
円
礫
を
含
む
 

Ⅲ
　
　
10
YR
2/
1 

黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
10
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅳ
　
　
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
10
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅴ
　
　
10
YR
1.
7/
1 
黒
色
土
、
や
や
し
ま
る
、
や
や
粘
質
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
20
cm
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
含
む
 

Ⅵ
　
　
10
YR
3/
4 

暗
褐
色
土
、
か
な
り
し
ま
る
、
粘
質
あ
り
、
径
5～
10
cm
程
度
の
角
礫
・
亜
角
礫
を
多
く
含
む
、
10
cm
以
上
の
亜
円
礫
（
段
丘
礫
）
を
含
む
、
地
山
 

⑨
　
　
10
YR
2/
1 

黒
色
土
、
し
ま
る
、
粘
質
な
し
、
径
1～
5c
m
の
角
礫
を
多
く
含
む
、
径
5～
10
cm
の
角
礫
を
含
む
 

Ⅰ
 

Ⅲ
 

Ⅳ
 
Ⅴ
 

Ⅵ
 

Ⅱ
 

35
8.
2m

⑨
 

S
N

図
11
　
い
じ
ま
遺
跡
第
２
調
査
区
土
層
断
面
図
 

0
4m

（
S
=
1/
40
）
 NN

S

N
W

E

ベ
ル
ト
位
置
模
式
図
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第２節　遺構・遺物の概要

遺構　遺構検出は、第１調査区ではⅢ層、Ⅴ層の各上面で計２回、第２調査区ではⅢ層、Ⅴ層の各上

面で計２回行った。各遺構をどの面で検出したかは、表１３～２４に示したが、検出した面が異なるとい

うことが遺構の時期差を表しているわけではない。例えば第１調査区でⅤ層上面で検出した遺構で

あっても、本来は上の層に掘り込まれたものであったが、検出できずにその下面であるⅤ層上面で検

出したという可能性もある。したがって、各遺構の時期については、検出面を参考にしながら、主に

出土した土器によって判断した。

　第１・第２調査区合わせて確認した遺構は２６８基で、その内訳は次のとおりである。なお（アルファ

ベット）は遺構の略号で、これは櫨原神向遺跡も同じである。

　竪穴住居跡（SB）・・・・・６軒　　　　　　　　炉跡（SF）・・・・・・・・５基

　配石・集石遺構（SI）・・・６基　　　　　　　　土坑（SK）・・・・・・・・１８４基

　立石遺構（SR）・・・・・・７基　　　　　　　　ピット（SP）・・・・・・・６０基

　出土した土器から判断すると、大半が中期後半に属する。

　第１調査区と第２調査区を比べると、第２調査区で確認した遺構は土坑３０基、配石遺構５基で、遺

構分布の主体は前者にあることが分かる。また第１調査区においても大半の遺構が調査区北西側、比

較的フラットになった段丘面でもより山側にある。

遺物　出土した遺物は、縄文土器８，８９４点（破片数。このうち遺構出土分は３，５９３点）、石器１，４４７点

（遺構出土分は３９２点）で、合計１０，３４１点である。

縄文土器　早期、前期、中期に属すると判断されるものがある。それぞれ早期が４５２点、前期が５点、

中期が８，４３７点である。

　土器の時期については、主に小林達雄編『縄文土器大観』（以下、『大観』と略称する）を参照した。

土器の時期・型式と現物との対応は、主に観察者の判断によるが、早期については個別に矢野健一氏

の御指導を頂いた。なお縄文土器全体については泉拓良氏に御指導いただいた。

　早期は押型文土器と条痕文系土器様式に含まれる。塞ノ神式、鵜ヶ島台式、型式名は判然としない

が早期末葉と思われるものまで、断続的に認められる。

　前期はいずれも北白川下層Ⅲ式に該当すると思われるが、大歳山式に下る可能性のあるものもある。

　中期に属する土器は量的にも多く、遺跡の中心となる時期であることから、以下のように分類した。

　C１群　…　船元・里木式土器様式に該当するもの。地文が縄巻縄文の船元Ⅳ式と撚糸文の里木Ⅱ

式がある。１７４点確認し、前者が６点、後者が１６８点という内訳である。

　C２群　…　咲畑・醍醐式土器様式の第１様式に該当するもの。２７３点確認した。

　C３群　…　神明式土器に該当するもの。２５６点確認した。

　C４群　…　咲畑・醍醐土器様式の第２・第３様式に該当、若しくは併行するもの。２，６９９点確認

した。 
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図１２　いじま遺跡主要遺構配置図

０ １０ｍ

（Ｓ＝１／２００）

SB００５

SI００３

SB００２ SB００３

SR００７

SR００１

SB００６

SR００５

SR００３

SR００４

SR００２ SR００６

SI００２

SI００４

SK１２４

SB００４

SI００１

SB００１

SK０８９

黒－第１調査面

青－第２調査面

第１調査区

第２調査区
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　C５群　…　中期後葉から末葉に属すると思われるもので、C１～ C４群に分類できないもの。粗

製土器とされるものを含む。縄文のみを施したもの、無文のものがある。４，７３９点確認

した。

　C６群　…　上記に該当しないもの。５３点確認した。

　底部　　…　平底と脚台を確認した。

石器　旧石器時代に属する石器２点と縄文時代と判断される石器１，５４０点の計１，５４２点がある。旧石器

時代の石器は台形石器と尖頭器である。縄文時代の石器は次のように分類した。なお分類の基準は、

一般的な理解に基づき、また既刊の徳山関係の報告書を参考にした。それと現物の対応は観察者（近

藤聡・近藤大典）の判断による。なお分類については長屋幸二氏に御指導いただいた。

剥片石器 石核 

剥片 

製品 石鏃 

各器種未製品　　石鏃 

分類不能 

石錐 

楔形石器 

刃器 石匙 

打製石斧 

異形石器 

スクレイパー 

ヘラ形石器 

ＲＦ 

ＵＦ 

礫石器 磨製石斧 

磨石・凹石・敲石 

石錘 打欠石錘 

砥石 

石皿 

石棒 

切目石錘 

表２　いじま遺跡出土石器
　　　各分類出土点数

合計遺物
包含層遺構

３０１９１０

６７４５１８１５６

８０６０２０

１９１２７

２４１６６

８６２

１３４１０４３０

１２９３

１５８１３５２３

１８１１４６３５

１４１２２

１０１

１０２８

４２１３２９

５１４

３１２１１０

１８１５３

９５５５４０

１０１

２０２

１１０
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　縄文時代の製品でみると、スクレイパーなどの刃器が製品全体の約６０％を占め、切目石錘約１２％、

石鏃約１１％が続く。石材については表３のように１３種類を認識した。チャートが全体の約８６％と大半

を占める。ただし分類別にみると、チャートは小型の剥片石器に限られている。一方、打製石斧や中・

大型の礫石器には砂岩や泥岩が使われており、チャートとは好対照である。安山岩については小型の

剥片石器から、大型の礫石器まで使用されている。

表３　いじま遺跡石器分類別石材一覧

閃緑岩アプライトドレライト蛇紋岩砂岩泥岩凝灰岩石英斑岩黒曜石下呂石サヌカイト安山岩チャート点数

１１台形石器
１１尖頭器

１２９３０石核
２３８２９６５１６７４剥片

４３８３９０石鏃（含未製品）
１１８１９石錐

２４２４楔形石器
１１１５８石匙

３１３１１３４スクレイパー
１１１１２ヘラ形石器

１２２１５３１５８ＲＦ
２１７９１８１ＵＦ

３８３１４打製石斧
１１異形石器

４２４２分類不能
４１５磨製石斧

１１１９６１２３１磨石類
１１１３１２１８打欠石錐

６６１１２１１５９５切目石錘
１１砥石

２２石皿
１１石棒

２１７４８５２５１２１３１５４５５１３２８１５４２計
０．１０．１０．５０．３５．５１．６０．８０．１０．２１．００．３３．６８６．１割合（％）
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第３節　第１調査面の遺構

　第１調査面で検出した遺構は、第１調査区の竪穴住居跡（SB００１～００３）、炉跡（SF００１・００２）、配

石・集石遺構（SI００１～００３）、土坑（SK００１～０７７）、立石遺構（SR００１～００５）、ピット（SP００１～０２２）、

第２区の配石・立石遺構（SI１０１～１０５）、土坑（SK１００１～１０３０）である。ピットのうち、SP００１～０１０

は SB００１、SP０１３・０１４は SB００２、SP０１５～０２２は SB００３の床面でそれぞれ検出した。SI１００１は第２調査

区、それ以外は第１調査区の遺構である。なお遺構配置図は附図１である。

　遺構の規模などについては、表１３～２４にまとめてあるので、そちらを参照されたい。ここでは、主

要遺構について、調査の経過、埋土の状況、炉跡や主柱穴の解釈などを述べる。

SB００１（図版１～３）　Ⅱ層基底面調査中に検出した。土層確認ベルトを設定し、四分割して埋土の掘

削を行った。土層の確認、図化をした後、ベルトを取り除き、続いて床面の精査を開始した。その結

果、１２基のピット（SP００１～ SP０１２）、１基の石囲い炉（SF００３）を確認した。竪穴の残存状況は比較

的よく、深いところで約０．７�ある。埋土は自然堆積と考えられ、上から４層目までは同じような黒

色土である。壁はほぼ直立しているが、東側の一部を除き、中程で段をつけテラス状に作り出してい

る。床面では、貼り床は確認できなかった。ピットはその配置から、SP００１・SP００３・SP００６～ SP００８・

SP０１１の６本、若しくは SP００１・SP００５・SP００７・SP０１０の４本が主柱穴であると考えられる。炉跡は

中央やや北で検出した。現存する石と掘形の形状から、方形の石囲い炉であったと考えられる。掘形

の規模は長軸である南北方向に約０．６３�、短軸である東西方向に約０．５８�である。炉石は西側と北側

にある。西側の石はよく被熱し多数のひび割れがあり、北側の石は細長い川原石で平坦面を上にして

置かれていた。埋土は３層に分けられ、炉の中央部の３層上面では土器敷きを、掘形底面では焼土面

を確認した。土器は深鉢で、内面を上にして敷かれていた。焼土は一部ブロック状の部分がみられた

が全体的には薄い。出入り口は、柱穴と炉跡の位置関係から、東向きであったと考えられる。

　出土遺物は、埋土から縄文土器３８点（破片数。以下同じ）、石器１点、炉内から縄文土器５４点、SP００８

から縄文土器３点である。竪穴住居跡は、炉に敷かれた土器が中期末葉に属すると判断されることか

ら、その時期に機能していたと考えられる。なお遺構の北部分には、平成１３年度試掘坑№１２がある。

SB００２（図版３・４）　Ⅱ層基底面調査中にプランを確認した。掘削は、北西隣で確認した SB００３との

切り合いを確認するため入れたサブトレンチの土層観察を行った後、四分割して行った。なお SB００３

との関係は、SB００３埋没後に SB００２が構築されたと考えられる。土層の確認、図化をした後、ベルト

を取り除き、続いて床面の精査を行った。その結果、２基のピット（SP０１３・SP０１４）を検出した。炉

跡は確認できなかった。埋土は深い場所でも約０．３�しかなく、上部は削平されたと判断した。壁はや

や開き気味に直立している。床面では、貼り床は確認できなかったが、全体的に硬化していた。ピッ

トは２基のみの確認であり、主柱穴と思われる。出入り口は、根拠となるものがないため判然としな

いが、地形的にみると東若しくは西を向く可能性が考えられる。

　出土遺物は、埋土から縄文土器１０６点、石器２８点である。竪穴住居跡は、埋土から出土した土器のう

ち、もっとも新しいと思われるものが中期末葉に属すると判断されることから、その時期に埋没しつ

つあったと考えられる。なお縄文土器のうち約半数が早期に属する。早期の土器片は SB００２周辺包含

層から比較的多く出土しており、遺跡の形成過程を考える上で意味があると思われる。
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SB００３（図版３・４）　Ⅱ層基底面調査中にプランを確認した。南西部を SB００２に、南東部を平成６年

度試掘坑№６に切られている。土層確認ベルトを設定し、四分割して埋土の掘削を行った。土層の確

認、図化をした後、ベルトを取り除き、続いて床面の精査を行った。その結果、８基のピット（SP０１５

～ SP０２２）を検出した。炉跡は確認できなかった。埋土は深い場所でも約０．２�しかなく、上部は削平

されたと判断した。壁はやや開き気味に直立している。床面では、貼り床を確認できなかったが、全

体的に硬化していた。主柱穴は、いずれとも判断できなかった。したがって、出入り口はよくわから

ないが、地形的にみると東もしくは西を向く可能性が考えられる。

　出土遺物は、埋土から縄文土器７４点、石器６点、SP０１５から縄文土器１点、SP０１７から縄文土器１点、

石器１点、SP０２２から縄文土器４点、石器１点である。竪穴住居跡は、埋土から出土した土器のうちもっ

とも新しいと思われるものが中期末葉に属すると判断されることから、その時期に埋没しつつあった

と考えられる。なお SB００３も SB００２と同様に、早期の土器片が埋没時期と考えられる中期に比較して

多く出土している。

SF００１（図版１１）　Ⅲ層上面で検出した。埋土中にブロック状に焼土が混じる。原型は不明であるが、

もとは地床炉で、廃棄後に破壊されたものではないかと推測される。

　出土遺物がないため、時期は不明である。

SF００２（図版１１）　Ⅲ層上面で検出した。埋土中にブロック状に焼土が混じる。地床炉もしくは焼土を

捨てるための土坑の可能性が考えられるが、よくわからない。SF００１のすぐ隣にあることから、何ら

かの関係を考えることができるかもしれない。

　出土遺物がないため、時期は不明である。

SI００１（図版１１）　Ⅱ層基底面で検出した。土坑断面は浅い皿状で、埋土が二層に分けられる。配石は

１層中にある。石は、角礫が多く、一部円礫（川原石）が混じる。積み石状になった中央部の最上段

には円礫が寝かせた状態で置かれているように見えた。

　出土遺物がないため、時期は不明である。

SI００２（図版１１）　Ⅱ層基底面で検出した。土坑断面は箱状であるが、底面中央部にさらに一段掘り窪

めた部分がある。埋土は三層に分けられ、石は上から１層目と２層目にある。１層目は円礫が二つ合

掌したようにあり、２層目は５～１０�の角礫・円礫が散在している。

　出土遺物は、縄文土器１２点である。もっとも新しい土器が中期末葉に属すると判断できることから、

遺構もその時期のものと思われる。

SI００３（図版１２）　Ⅱ層基底面で検出した。土坑断面は円錐形で、埋土は三層に分けられる。上部に皿

状の円礫一つが寝かせた状態であり、その下に径約２０�前後の角礫数個があった。

　出土遺物は、縄文土器１３点、石器１点である。もっとも新しい土器が中期末葉に属すると判断でき

ることから、遺構もその時期のものと思われる。

SI１００１（図版１２）　Ⅳ層基底面で検出した。土坑断面は箱形で、埋土は二層に分けられる。検出面では

径５�程までの角礫、亜円礫が集中し、埋土中には数十�に及ぶものもみられた。

　出土遺物は、縄文土器２点である。早期１点と、無文が１点である。遺構の時期は、鬼界アカホヤ

火山灰（K-Ah）を含むⅢ層の下での検出ということから、早期の可能性がある。

SK０２６（図版１３）　Ⅱ層基底面で検出した。断面形は不整形で、埋土は三層に分かれる。径４０�超の石
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皿３５１（図版３７）が寝かせた状態で斜位に入っていた。石皿は検出時から確認できたが、埋土では３層

目に埋まっていた。

　出土遺物は、縄文土器２７点、石器２点である。土器は中期末葉に属すると考えられる。土器と検出

面から、遺構は中期末葉に属すると思われる。

SK０３４（図版１３）　Ⅱ層基底面で検出した。断面形は台形で、埋土は二層に分かれる。径４０�程の円礫

を伴う。

　出土遺物は、土器３１点、石器９点である。もっとも新しい土器が中期末葉であることから、その時

期の遺構と考えられる。

SK０４９（図版１３）　Ⅱ層基底面で検出した。断面形は角のない台形状で、埋土は二層に分かれる。径約

５０�の円礫、径３０�程の亜角礫が一つずつある。

　出土遺物は、石器が５点である。所属時期は判然としないが、中期の可能性が高い。

SK０６２（図版１３）　Ⅱ層基底面で検出した。断面形は半円形で、埋土は一層である。径２０～４０�程の亜

角礫を数個伴う。

　出土遺物は縄文土器１点である。土器はC１群に分類でき中期後葉に属する。遺構もその時期の可

能性があるが、判然としない。

SR００１（図版１４）　Ⅱ層基底面で検出した。立石は径４０�程の円礫二つからなり、土坑の中央部にある。

土坑は断面不定形で、埋土が七層に分けられる。

　出土遺物は、縄文土器２点である。所属時期は判然としないが、中期の可能性が高い。

SR００２（図版１４）　Ⅱ層基底面で検出した。立石は一辺２５�程の角礫で、土坑の中央やや北より長辺を

東西にしてある。土坑の断面は浅い台形で、埋土は一層である。

　出土遺物は、縄文土器１点である。所属時期は判然としないが、中期の可能性が高い。

SR００３（図版１５）　Ⅱ層基底面で検出した。立石は長さ３０�程の棒状で、土坑中央よりやや南西にある。

立石から土坑中央部にかけては同程度若しくはやや小型の亜円礫数個が集まっている。現状で立石は

やや頭を南に倒した状態である。土坑断面は逆台形で、埋土は一層である。

　出土遺物は、縄文土器４点である。出土遺物から中期に属すると思われる。

SR００４（図版１５）　Ⅱ層基底面で検出した。立石は長径５０�程の扁平な円礫で、土坑北側に土坑長軸に

石の長軸をあわせるようにある。土坑断面は立石側が深い三角形で、埋土は二層に分けられる。立石

は２層目の上面に据えられたようにある。なお遺構は段丘縁辺部にあり、土坑の埋土上部はやや流れ

ていた可能性がある。

　出土遺物はない。所属時期は判然としないが、中期の可能性が高い。

SR００５（図版１５）　Ⅱ層基底面で検出した。立石は径３０�程の円礫で、土坑東側に寄せてある。土坑断

面は半円形で、埋土は一層である。SR００４と同様に段丘縁辺部にあるため、土坑の埋土上部は流れて

いる可能性がある。

　出土遺物はない。所属時期は判然としないが、中期の可能性が高い。
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　第２調査面で検出した遺構は、竪穴住居跡（SB００４～００６）、配石・集石遺構（SI００４）、土坑（SK０７８

～１７２）、立石遺構（SR００６・００７）、ピット（SP０２３～０６０）である。ピットのうち、SP０４４～０６０は SB００４、

SP０３２～０４３は SB００５、SP０２３～０２９は SB００６の床面でそれぞれ検出した。なお遺構配置図は附図２であ

る。

SB００４（図版５～７）　Ⅲ層基底面調査中にプランを確認した。なお SB００４北側に試掘坑（TP）№７

がある。試掘調査時に「土器溜まり」と表現されたように土器が集中して出土しており、土層観察の

結果と併せて竪穴住居跡の存在が推測されていた。

　プラン検出後、土層確認ベルトを設定し、四分割して埋土の掘削を行った。土層の確認、図化後、

ベルトを取り除き、続いて床面の精査を開始した。その結果、１７基のピット（SP０４４～ SP０６０）、１基

の石囲い炉（SF００６）を確認した。竪穴の残存状況は比較的よく、深いところで約０．７�ある。壁はほ

ぼ直立しており、埋土は自然堆積と考えられる。床面では、貼り床を確認できなかったが、炉跡周辺

にやや硬化した部分があった。ピットはその配置から、SP０４４・SP０４８・SP０５２・SP０５６の４本が主柱

穴であると考えられる。炉跡は中央やや北で検出した。現存する石と掘形の形状から、方形の石囲い

炉であったと考えられる。掘形の規模は長軸である南北方向に約０．８５�、短軸である東西方向に約０．７８

�である。炉石は東側と南側にあり、いずれもよく被熱している。東側の石は棒状の円礫で、現状で

２片に割れている。南側の石はややつぶれた棒状の円礫で、面を持った部分を上にして設置されてい

る。埋土は一層である。竪穴住居の出入り口は、柱穴と炉跡の位置関係から、南西向きであったと考

えられる。

　出土遺物は、埋土から縄文土器２，４５２点、石器２０５点が、石囲い炉から縄文土器３７点、石器３点が、

SP０４４から縄文土器４点、SP０４５から縄文土器１点、石器２点、SP０４６から縄文土器２点、石器２点、

SP０４９から縄文土器３点、SP０５０から縄文土器４点、SP０５１から縄文土器２点、SP０５３から縄文土器１

点、SP０５４から縄文土器１３点、石器４点、SP０５６から縄文土器７点、石器２点、SP０５８から縄文土器１２

点、石器３点、SP０５９から縄文土器４０点、石器１点である。炉内から出土した土器が中期末葉に属す

ると判断できることから、その時期に機能していたと考えられる。

SB００５（図版８・９）　調査区西壁に沿って土層確認を目的としたトレンチを掘削中、炉石および土器

敷きを検出した。その時点で炉跡が竪穴住居跡のものである可能性を考え、調査区を西に拡張し、プ

ラン検出のため精査を行った。Ⅲ層基底面で住居跡の存在が確認できたが、倒木痕や土坑の存在から

プランを明確にしがたく、結果としてⅤ b層上面において平面形を確定することができた。その後、

土層確認ベルトを設定し、四分割して埋土の掘削を行った。土層の確認、図化をした後、ベルトを取

り除き、続いて床面の精査を開始した。その結果、１０基のピット（SP０３３～ SP０４２）、１基の石囲い炉

（SF００５）を確認した。なお先述したトレンチは、床面を抜いて下層に達している。埋土は一層のみ

の確認で、また壁はほぼ直立している。床面では、貼り床を確認できなかったが、一部硬化した様子

がうかがえた。ピットはその配置から、SP０３３・SP０３８・SP０４０・SP０４１の４本が主柱穴であると考え

られる。炉跡は中央やや北にある。現存する石と掘形の形状から、方形の石囲い炉であったと考えら

れる。掘形の規模は長軸である南北方向に約０．７３�、短軸である東西方向に約０．６４�である。炉石は

第３章　いじま遺跡の調査
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各辺ともにあるが、東側は割れて北側半分が失われており、西側は北端に円礫が一つ残存していた。

炉石はややつぶれた扁平な円礫で、いずれもよく被熱している。埋土は三層に分けられ、２層目の上

面に土器敷きがある。土器敷きの直下には焼土面が広がっていた。土器は深鉢で、外面を上にして敷

かれていた。炉跡の南側には扁平な石が置かれていた。住居の出入り口は、柱穴と炉跡の位置関係か

ら、南東向きであったと考えられる。

　出土遺物は、埋土から縄文土器１０８点、石器１０点、炉内から土器２７点、SP０３６から縄文土器２点、

SP０３８から縄文土器２点、SP０３９から縄文土器６点、SP０４０から縄文土器３点、SP０４２から縄文土器１

点である。竪穴住居跡は、炉に敷かれた土器が中期末葉に属すると判断できることから、その時期に

機能していたと考えられる。

SB００６（図版９・１０）　Ⅲ層基底面調査中にプランを確認した。なお SB００６西側に試掘坑（TP）№８

がある。試掘調査時の土層観察から竪穴住居跡の存在が推測されていた。

　プラン検出後、土層確認ベルトを設定し、四分割して埋土の掘削を行った。土層の確認、図化をし

た後、ベルトを取り除き、続いて床面の精査を開始した。その結果、９基のピット（SP０２３～ SP０３１）

を確認した。壁はほぼ直立しており、埋土は自然堆積と考えらる。床面では、貼り床や硬化面を確認

できなかった。ピットはその配置から、SP０２３・SP０２７・SP０２８・SP０３０の４本が主柱穴であると考え

られる。炉跡は確認できなかった。竪穴住居の出入り口は、柱穴の位置関係から南向きであったと考

えられる。

　出土遺物は、埋土から縄文土器３４点、石器１６点がある。埋土から出土した土器のうちもっとも新し

いと思われるものが中期末葉に属すると判断できることから、その時期に埋没しつつあったと考えら

れる。

SI００４（図版１２）　Ⅲ層基底面で検出した。土坑断面は半円形で、埋土が三層に分けられる。土坑の中

央部に礫集積がある。礫石の中には焼礫や磨り面を持った石が混じっている。それらの礫石は割れて

おり、それらを集めて廃棄したような状態である。時期は判然としないが、中期と思われる。

　なお磨り面を持った石は、砥石や石皿の破片かと思われるものがあるが、よく分からない。また径

がおおよそ２０�以上の礫は割れている。どのような意図を持って、これらの礫石が集められたのかは

不明である。

SK１６２（図版１４）　Ⅲ層基底面で検出した。断面形は逆台形で、埋土は一層である。径２０�超の扁平な

亜角礫二つが入っていた。

　出土遺物は、縄文土器２点である。土器は中期末葉のもので、遺構もその時期に属すると思われる。

SK１６４（図版１４）　Ⅲ層基底面で検出した。断面形は箱形で、埋土は四層に分かれる。径３０～５０�の円

礫三つが入っていた。南側を SK１６５に、東側をトレンチに切られている。

　出土遺物はない。検出面から中期末葉に属すると思われる。

SR００６（図版１５）　Ⅲ層基底面で検出した。立石は長径４０�程の角礫で、土坑北側に寄せてある。土坑

断面は台形で、埋土は二層である。立石は１層目にある。２層目には径３０�程の角礫及び亜角礫が数

個入っていた。

　出土遺物は、縄文土器２１点、石器４点である。土器は中期末葉のもので、遺構もその時期に属する

と思われる。
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SR００７（図版１５）　Ⅲ層基底面で検出した。立石は長径３０�程の棒状の円礫で、土坑の中心やや南側に

ほぼ直立した状態であった。土坑断面はやや角張った半円形で、埋土は一層である。

　出土遺物は、縄文土器２点、石器１点である。遺構は中期末葉に属する可能性が高い。

写真１　いじま遺跡調査前風景 写真２　いじま遺跡表土除去作業状況

写真３　いじま遺跡作業風景 写真４　いじま遺跡 SB００４調査風景

第３章　いじま遺跡の調査
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第５節　遺物

土器

　土器は、遺構ごと、遺物包含層について、それぞれ分類案に従い分類した。遺構の場合は出土遺構

の性格に関わるものや残存具合がよいものを中心に、包含層の場合は分類ごとに残存具合のよいもの

や遺構分で掲載予定がない分類に属するものを中心に、それぞれ掲載する資料を決めた。掲載順は遺

構ごと→包含層で、またそれぞれ分類順に示したつもりであるが、一部掲載紙面上の都合などで前後

しているものもある。以下においては、項目ごとに出土点数と掲載点数、及び個別について特徴的な

事柄を中心に述べる。なお図示した土器について、その部分は包含層として取り上げたが、同一個体

が遺構から出土している場合、状況から見てその遺構出土のものと判断した例がある（その旨、土器

観察表備考欄に注記あり）。

　各遺構の分類ごとの破片点数は、表１３～２４に記載してある。

SB００１　竪穴埋土、石囲い炉、ピットから合計９５点（接合後の破片点数、以下同じ）出土し、そのう

ち２点を図示した（図版１６：１・２）。１はC４群に分類した口縁部の破片であるが、端部を欠く。

２は石囲炉 SF００３の中に内面を上にして置かれていた、C５群の深鉢胴部片である。

SB００２　竪穴埋土から合計１０６点出土し、そのうち９点図示した（図版１６：３～１１）。３・４は胎土に

繊維を含む早期の深鉢胴部片で、表面に縄文を施す。早期後半の宮ノ下式に似る。５は胎土に繊維を

含む早期の深鉢口縁部片と思われる。竹管の凸面側で列状に刺突を施している。早期後半に属すると

考えられる。６は胎土に繊維を含むことから早期に属すると思われる底部片である。７～１１はC４群

に分類した深鉢である。

SB００３　竪穴埋土、ピットから合計８０点出土し、８点図示した（図版１６：１２～１９）。１２はC３群に分

類した深鉢口縁部片である。１３はC４群に分類した深鉢頸部片である。１４～１６は同一個体で、繊維を

含む早期深鉢の口縁部と胴部片である。１４が口縁部片で、表面には結節縄文が施されている。１５・１６

は胴部片で、羽状縄文が確認できる。早期後半の宮ノ下式に似る。１７・１８は繊維を含む早期の深鉢で、

段を持つ口縁部片である。いずれも早期後半鵜ヶ島台式に属する。１９は繊維を含むことから早期に属

すると考えられる深鉢底部片である。平底である。

SB００４　竪穴埋土、石囲炉、ピットから合計２，５７８点出土し、そのうち７１点図示した（図版１６～２２：２０

～９０）。２０は繊維を含む早期の段をもつ深鉢で、早期後半鵜ヶ島台式に属する。２１・２２は繊維を含む早

期の深鉢で、表面に山形の押型文が施される。早期前半の穂谷式に併行する。２３・２４はC１群に分類

したものである。２４の地文は撚糸文である。２５～３０はC２群に分類したものの口縁部である。２６～２９

は欠けているが口縁端部が直立するものである。３１は文様のあり方の類似からC２群に分類したが、口

縁部が緩いキャリパー形になるなどやや異質である。３２～３５はC３群に分類した深鉢である。３３は大

型で、内面に蓋受け状の隆帯が巡る。３７～７７はC４群に分類した深鉢である。３７・３９・４１は沈線の中

に刺突が施されている。４３は表面が荒れており、隆帯の多くが剥離している。４５は肥厚した口縁部外

面に竹管状工具による刺突が施されている。４６は肥厚した口縁部外面に縄文が施されている。４７は肥

厚した口縁部外面に短沈線が施されている。５０は胴部上段を欠くが同一個体の口縁部と底部である。

底部外面には網代痕があるが、編み方は確認できる範囲が狭いことからよく分からない。５８・６８・６９

　第５節　遺物
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は条線を地文のように施している。５９は口縁部を内側に折り曲げ、数カ所に渦巻き状の装飾を付けて

いる。６０は口縁部の突起部分である。６１は端部を欠く口縁部片と思われるが、胴部片の可能性もある。

６２・６３は口縁部の大型突起部分の破片である。６４はC４群に分類したが、文様のあり方からC３群の

胴部片の可能性もある。６７はC４群に分類したが、他に比較して胎土がやや異質である。７１は把手部

分の破片である。縄文が施されているが、残存範囲が狭く原体は不明である。７８～８０はC５群に分類

した深鉢である。７９は比較的小型で、コップ形の深鉢である。かなりいびつであり、１段の縄を帯状

に上から下に施すのみである。８０は無文の口縁部である。図示していないが、胎土からみて同一個体

の可能性がある破片には沈線で文様を付けたものがみられる。８１・８２はC６群に分類したもので、太

い半截竹管による半隆起した平行沈線を口縁部に施す台付鉢である。その器形や文様の特徴は北陸地

方の「上山田式・古府式」に似る。８３～８５は台付深鉢若しくは鉢の脚台片である。８６～９０はおそらく

C４群の底部片で、いずれも平底である。８９に関しては平底ではあるが、外面中央部が若干窪んでい

る。９１は割れているが、縁辺を打ち欠いた土製円盤片と思われる。９２は石囲炉 SF００６出土で、C４群

の胴部片である。９３は SP０４４出土で、C４群の端部を欠く口縁部片である。９４は SP０５６出土で、C４

群の口縁部片である。９５～９７は SP０５４出土で、いずれもC４群の胴部片である。

SB００５　竪穴埋土、石囲炉、ピットから合計１４９点出土し、そのうち９点図示した（図版２２：９８～１０６）。

９８は石囲炉 SF００５に外面を上にして置かれていたものでC４群の深鉢である。全体に器表面が荒れて

おり、「土器敷炉」の炉床となって二次焼成を受けたためともとれるが、それは土器の下に焼土面を検

出していることから疑問である。器表面の劣化は別の要因によると思われる。９９はC１群に分類でき

る口縁部の小片である。口縁に沿って沈線を引き、そこに交互刺突を施す。１００はC４群の口縁部片

である。１０１はC４群の胴部片である。１０２はC１群の胴部片である。１０３・１０４はC６群に分類でき

る深鉢である。１０５は SP０４０から出土した。繊維を含む早期の深鉢で、押し引きと大型の山形の押型文

が施される。早期前半の穂谷式に属すると考えられる。１０６は SP０３８から出土した。C２群の端部を欠

く口縁部片と思われる。

SB００６　竪穴埋土から３４点出土し、そのうち１点図示した（図版２２：１０７）。１０７は条線を施したC４

群の頸部片と思われる。

SI００２　　１２点出土し、そのうち４点図示した（図版２３：１０８～１１１）。１０８はC２群に分類できる深鉢の

口縁部である。１０９・１１０はC４群の胴部片である。１１１は無文の深鉢の胴部片で、C５群に分類した。

SK１５７に肉眼観察で同一個体ではないかと思われる破片がある。

SI００４　１点出土し、それを図示した（図版２３：１１２）。１１２は繊維を含むことから早期後半の深鉢口縁

部片と思われる。ただし小片で、文様も確認できないことから詳細は不明である。

SK０２１　４点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１１３）。１１３はC４群に分類できる深鉢口縁部

片である。

SK０２６　２７点出土し、そのうち２点図示した（図版２３：１１４・１１５）。１１４はC４群に分類できる深鉢口

縁部片である。口縁部を肥厚させ、外面に縄文を施している。１１５は無文の底部片である。

SK０２８　４点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１１６）。１１６はC２群に分類できる深鉢口縁部

である。

SK０２９　５点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１１７）。１１７は繊維を含む早期後半の深鉢胴部若

第３章　いじま遺跡の調査
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しくは口縁部片である。押し引きの文様帯と、その下部に縄文を施す。小片のため、縄文の原体は不

明である。

SK０３４　３１点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１１８）。１１８はC２群に分類できる深鉢口縁部

片である。

SK０３８　１点出土し、それを図示した（図版２３：１１９）。１１９はC４群に分類できる深鉢口縁部で、大

型の突起部分に当たる。

SK０４１　３点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１２０）。１２０はC１群に分類できる深鉢胴部片

で、縄文原体は縄巻き縄文と思われる。

SK０６１　１２点出土し、そのうち３点図示した（図版２３：１２４～１２６）。１２４はC２群に分類できる深鉢の

直立する口縁部である。１２５・１２６はC１群に分類できる深鉢頸部である。地文は撚糸文である。

SK０６２　１点出土し、それを図示した（図版２３：１２１）。１２１はC１群に分類できる深鉢口縁部片であ

る。

SK０６５　１６点出土し、そのうち２点図示した（図版２３：１２２・１２３）。１２２はC４群に分類できる深鉢胴

部片、１２３はC５群に分類できる深鉢胴部片である。

SK０７３　１点出土し、それを図示した（図版２３：１２７）。１２７はC５群に分類できる深鉢口縁部である。

SK１２４　３４点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１２９）。１２９はC４群に分類できる深鉢口縁部

片である。

SK１３５　１３点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１２８）。１２８はC４群に分類できる深鉢胴部片

である。

SK１３７　１点出土し、それを図示した（図版２３：１３０）。１３０はC４群に分類できる深鉢口縁部片であ

る。表面が荒れている。

SK１５４　１点出土し、それを図示した（図版２３：１３１）。１３１はC５群に分類できる深鉢胴部片で、撚

糸文を地文とする。

SK１５８　６点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１３２）。１３２は繊維を含む早期の深鉢胴部片であ

る。

SK１５９　５点出土し、そのうち２点図示した（図版２３：１３３・１３４）。１３３・１３４いずれもC４群に分類

できる深鉢口縁部片である。１３５は縄文を地文とし、沈線で文様を施している。

SK１６０　１３点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１３６）。１３６はC５群に分類できる深鉢胴部片

で、撚糸文を地文とする。

SK１６２　２点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１３５）。１３５はC４群に分類できる深鉢口縁部

片である。

SR００３　４点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１３７）。１３７はC５群に分類できる深鉢胴部片

で、縄文を地文とすると思われるが、表面が荒れているため原体は分からない。

SR００６　２１点出土し、そのうち１点図示した（図版２３：１３８）。１３８は無文地に隆帯を施した深鉢胴部片

で、C４群に分類できる。
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遺物包含層　１１３点図示した（図版２４～２７）。

早期の土器

　１８点図示した（図版２４：１３９～１５６）。１３９は山形の押型文を施す深鉢で、樋沢式に該当する。１４０は胎

土に繊維を含み押型文を施す深鉢口縁部片で、波状口縁の波頂部に当たる。細久保式（新）に該当す

る。１４１～１４３は繊維を含み山形の押型文を施す深鉢で、穂谷式に該当する。１４１は口縁部片で、内外面

に押型文を施し、また外面には押し引きもある。１４２は口縁部片で、外面はよく分からないが内面に押

型文が確認できる。１４３は内面にも押型文がみられることから口縁部の破片と思われる。外面には押型

文の他に、刺突や沈線、押し引きなどが施されている。１４４は繊維を含み刺突と凹線を施す波状口縁の

深鉢口縁部で、塞ノ神式に該当する。１４５は繊維を含み沈線を施す深鉢で、小片のためよく分からない

が沈線の様子から穂谷式に該当する可能性がある。１４６は繊維を含み刺突を施す深鉢の頸部片と思われ

るもので、早期後半に属すると考えられる。１４７は繊維を含む深鉢の口縁部片である。無文で、口縁端

部に直交して棒状工具を押しつけてある。早期後半に属すると思われる。１４８は繊維を含む深鉢の口縁

部片で、縄文を地文とし口縁に平行して沈線を施す。早期後半に属すると思われる。１４９・１５０は繊維

を含み無文の深鉢胴部片で、早期後半に属すると思われる。１５１は繊維を含み、地文に３段の縄文を、

また波状口縁に沿って刺突列を施す深鉢である。早期後半に属すると思われるが、該当する型式はな

い。１５２・１５３は繊維を含み縄文を施す深鉢で、宮ノ下式に似る。いずれも縄文の原体はわからない。

１５４は繊維を含み縄文を施す深鉢胴部片で、茅山式に似る。胴部中央に横位に LRの縄の圧痕がある。

１５５は繊維を含み縄文を施した底部片で、宮ノ下式に似る。底部外面にも縄文が施されている。１５６・

１５７は繊維を含み、いずれも羽状縄文を施した深鉢胴部片で、早期後半に属すると思われる。

前期の土器

　５点図示した（図版２４：１５８～１６２）。１５８～１６１は縄文を地文とし特殊突帯文を施す深鉢で、北白川下

層Ⅲ式から大歳山式に該当する。１５８は突帯上を半截竹管でなで引いている。１５９は断面半円状の突帯

がある。いずれも北白川下層Ⅲ式に該当する。１６０・１６１は縄文を地文とし、断面三角形の特殊突帯文

が付けられている。大歳山式に該当すると思われる。１６２は縄文を地文としC字形の爪形文を施す山

形口縁の波頂部片である。C字形爪形文を施すことから、北白川下層Ⅱ b式（古）の可能性もあるが、

器壁が厚いことや遺跡内では他にその時期のものがないことから、北白川下層Ⅲ式に併行する時期の

諸磯式に該当すると思われる。

中期の土器

　C１群は８点図示した。（図版２４：１６３～１６８、図版２５：１７３・１７４）。１６３～１６６は口縁部片、１６７・１６８

は胴部片である。いずれも地文は撚糸文である。１７３は撚糸文を地文とし平行沈線によって文様を施し

た深鉢である。１７４は深鉢の胴部片で、頸部に刺突列のある隆帯が、その下には縦に隆帯を等間隔で配

し中を縦に条線が施されている。ここに分類したが、C４群の可能性もある。

　C２群は１６点図示した（図版２４：１６９～１７１、図版２５：１７５～１８７）。１６９～１７２は口縁端部は欠けている

が、口縁部が直立するものである。１７０と１７１は同一個体の可能性がある。１７５～１７９は極端なキャリパー

状口縁を持つ深鉢で、渦巻き文や区画文に細い隆帯を用いるものである。１８０～１８６は沈線で渦巻き文

や区画文を施すものである。１８７は胴部片で、三条の沈線によって連弧文を描いている。

　C３群は８点図示した（図版２５：１８８～１９１、図版２６：１９２～１９５）。１８８～１９０・１９５は口縁部に付く突

第３章　いじま遺跡の調査
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起部分である。なかでも１９５は橋状把手が大きく、また複雑に発達した突起部になっている。１９１・１９８

は端部を欠く口縁部である。なお１９１はC２群の可能性もある。１９４は壺若しくは鉢と思われるが、よ

くわからない。

　C４群は２３点図示した（図版２６：１９６～２１８）。１９６～２０８は端部が残存する口縁部片である。１９６は図

示した部分では欠けているが、縄文帯の下に横位の隆帯がある破片もある。２００・２０１は口縁端部を肥

厚させ、そこに縄文を施している。２０２は口縁部にある突起部分である。２０９～２１８は端部を欠く口縁部

及び胴部片である。２１７は縦にランダムに条線を施すだけの胴部片である。

　C５群は１６点図示した（図版２６：２１９～２２１、図版２７：２２２～２３４）。２１９～２２９は縄文もしくは撚糸文の

みを施したもの。ただし胴部片は小片のため口縁部に文様があった可能性はあるが、便宜上ここに分

類した。２２０は１段の縄が転がされている。２３０～２３４は無文のもの。２３２は口縁部を外側に薄く折り返

している。２３３は外面を削っており、中期でない可能性もある。２３４は口縁部に沿ってやや隆起させた

部分がある。

　C６群は１０点図示した（図版２７：２３５～２３４）。C６群とし、便宜上中期としたが、他の時期に属する

可能性のあるものも含む。２３５・２３８は深鉢口縁部片で、文様のあり方から北陸系と思われる。２３６は小

片のため判然としないが、C４群の口縁部片の可能性もある。２３７はD字形の刺突列が施されており、

またそれに沿って沈線というみるべきか条痕とみるべきか迷うような線がある。他に同様の胎土の土

器もない。中期後半から後期中葉の可能性が考えられるが、他の土器との関係から中期後半に属する

と思われる。２３９は浅鉢の口縁部になるかと思われる。２４０～２４３は同一個体で、まばらに縄文が施され、

口縁部には隆帯が一条貼り付けられている。口縁端部は面取りし、両側から刺突が施されている。早

期に属する可能性もある。２４４は浅鉢と思われる。

　２４５は土製円盤である（図版２７）。撚糸文が施された土器から作製されている。

　２４６～２５３は中期の底部片である（図版２７）。２４６～２４８・２５３は平底である。２５３の底部外面にはスダレ

状圧痕がある。２４９は上げ底になっている。２５０・２５１は脚台付きの底部である。２５２は上げ底気味の平

底である。

石器

　石器は器種ごとに確認点数と石材、その他個別について特徴的なことを述べる。

台形石器　１点出土した（図版２８：２５４）。石材はチャートである。なお、この石器については長屋幸

二氏から次のような御指導をいただいた。また掲載実測図も長屋氏の御厚意による。

　　　節理の発達した青灰色のチャート岩を用いた台形石器である。幅広の剥片を斜めに用い、打面

から側縁の一部にかけてと端部の一部に調整剥離を表裏に施している。刃縁が広く残り基部にも

節理面が見られることとリングの状況から、整形の度合いはそれ程大きくないと考えられる。打

面は基部に残る節理面と同一面であろう。背面も平坦な節理面に広く覆われており、素材剥片の

作出については明らかにできない。刃部は全縁にわたってサイズや切り合いの不斉一な微剥離が

背面側に入る。

　　　当資料のような台形石器は東海における旧石器編年の第１期（西村１９９９）に位置づけられ、県

内では岐阜市寺田遺跡などで出土している（関市深橋前遺跡〔松岡２００３〕でも台形石器の報告が

　第５節　遺物
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あるが、楔形石器の誤認のようである。）。同時期に位置づけられそうな資料は、当遺跡では他に

確認できなかった。

尖頭器　１点出土した（図版２８：２５５）。石材はチャートである。基部を欠いているが、木葉形になる

と思われる。剥片の縁辺に調整を加え、尖頭部を作り出している。小型である点、調整の様子、形態

などから旧石器時代に属する可能性が高いと考えられる。

石鏃　石鏃に分類したものは８０点、石鏃の未製品と判断したものは８点で、そのうち石鏃を２１点、石

鏃未製品を２点図示した（図版２８：２５６～２７８）。これらの石鏃は、基部の形態から平基鏃、凹基鏃、有

茎鏃の三種に分類した。内訳は、平基鏃１０点、凹基鏃６０点、有茎鏃１点、不明２点で、凹基鏃が多い。

石材別にみると安山岩が７点でそのうち下呂石と判断できるものが４点、以外はすべてチャートであ

る。

　２５６は未製品と判断した。２５７は正三角形に近い平面形を持つ凹基鏃である。縁辺に調整を施し、内

部にまで及んでいない。２５８・２５９・２７１は平基鏃で、特に２７１は比較的大型である。２６０は凹基鏃で、カ

エル足のように中途で外側に屈曲する脚部を持つ。２６１・２６９は一見平基鏃のように見えるが、弱い抉

りが確認できるので凹基鏃に分類した。２６９は縁辺のみの調整である。２６２・２６３は脚部の長い凹基鏃で、

２６２はいわゆる長脚鏃、２６３はいわゆる鍬形鏃とみることができる。２６４・２６７・２７７は、平面形が二等辺

三角形の凹基鏃で、脚部が比較的長い。２６５は側縁の中央部分がふくらむ凹基鏃である。２６６は脚の短

い凹基鏃で、やや粗雑ではあるがいわゆる円基鏃とみることができるのではないか。２６８・２７０・２７６は

平面形が二等辺三角形の凹基鏃で、２６４などに比べ脚が短い。２７２は平面形が基部の法が短い菱形で、

有茎鏃に分類した。２７３～２７５は側縁の中央部分がふくらむ凹基鏃であるが、２６５に比較して短い。調整

は縁辺のみである。

石錐　石錐に分類したものは１９点で、そのうち８点図示した（図版２９：２７９～２８６）。石材は黒曜石が１

点ある以外は、すべてチャートである。

　２７９の先端部はやや棒状になり、かなり摩滅している。２８０・２８５は先端部を作り出しているが長くは

ない。このうち２８５は黒曜石製である。２８１の先端部は棒状ではないが、やや尖らしてある。２８２・２８４・

２８６は先端部を棒状に作り出している。このうち２８４の先端部は摩滅している。２８３はあまりはっきりと

していないが、先端部を棒状にしている。

楔形石器　楔形石器に分類したものは２４点で、そのうち７点図示した（図版２９：２８７～２９３）。石材はす

べてチャートである。

　２８７は幅の広い側に階段状剥離がみられる。２８８は先端部が欠損しているが、現存側に打撃痕がみら

れる。２８９は他に比較して大型で薄い剥片であるが、図面下側に階段状剥離が、上側に打撃痕が認めら

れたので楔形石器とした。

石匙　石匙に分類したものは８点で、そのうち５点図示した（図版３０：２９４～２９７）。石材は石英斑岩が

１点、サヌカイトが１点、安山岩系が１点、それ以外はチャートである。

　２９７は腹面とした面に刃部をもつが、背面にも一部それが見られる。２９８は途中で折れている。

スクレイパー　スクレイパーに分類したものは１３４点で、そのうち２０点を図示した（図版３０～３３：２９９

～３１８）。石材は３点安山岩系のものがある以外はチャートである。

　２９９は調整が密でなくRFとしてもよいが、左側面が刃部と認められるのでスクレイパーと考えた。

第３章　いじま遺跡の調査
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３００の調整は粗い。なお刃部はよく摩滅しているように見える。３０１は抉り状の刃部を持つ。３０３は刃部

を２カ所持つ。短い刃部は両面、長い刃部は腹面のみの調整である。３０４は抉り状の刃部を持つ。　３１１

は刃部以外にも抉り状の調整がある。石匙の未製品の可能性もある。３１４は平面三角形で、各側面に刃

部がある。３１６は２カ所抉り状の刃部がある。３１７は抉り状の刃部を持つ。３１８は大型の横長剥片を用い

たもので、大きな調整による刃部を持つ。

ヘラ形石器　ヘラ形石器に分類したものは１２点で、そのうち１点図示した（図版３３：３１９）。石材は下

呂石が１点、それ以外はチャートである。

RF　RFに分類したものは１５８点で、そのうち５点図示した（図版３３：３２０～３２４）。石材は安山岩２点、

下呂石２点、凝灰岩１点、それ以外はチャートである。

UF　UFに分類したものは１８１点で、そのうち９点図示した（図版３３・３４：３２５～３３３）。石材は黒曜石

２点以外はチャートである。

　使用痕と判断した微細な剥離痕の範囲については、図中に範囲を示した。

打製石斧　打製石斧に分類したものは１４点で、そのうち４点図示した（図版３４・３５：３３４～３３７）。なお、

刃部を制作する際にできた剥片と判断できるものが７点ある。石材は泥岩が５点、砂岩が３点、安山

岩が３点である。

　３３４は裏面の側面にも調整が加えられている。３３５は向かって左に母岩から剥離する際の打瘤が想定

できるが、現状では調整によってみられない。３３７は向かって左に母岩から剥離する際の打瘤がみられ

る。刃部部分は剥片時にさかのぼって薄くなっており、うまくそこを利用している。

異形石器　異形石器に分類したものは１点（図版３３：３３８）で、石材はサヌカイトである。

石核　石核と判断したものは３０点で、そのうち３点図示した（図版３５：３３９～３４１）。石材は安山岩が１

点、それ以外はチャートである。

磨製石斧　磨製石斧に分類した

ものは５点ですべて図示した

（図版３６：３４２～３４６）。石材は４

点が蛇紋岩、１点が安山岩であ

る。　

　３４２は刃部側が欠損している。

３４４は側面や表面中央刃部寄り

に欠けがみられるが、後者は欠

けた後磨いている。３４５は刃部

のみの破片であり、かつ接合資

料である。薄い方の破片にツイ

ンバルブがみられることから、

意図的に割ったと考えられる。

３４６は刃部が一部欠けている。全

体に摩耗しており、側面の稜が

明瞭でない。 図１３　接合した磨製石斧　３４５
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磨石・凹石・敲石　これらについては一個体に磨り面と敲打痕をもつものといったように複数の使用

痕が認められるものがあることからまとめて取り扱い、磨石類と略称する。磨石類と判断したものは

３１点で、そのうち４点図示した（図版３７：３４８～３５０）。石材は安山岩１２点、砂岩９点、流紋岩質溶結凝

灰岩６点、ドレライト１点、アプライト１点、閃緑岩１点である。

打欠石錘　打欠石錘に分類したものは１８点で、そのうち４点図示した（図版３８：３５５～３５８）。石材は砂

岩１１点、泥岩３点、安山岩２点、花こう閃緑岩１点、凝灰岩１点である。

切目石錘　切目石錘に分類したものは９５点で、そのうち１６点図示した（図版３９：３５９～３７４）。石材は砂

岩が６１点、安山岩が１５点、泥岩が１１点、ドレライトが６点、凝灰岩１点、珪質泥岩が１点である。

　３６５や３７３のように切り込みが、片方が切目で片方が打欠という例もある。

砥石　砥石と分類したものは１点である（図版３８：６５３）。石材は砂岩である。

石皿　石皿に分類したものは２点で、そのうち２点を図示した（図版３７・３８：３５１・３５２）。石材はいず

れも安山岩である。

　３５２は扁平円礫が割れたものを利用している。

石棒　石棒は１点出土した（図版３８：３５４）。石材は安山岩である。円柱状であるが、一部縦方向に軽

く面取りするように加工がある。被熱しているが、折れた後のことと思われる。２００１年の試掘調査時

の出土であるが、層や位置から SK１５６に伴うものと考えられる。

第３章　いじま遺跡の調査



33　第１節　基本層序

第４章　櫨原神向遺跡の調査

第１節　基本層序

　調査区は東西の標高差約６�を測り、西から東へ緩やかな傾斜地を形成している。廃村前は開墾に

よって多くの削平地が造られ、主に水田が営まれていた。原地形も傾斜をなしていたと思われる。

　基本的な層序は概ね安定しているが、部分的にいわゆる地山まで削られていたことや、第１から第

６調査区まではそれぞれに段差が存在し、遺跡全体を見通した連続的な層位の把握に困難を強いられ

る地域も存在した。

　基本層序は次のようにⅠ層からⅤ層を設定した。その際、根拠としたのは第４・５調査区東土層断

面、５調査区西土層断面、第２調査区東土層断面及び第５調査区北ベルト断面である。

　Ⅰａ層（黒土層～黒褐土層）

　　表土層、徳山村の廃村まで利用された水田の耕作土である。

　Ⅰｂ層（黒褐土層）

　　水田に伴う敷土で、漏水を防ぐため平坦に張られた土。

　Ⅱ層（黒褐土層～黒土層）

　　田面を広くするために盛られた造成土。

　Ⅲ層（黒土層　小礫を含む）

　　調査区のほぼ全域に堆積する縄文時代の遺物包含層で、特に第４・５調査区に厚く堆積する。

　Ⅳ層（黒褐土層　小礫を含む）　

　　縄文時代の遺物包含層で、早期の土器を含む。

　Ⅴ層（褐土層　円礫を含む）

　　段丘礫層若しくはその直上に堆積したと思われる土層。
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35　第２節　遺構・遺物の概要

第２節　遺構・遺物の概要

遺構　遺構検出は、Ⅲ層掘削からⅣ層上面（第１調査面）、Ⅳ層掘削からⅤ層上面（第２調査面）の２

回行った。ただし第２調査面は第２調査区の一部、第４・第５調査区の大部分、第６調査区の約半分

のみの調査である。また検出した面が異なるということが遺構の時期差を表しているわけではない。

図１５　櫨原神向遺跡主要遺構配置図
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表４　櫨原神向遺跡
   　　出土石器各分類点数

合計遺物
包含層遺構

３４３３１

２９４２９０４

１１１１０

５５０

１５１５０

１１０

５２５１１

３８３８０

３５３５０

２１２１０

４４０

１１０

３８３７１

１０１

２２０

　環状石斧が特異である。徳山地区では、小の原遺跡に次いで２点目の出土である。全体的に見ると、い

じま遺跡に比較して石器の器種は少ない。その中で、打製石斧の点数が多いことが特色としてあげら

れよう。一方、石錘が少ないことも特色の一つであろう。なお土器の大半が早期に属するが、石器は

打製石斧のように中期以降に属すると判断されるものも含まれる。

剥片石器 石核 

剥片 

製品 石鏃 

各器種未製品　　石鏃 

石錐 

楔形石器 

刃器 石匙 

打製石斧 

スクレイパー 

ＲＦ 

ＵＦ 

礫石器 環状石斧 

磨石・凹石・敲石 

石錘 打欠石錘 

切目石錘 

第４章　櫨原神向遺跡の調査

確認した遺構は１０７基で、その内訳は次のとおりである。

　　　焼土（SF）・・４基　　　　配石・集石遺構（SI）・・６基　　　　土坑（SK）・・９７基

いずれも出土遺物が少ないことから、所属時期の判断は困難を極めるが、おおむね縄文時代に属する。

　遺構は、第５調査区に最も多く、第３調査区では検出した遺構が第５調査区寄りにあることからみ

て、第５調査区が中心的な位置にあったことが分かる。なお第２調査面において、第３調査区から第

５調査区にかけて東流する自然流路跡１条を検出した。

遺物　出土した遺物は、縄文土器１４５点、石器５５２点である。

縄文土器　早期、中期、後期に属すると判断されるものがある。早期が１３９点（接合後の破片数。以下

同じ）、中期が２点、後期４点である。土器の時期・型式の判断や分類はいじま遺跡に準じる（第３章

第２節参照）。早期は押型文土器様式が中心で、条痕文系土器様式はわずかである。中期は中期後半と

思われる深鉢胴部の小片である（図化が困難であったため図示していない）。後期は縁帯文土器様式に

属する。

石器　分類など、いじま遺跡に準じる（第３章第２節参照）。
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　石材については、表５に掲げたように、チャートが大半である。石に器種が少ないのと同様に石材

の種類もいじま遺跡に比して少ない。またいじま遺跡と同様に石器の大きさと石材選択に関係がある

ことが分かる。

写真５　櫨原神向遺跡調査前風景 写真６　櫨原神向遺跡への

　　　　　揖斐川にかかる仮設橋

　第２節　遺構・遺物の概要

表５　櫨原神向遺跡出土石器分類別石材一覧

レキ岩玄武岩砂岩
ホルン
フェルス

珪質泥岩泥岩凝灰岩石英下呂石安山岩チャート点数

１３３３４石核
１２９３２９４剥片

１５１５石鏃（含未製品）
５５石錐
１５１５楔形石器
１１石匙

１１５０５２スクレイパー
３８３８ＲＦ
３５３５ＵＦ

３７２５２１１２１打製石斧
１１環状石斧

１２２１５３８磨石類
１１打欠石錐
２２切目石錘

１３３２２５３１１１１８４８５５５２計
０．２０．５５．８０．４０．９０．５０．２０．２０．２３．３８７．９割合（％）



38

第３節　遺構

　主要遺構について述べる。なお遺構調査面は２面あるが、第２面の遺構は報告するものが少ないた

め、まとめてここで述べる。各遺構は、大半が縄文時代に属する可能性が高いが、とくに時期の判断

がついた場合はそれを記す。

SF０１（図版４０）　検出中に焼土のような赤茶けた部分が確認されたため、焼土（SF）として調査を進

めた。埋土は二層で、いずれにも炭化物は含まれていない。

SF０２（図版４０）　検出中に焼土が確認されたため、焼土（SF）として調査を進めた。埋土は二層で、

焼土は検出面に薄く存在していたのみである。

SF０４（図版４０）　検出中に焼土のような赤茶けた部分が確認されたため、焼土（SF）として調査を進

めた。埋土は一層で、炭化物は含まれていない。

SF０５（図版４０）　検出中に焼土のような赤茶けた部分が確認されたため、焼土（SF）として調査を進

めた。埋土は一層で、炭化物は含まれていない。第３調査区と第５調査区の間の段差によって東側が

破壊されている。

SI０１（図版４１）　土坑断面は浅い台形状で、埋土は一層である。焼礫が集まった状態であるが、いわゆ

る焼礫集積のようではない。石は角礫が多い。

SI０２（図版４１）　土坑断面は浅い台形状で、埋土は一層である。集積した石は焼礫であり、いわゆる焼

礫集積と判断される。石は亜角礫が多い。埋土中からは炭化物はあまり出土していない。

SI０３（図版４１）　土坑断面は浅い台形状で、埋土は一層である。焼礫が土坑中央付近に集積されており、

その脇に扁平な円礫が一つ置いてあるようにあった。SI０２ほど明確ではないが、焼礫集積と思われる。

石は亜角礫が多い。

SI０４（図版４１）　土坑断面は中央が盛り上がった浅い台形状で、埋土は一層である。長径約０．３�の扁

平な礫が土坑の中央で確認できた。

　出土遺物は、縄文土器（早期）が３点ある。早期に属する可能性があるがよくわからない。

SI０５（図版４２）　土坑断面は浅い台形状で、埋土は一層である。角礫が土坑内に入っている。

SI０６（図版４２）　土坑断面は皿状で、埋土は一層である。礫がまばらではあるが、多数出土した。

SK０３４（図版４３）　断面形は縦長の逆台形で、埋土は一層である。深さ約０．９�の比較的深い土坑であ

る。プランは明確にできなったが、第１調査区では自然流路跡と思われるものを検出した。土坑はそ

の埋土中で検出した。

SK０５０（図版４３）　断面形はやや角張った半円形で、埋土は一層である。

　縄文時代後期縁帯文土器様式期の丸底鉢が出土したことから、その時期に属すると思われる。

SK１００（図版４４）　断面形は先端の平らな円錐形で、埋土は二層である。１層目と２層目の境で、長径

約０．４�の扁平な円礫が横位にあるのを確認した。深さ約１�の比較的深い土坑である。

　出土遺物はない。なお埋土中から鬼界アカホヤ火山灰（K‐Ah）を検出した。その噴出年代はおよ

そ７３００年前（暦年代較正値；町田・新井、２００３）と推定されている（第５章第４節参照）。遺構もその

時期に埋まったと理解しており、したがって SK１００は縄文時代早期に属すると判断される。

第４章　櫨原神向遺跡の調査
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第４節　遺物

土器

　図示した遺物の選定などはいじま遺跡に準じている（第３章第５節参照）。以下の記述は、土器分類

順に行う（図版４５）。なお遺構から出土した土器で図示したものは１０１２のみである。

　１００１～１００５は、山形の押型文を施す樋沢式に該当する深鉢口縁部片である。横位の押型文が、外面、面

取りした口縁部端部、口縁部内面にそれぞれ施されている。１００６・１００７は、楕円の押型文を施す細久

保式（新）に該当する深鉢胴部片である。１００６は拓本では向かって右半分に押型文がないように見え

るが、そこには炭化物が付着しているためで、押型文は全面にある。１００７は土器の様子から土器の上

下を決めたが、現在の横方向が縦となる可能性もある。拓本で押型文が出ていない範囲は、土器表面

が荒れており押型文があるようにも見えるがよく分からない。１００８・１００９は高山寺式に該当する深鉢

である。１００８は、外面について押型文らしき凹凸があるがよく分からない。胴部片内面には、同型式

に特徴的な幅広の沈線が施されている。１００９は外面に撚糸文を施している。１０１０は爪型の刺突列とそ

の間に凹線を施している。北白川下層Ⅱ b式（古）に属する可能性もあるが、胎土にわずかに繊維痕

が認められること、外面の凹線の様子や器壁が厚いことなどから疑問である。文様構成がいじま遺跡

で出土した塞ノ神式（１４４）に似るので、それに該当する可能性もある。１０１１は粕畑式に該当する深鉢

口縁部片である。胎土に繊維を含む。口縁部には突起を持ち、端部内外面の角に刺突が施されている。

１０１２は SK０５０から出土した。後期縁帯文土器様式に属する丸底浅鉢である。外面に部分的に赤色顔料

の付着が確認でき、赤色塗彩されていた可能性がある。

石器

　石器の記述についてもいじま遺跡に準じる（第３章第５節参照）。

石鏃　石鏃に分類したものは７点、石鏃の未製品と判断したものは４点で、そのうち石鏃４点、未製

品１点を図示した（図版４６：１０１３～１０１７）。平基鏃２点、凹基鏃５点という内訳である。石材はすべて

チャートである。

　１０１３は脚部の一端を欠損している。１０１３・１０１４は脚部が長い。１０１５・１０１６は１０１３などに比較して全

長は同じくらいであるが、脚部が短い。１０１７は未製品と判断できる。

石錐　石錐に分類したものは５点で、そのうち２点図示した（図版４６：１０１９・１０２０）。石材はすべて

チャートである。

　１０１９の先端部は摩滅している。

楔形石器　楔形石器に分類したものは１５点で、そのうち２点図示した（図版４６：１０１８・１０２１）。石材は

すべてチャートである。

　１０１８は幅の狭い方に階段状剥離がみられる。

石匙　１点出土し、それを図示した（図版４６：１０２２）。石材はチャートである。

　１０２２は図面背面向かって左側の側片について、節理面において折れている可能性がある。

スクレイパー　５２点出土し、そのうち５点図示した（図版４６：１０２３～１０２７）。石材は下呂石１点、石英

１点の他は、すべてチャートである。

　第４節　遺物
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　１０２５は上部で一部欠損しているが、優美な縦長のスクレイパーである。

RF　３８点出土し、そのうち２点図示した（図版４６：１０２８・１０２９）。石材はすべてチャートである。

　１０２９は１０２４に剥片の形が似るが、１０２４のように刃部が作り出されていない。

UF　３５点出土し、そのうち２点図示した（図版４７：１０３０・１０３１）。石材はすべてチャートである。

打製石斧　２１点出土し、そのうち６点図示した（図版４８・４９：１０３６～１０４１）。石材は砂岩７点、珪質泥

岩５点、玄武岩３点、泥岩２点、ホルンフェルス２点、安山岩１点、凝灰岩１点である。判明するも

ののほとんどは横長剥片を使っている。形態で見ると、短冊形４点、バチ形１４点、分銅形１点、不明

２点である。

　１０３７は途中で折れているが、小型の打製石斧と判断した。１０４０は明確ではないが、左右辺にえぐり

があり、分銅形である。

石核　３４点出土し、そのうち２点を図示した（図版４７：１０３２・１０３３）。石材は１点泥岩の他は、すべて

チャートである。

環状石斧　１点出土しそれを図示した（図版５０：１０４６）。石材は安山岩である。ほぼ半分が欠けている。

中央に穿孔をもち、穿孔の周囲２㎝ 前後の幅で、丁寧な磨きが施されている。穿孔の断面形は、　〉

〈　である。刃部は打ち欠いて作り出しており、中央の磨き部分にまで欠けがおよんだ箇所がある。

刃部の打ち欠きはすべてではないが、よく磨かれており、稜が丸くなっている。縄文早期前半に属す

ると考えられる。

磨石・凹石・敲石　３８出土し、そのうち４点図示した（図版４９・５０：１０４２～１０４５）。石材は砂岩２２点、

安山岩１５点、レキ岩１点である。

　１０４３は磨石で約半分欠損している。

打欠石錘　１点出土しそれを図示した（図版４７：１０３５）。１０３５は SF００１から出土した。石材は砂岩で

ある。

切目石錘　２点出土し、そのうち１点図示した（図版４７：１０３４）。石材はいずれも砂岩である。１０３４は

一端が欠けている。

第４章　櫨原神向遺跡の調査
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第５章　自然科学分析

第１節　いじま遺跡のテフラ分析

今村美智子（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　いじま遺跡は、藤橋村櫨原扇谷の段丘上に所在する縄文時代中期後葉～末の竪穴住居跡などからな

る遺跡である。

　ここでは、遺跡の堆積物を対象としてテフラの検出を試みた。

２．試料と方法

　分析試料は、第１調査区から採取した６試料、第２調査区から採取した１３試料の計１９試料である

（図１８）。それぞれの試料を採取した層の上には、縄文中期後葉から末と見られる竪穴住居跡などが掘

り込まれた層が存在する。

　�鉱物組成分析

　　①各試料は自然含水状態で２５～５０�程度秤量し、分析試料とした。また、別途２～５�程度秤量

し、恒温乾燥機で良く乾燥した後、乾燥重量を秤量し含水比を求めた。

　　②１φ（０．５�）、２φ（０．２５�）、３φ（０．１２５�）、４φ（０．０６３�）のふるいを重ね、ふるいを

行った。各ふるいの残渣について乾燥後秤量し粒度組成とした。また４φ以上の残渣の乾燥重

量より含砂率を求めた。

　　③鉱物は石英（Qt）、長石（Pl）、火山ガラス（Gl）、かんらん石（Ol）、イディングサイト（In）、

単斜輝石（Cpx）、斜方輝石（Opx）、角閃石（Hor）、磁鉄鉱（Mag）に分類し、風化粒子など

の不明鉱物以外の鉱物が２００以上になるまで分類 ･計数を行なった。なお火山ガラスの形態は、

町田・新井（２００３）の分類基準に基づき、バブル型平板状（b１）、バブル型Y字状（b２）、

軽石型繊維状（p１）、軽石型スポンジ状（p２）、急冷破砕型（c０：塊状 ･フレーク状）の５

形態に分類し（図１６）、鉱物中に占める割合を形態別に算出した。

　�屈折率測定

　　　　ガラスの屈折率については横山ほか（１９８６）の方法に従って、温度変化型屈折率測定装置

（RIMS８６）を用いて屈折率（n）を測定し、その結果を範囲（range）で表した。

３．結果

　�テフラの鉱物組成分析（表６、図１９・２０）

　　　含水率は、第１調査区Ⅳ b層試料１- １～６では７３～９７％となり、中ほどで高くなる。また、

第２調査区Ⅴ層試料２- １～１３において２８～６８％となり、下位ほど低くなる傾向がある。

　　　含砂率は、第１調査区Ⅳ b層ではいずれも４０％以下の値を示す。また、第２調査区Ⅴ層上位の

試料２- １～７では５４～６６％とやや低い値を示すものの、下位では７０％以上と高い値を示す。

　　　砂粒分の粒度組成は、いずれも１φ残渣がおよそ７０％以上を占め、２～４φ残渣が非常に少な

い組成となる。

　第１節　いじま遺跡のテフラ分析
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　　　鉱物組成は、第２調査区Ⅴ層の試料２- １～９において火山ガラスが比較的多く含まれており、

２０％以上を占める。しかし、第２調査区Ⅴ層下位と第１調査区Ⅳ b層では火山ガラスはほとんど

含まれず、長石類が９１％以上を占める。重鉱物の割合は、いずれも４％以下と低い値を示す。

　　　ガラスの形態分類はバブル型Y字状（b２）が多く１０％以上の値となり、特に試料２- １では３５％

と高い値を示す。ついで軽石型スポンジ状（p２）が多く、１０～２５％となる。バブル型平板状（b

１）は、試料２- １では１５％と高い値を示すが、その他ではいずれも５％以下の含有量となる。

試料２- ６では、僅かではあるが色付の火山ガラスが観察できた。

　�屈折率測定（表７、図１７）

　　　測定試料は、ガラスの含有率のピークが見られる、第２区Ⅴ層試料２- １と２- ６のバブル型火

山ガラスを用いた。試料２- １の屈折率は、範囲１．５００５-１．５１３９、平均値１．５０９８を示し、試料２- ６

の屈折率は、範囲１．５０５７-１．５１３５、平均値１．５１０１を示す。

４．テフラの同定

　第２調査区Ⅴ層試料２- １～９から検出されたガラスは、バブル型ガラスを主体としたテフラで

あった。また、これらガラスの屈折率測定結果は、範囲が１．５０５-１．５１４の範囲を示している。

　ここで検出されたテフラは、ガラスの形態的特徴およびその屈折率範囲から、鬼界アカホヤ火山灰

（K-Ah）と同定される。

　町田・新井（１９７８）によると鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）は主に薄い平板状の透明～淡褐色バブル

型の火山ガラスで構成され、重鉱物は斜方輝石と単斜輝石により構成される。ここで検出された火山

ガラスは、主にバブル型火山ガラスにより構成され、淡色を帯びるものが少量認められた。また、鬼

界アカホヤ火山灰（K-Ah）の従来値の範囲１．５０８-１．５１６（町田・新井、２００３）と同様の値を示す。鬼

界アカホヤ火山灰（K-Ah）の噴出年代は、およそ７３００年前（暦年代較正値；町田・新井、２００３）と推

定されている。

　今回分析をした第２調査区Ⅴ層の上層であるⅢ層とⅣ層では、縄文時代中期の遺構が確認されてお

り、年代も対応している。なお、火山ガラスの含有率のピークが試料２- １と試料２- ６の２箇所に見

られるが、屈折率測定値がほぼ同じであることから同一テフラを起源とするものと考え、２試料の中

では下位の試料２- ６が降灰層準に近いと考えられる。

５．終わりに

　いじま遺跡から採取した２地点１９試料を分析した結果、第２調査区Ⅴ層中位（試料２- ６前後）に

火山ガラス含有率の高まりが見られ、これらは鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）を起源とする火山ガラス

と同定された。なお、第１調査区Ⅳ b層では、全体的にガラス含有率は低く、特定の層準においてガ

ラスが多いといった状況は確認されなかった。

参考文献

　町田洋・新井房夫（１９７８）南九州鬼界カルデラから噴出した広域テフラ- アカホヤ火山灰-．第四

紀研究，１７，１４３-１６３

　町田洋 ･新井房夫（２００３）新編　火山灰アトラス－日本列島とその周辺．財団法人東京大学出版

会，３３６p．
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　町田洋 ･新井房夫 ･小田静夫 ･遠藤邦彦 ･杉原重夫（１９８４）テフラと日本考古学- 考古学研究と

関係するテフラのカタログ-．渡辺直径編「古文化財に関する保存科学と人文 ･自然科学」，８６５-

９２８．

　横山卓雄・檀原徹・山下透（１９８６）温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測定．

第四紀研究，２５，２１-３０

　第１節　いじま遺跡のテフラ分析

図１６　火山ガラスの形態

図１７　いじま遺跡第２調査区火山ガラスの屈折率分布図
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図１８　地質柱状図と採取層準
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第２節　いじま遺跡の放射性炭素年代測定

山形　秀樹（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　いじま遺跡より検出された炭化物の加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を実

施した。

２．試料と方法

　試料は、SI００４、採り上げ№B１８７３より採取した炭化物１点、SF００６②採り上げ№B２９４１より採取し

た炭化物１点の併せて２点である。

　これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した

後、加速器質量分析計（AMS）にて測定した。測定した14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、補正した14C 濃度を用いて 14C 年代を算出した。

３．結果

　表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値-２５．０‰）、同位体分別効果による測定誤差を補

正した14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代を示す。

　14C 年代値（yrBP）の算出は、14C の半減期として Libby の半減期５，５６８年を使用した。また、付記

した14C 年代誤差（±１σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（One sigma）に相

当する年代である。これは、試料の 14C 年代が、その 14C 年代誤差範囲内に入る確率が６８％であること

を意味する。

　なお、暦年代較正の詳細は、以下のとおりである。

暦年代較正

　暦年代較正とは、大気中の14C 濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された 14C 年代に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C 濃度の変動、及び半減期の違い（14C の半減期

５，７３０±４０年）を較正し、より正確な年代を求めるために、14C 年代を暦年代に変換することである。

具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU-Th 年代と 14C 年代の比較、

及び海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて14C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲線

を作成し、これを用いて14C 年代を暦年代に較正した年代を算出する。

　14C 年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB　４．３（CALIB　３．０のバージョンアップ版）を使

用した。なお、暦年代較正値は 14C 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ暦年代範囲

はプログラム中の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値はその１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、１０％未満についてはその表示を省

略した。１σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線

で示した。

４．考察

　各試料は、同位体分別効果の補正及び暦年代較正を行った。暦年代較正した１σ暦年代範囲のうち、

その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲として示

された。

第５章　自然科学分析
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参考文献

  中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎 . 日本先史時代の 14C 年代、p.３‐２０.

 Stuiver, M. and Reimer, P. J.（１９９３）Extended 14C Database and Revised CALIB３.０ 14C Age Calibra-

tion Program, Radiocarbon, ３５, p. ２１５-２３０.

Stuiver, M., Reimer, P. J., Bard, E., Beck, J. W., Burr, G. S., Hughen, K. A., Kromer, B., McCormac, F. G., 

v. d. Plicht, J., and Spurk, M.（１９９８）INTCAL９８ Radiocarbon Age Calibration,２４,０００- ０ cal BP, Ra-

diocarbon, ４０, p. １０４１-１０８３.

第３節　櫨原神向遺跡の放射性炭素年代測定

山形　秀樹（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　櫨原神向遺跡より検出された炭化物の加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を

実施した。

２．試料と方法

　試料は、H１４, SK１００（１００ ̃ １１０）, B１１６より採取した炭化物１点、J５, SI０６（０ １̃０）, B００９３より採

取した炭化物１点、K９, SI０２（２０̃３０）, B００８１より採取した炭化物１点の併せて３点である。

　これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した

後、加速器質量分析計（AMS）にて測定した。測定した14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、補正した14C 濃度を用いて 14C 年代を算出した。

３．結果

　表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値-２５．０‰）、同位体分別効果による測定誤差を補

正した14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代を示す。

　14C 年代値（yrBP）の算出は、14C の半減期として Libby の半減期５，５６８年を使用した。また、付記

した14C 年代誤差（±１σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（One sigma）に相

当する年代である。これは、試料の 14C 年代が、その 14C 年代誤差範囲内に入る確率が６８％であること

　第３節　櫨原神向遺跡の放射性炭素年代測定

表８　いじま遺跡放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

14C 年代を暦年代に較正した年代14C 年代
（yrBP ±１σ）

δ 13C（‰）試料データ
測定番号
（測定法） １σ暦年代範囲暦年代較正値

cal BC ６，８２０ － ６，６５０（９１．５％）cal　BC　６，６９０７，８９０±５０－２５．５
炭化物

SI００４（２０̃３０）
B１８７３

PLD－２６１５
（AMS）

cal BC ２，８８０ － ２，８５５（１９．５％）
cal BC ２，８１５ － ２，７４０（５９．２％）
cal BC ２，７２５ － ２，６９５（２１．２％）

cal　BC　２，８７５
cal　BC　２，８００
cal　BC　２，７８５

４，１９０±４０－２６．０
炭化物

SF００６②（５ １̃０）
B２９４１

PLD－２６１６
（AMS）
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を意味する。

　なお、暦年代較正の詳細は、４８頁のとおりである。

４．考察

　各試料は、同位体分別効果の補正及び暦年代較正を行った。暦年代較正した１σ暦年代範囲のうち、

その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲として示

された。

参考文献

　中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎 . 日本先史時代の 14C 年代、p.３-２０.

　Stuiver, M.and Reimer, P. J. （１９９３）Extended 14C Database and Revised CALIB３.０ 14C Age Cali-

bration Program, Radiocarbon, ３５, p. ２１５-２３０.

　 Stuiver, M.,Reimer, P. J., Bard, E., Beck, J. W., Burr, G. S., Hughen, K. A., Kromer, B., McCormac, 

F. G., v. d. Plicht, J., and Spurk, M.（１９９８） INTCAL９８ Radiocarbon Age Calibration,２４,０００- ０ 

cal BP, Radiocarbon, ４０, p. １０４１-１０８３.
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表９　櫨原神向遺跡放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

14C 年代を暦年代に較正した年代14C 年代
（yrBP ±１σ）

δ 13C（‰）試料データ
測定番号
（測定法） １σ暦年代範囲暦年代較正値

cal BC １，７４５ － １，６８０（７８．６％）
cal BC １，６７０ － １，６６０（１０．０％）
cal BC １，６５０ － １，６３５（１１．４％）

cal　BC　１，７３５
cal　BC　１，７２０
cal　BC　１，６９０

３，４１０±４０－２３．６

炭化物
H１４

SK１００　
（１００̃１１０）
B１１６

PLD－２６１７
（AMS）

cal BC ６，８２５ － ６，６４５（９１．０％）cal　BC　６，６９０７，８８０±５０－２４．１

炭化物
J５

SI０６　（０ １̃０）
B００９３

PLD－２６１８
（AMS）

cal BC ６，３８０ － ６，３１０（５０．９％）
cal BC ６，２６５ － ６，２２０（４０．９％）

cal　BC　６，２３５７，４０５±５０－２４．８

炭化物
K９

SI０２　（２０̃３０）
B００８１

PLD－２６１９
（AMS）
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第４節　櫨原神向遺跡の土坑内の内容物

藤根　久（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　櫨原神向遺跡の調査では、用途不明の土坑 SK１００が検出された。ここでは、この土坑埋土の堆積物

を調べて用途に関する状況証拠を得るために洗出しを行い、堆積物の特徴について記載した。

２．試料と方法

　試料は、土坑 SK１００内の埋土１と埋土２である（表１０）。試料は、以下に示す方法で処理した。

　試料は、自然含水状態でそれぞれ約５６�及び約３４�程度秤量し、トールビーカーに入れて超音波洗

浄を行い十分分散した後、フルイ１φ（０．５�）、２φ（０．２５�）、３φ（０．１２５�）、４φ（０．０６３�）

のフルイを重ね、湿式ふるいを行った。これら各フルイ残渣は、乾燥後秤量した。

　また、細粒部分の特徴を観察するために、これとは別に数�をトールビーカーに入れて超音波洗浄

を行い十分分散した後、沈降法によりコロイド分を除去し、顕微鏡観察用のプレパラートを作成した。

３．結果及び考察

　各フルイ残渣は、埋土１は、１φ残渣が２．３４�、２φ残渣が１．１４�、３φ残渣が１．４０�、４φ残渣

が０．７９�、４φ以上の砂分の占める割合は１０．０３％であった。また、埋土２は、１φ残渣が４．５３�、２

φ残渣が０．９７�、３φ残渣が１．１１�、４φ残渣が０．６５�、４φ以上の砂分の占める割合は２１．０７％であっ

た。このように、埋土２が砂分の占める割合が高く、１φ残渣が多い（表１０）。

　１φ残渣の粗粒部分の観察では、炭化材片が含まれるが、炭化種実は含まれていなかった。また、

いずれも礫種は同様であり、砂岩類が多く、チャートや深成岩類などを含んでいた。なお、石材を破

壊する際に形成される微細剥片は含まれていなかった。

　細粒部分の観察では、埋土１において炭化材片がやや多く含まれていた。また、イネ科植物のササ

類と思われる機動細胞珪酸体が若干見られた（保存状態が悪い）。

　なお、鬼界アカホヤ火山灰と思われる火山ガラス（バブル型火山ガラス：図版№５および№６）が

埋土１においてやや多く含まれていた。また、埋土２においても検出された。

　町田・新井（１９７８）によると鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）は主に薄い平板状の透明～淡褐色バブル

型の火山ガラスで構成され、重鉱物は斜方輝石と単斜輝石により構成される。ここで検出された火山

ガラスは、主にバブル型火山ガラスにより構成され、淡色を帯びるものが少量認められた。鬼界アカ

ホヤ火山灰（K-Ah）の噴出年代は、およそ７３００年前（暦年代較正値；町田・新井、２００３）と推定され

ている。

　このように、炭化材片がやや多く含まれるものの、炭化種子や微細剥片などは含まれていなかった。

　なお、鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）と考えられるテフラが含まれていたことから、これらの土坑は

このテフラ降灰に近い時期に形成されたことが推測される。

第４節　櫨原神向遺跡の土坑内の内容物
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表１０　櫨原神向遺跡土坑 SK１００の埋土中の内容物観察結果

その他の特
徴

特徴含砂率
（上段 g、
下段％）

フルイ残渣（上段 g、下段％）
処理重量
（�）

色
色相
明度／彩
度

試料

細粒部分粗粒部分４φ３φ２φ１φ

喜界アカホ
ヤ火山灰含
む

砕屑物起源
主体
植物珪酸体
少量

炭化材片
やや多く含む
砂岩》
チャート〉
深成岩類

５．６７０．７９１．４０１．１４２．３４

５６．５３黒色
１０YR　
２／１

埋土１

１０．０３１．４０２．４８２．０２４．１４

喜界アカホ
ヤ火山灰少
量含む

砕屑物起源
主体
植物珪酸体
少量

炭化材片含
む
砂岩》チャー
ト〉深成岩類

７．２６０．６５１．１１０．９７４．５３

３４．４６黒褐色
７．５YR　
３／１

埋土２

２１．０７１．１５１．９６１．７２８．０１
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第６章　まとめ

第１節　いじま遺跡

１調査成果

　基本層序　第１調査区はⅠ～Ⅵ層に分かれ、Ⅰ層が廃村までの畑作の耕作土、Ⅱ・Ⅲ層とⅤ層が縄

文時代の遺物包含層で、中間にⅣ層の崩積性堆積層があり、Ⅵ層が段丘礫層である。各層は調査区内

にまんべんなくあるわけでなく、層によって偏って存在する。第２調査区は、Ⅰ～Ⅵ層に分かれ、Ⅰ・

Ⅱ層が廃村まで利用されていた栗林に由来する層、Ⅲ層が無遺物層であるが鬼界アカホヤ火山灰が確

認できた層、Ⅳ層が縄文時代の遺物包含層、Ⅴ層が無遺物層、Ⅵ層が段丘礫層である。第１調査区の

基本層序と第２調査区のそれとの相関関係は明らかでない。遺構検出面は第１調査区がⅢ層上面とⅤ

層上面、第２調査区がⅢ層上面とⅤ層上面である。

　遺構　竪穴住居跡（SB）６軒、炉跡（SF）５基、配石・集積遺構（SI）６基、土坑（SK）１８４基、

立石遺構（SR）７基、ピット（SP）６０基を確認した。このうち、炉跡３基、ピットすべては竪穴住居

に伴うものである。遺構のほとんどは第１調査区（上段の調査区）にある。遺構検出面は２面であり、

上下どちらの面で検出したかということが、おおむね遺構の新古関係を表す。ただしⅢ・Ⅳ層の堆積

状況から上面の遺構を下面で検出していた可能性もある。また各遺構の所属時期は、出土する土器に

中期後半のものがほとんどの場合で混じることから、多くはその時期に属すると考えられ、大きな時

期差を確認することはできない。その中で第２調査区では鬼界アカホヤ火山灰の検出されたⅢ層下か

ら検出された SI１００１のように、検出状況から早期と考えられるものがある。また後述の SB００１などの

ように中期後半でも中期末葉に属すると、明確に時期を示すことができるものも多くはないがある。

　竪穴住居跡のうち、SB００１、SB００４、SB００５については石囲い炉の土器から中期末葉に属することが

明確である。SB００２・SB００３・SB００６についても埋土に中期末葉の土器が入ることから同様の時期のも

のであろう。６軒の竪穴住居跡の平面形は不明確な SB００３をのぞき、SB００１・SB００２・SB００６が円形、

SB００４・SB００５は隅丸方形である。床面積を比較するとおおむね７～９�であるが、SB００４は１９．８�と

頭抜けて大きい。竪穴内部の炉に付いて見てみると、SB００１、SB００４、SB００５は石囲い炉をもつが、

SB００２・SB００３・SB００６には確認できず、そこに大きな差違を認めることができる。その差違は、主柱

穴のあり方からも補完できると思われる。すなわち後者では、SB００２が二本柱、SB００３・SB００６が不明

瞭というように、主柱穴の判断が明確にできた前者とは違った様相が指摘できる。石囲い炉の有無と

いう差違は、詳細は不明であるが、竪穴住居の時期あるいは性格が違っていることを示す可能性があ

るのではないだろうか。

　徳山地区の遺跡についてこれまでの調査成果によると、戸入村平遺跡、山手宮前遺跡、上原遺跡第

２地点において中期後半に半円形若しくは馬蹄形に遺構が見られるということが指摘されている。当

該期に属するいじま遺跡についてもその可能性が考慮された。一見竪穴住居跡は川側に外を向けた半

円形に配置されたているように見えるが、その他の遺構を見るととくにそのような傾向は見受けられ

ない。むしろ SB００１を中心とした遺跡北側の遺構群と、その他の竪穴住居跡を中心とした遺構群の２
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群に分かれて見える。また上記の遺跡は、その時期の中心的な集落であり、かつ大きな面積を有する。い

じま遺跡は遺跡の規模から見てもそのような計画的な配置によって居住域が形成されたとは考えがた

いのではないだろうか。

　土器　出土した土器は接合後の破片数で８，８９４点である。内訳は、早期が４５２点で約５％、前期が５

点で約０．０６％、中期が８，４３７点で約９５％である。以下、時期別に概観を記す。

　早期は前半の押型文土器と後半の条痕文系土器が確認できた。押型文土器は、樋沢式、細久保式新、

穂谷式が判別できた。量的にはいずれも少ないが、穂谷式はややまとまってみられる。後半の土器は

塞ノ神式、鵜ヶ島台式、茅山式、宮ノ下式、そして型式名未詳の土器がある。塞ノ神式は、現在確認

されている中では最も東端の出土例になると矢野健一氏に御教示いただいた。型式名未詳の土器は

１０９で、縄文を地文とし、波状口縁に沿って複数段の刺突列を施すものである。早期末に属すると思わ

れる。早期全体で見ると末葉の土器が比較的まとまって存在するといえる。

　前期は北白川下層Ⅲ式～大歳山式に該当するもの、それと同時期の諸磯式に似たものが出土した。

わずかな出土数であり、また小破片のため詳細はよく分からず、全体像も不明である。

　中期は出土点数が多いことから、後葉（おおむね咲畑・醍醐式土器の第１様式に当てた）の船元Ⅳ

式・里木Ⅱ式に該当するもの（Ｃ１群）、咲畑式に該当するもの（Ｃ２群）、後葉～末葉にかけての神

明式に該当するもの（Ｃ３群）、末葉（おおむね咲畑・醍醐式土器の第２・第３様式に当てた）に属す

るもの（Ｃ４群）、後葉～末葉で縄文・撚り糸文のみ施文したものや無文のもの（Ｃ５群）、Ｃ１～Ｃ

４群以外の型式もしくは型式不明のもの（Ｃ６群）に分類した。各群の割合は図２１のとおりである。

さらその中でＣ１～Ｃ４群の割合を図化したものが図２２で、中期末葉のものが約７９％を占めているこ

とがわかる。言い換えるならば、中期後半でも末葉の土器が中心に出土した遺跡であるといえる。

　石器　出土した石器は１，５４２点で、そのうち２点が旧石器時代、以外が縄文時代に属すると判断さ

れる。旧石器時代に属すると考えられる石器は、台形石器と尖頭器である。なお、いずれも二次堆積

層の中からの検出であり、旧石器に属するという評価は石器の観察結果からの判断である。台形石器

については長屋幸二氏から「東海における旧石器編年の第１期（西村１９９９）に位置づけられる」との

御指導をいただいた。また尖頭器については徳山地区で出土している縄文時代の石槍や有説尖頭器と

比較して、大きさや形態、調整方法などの違いからから旧石器時代に属すると判断した。石材はいず

　Ｃ３群

　Ｃ５群

　Ｃ６群

　Ｃ４群

　Ｃ１群

　Ｃ２群

１％ ２％ ３％

３％

３３％

５８％

図２１　いじま遺跡中期土器群別割合盧

　Ｃ３群

　Ｃ４群

　Ｃ１群

　Ｃ２群

５％
８％

８％

７９％

図２２　いじま遺跡中期土器群別割合盪
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れもチャートである。

　縄文時代の石器のうち、石核や剥離痕を有しない剥片を除いた、いわゆる定型石器は７９４点で約５２％

になる。定型石器は石鏃以下１７種類に分類した。さて、いじま遺跡の石器のあり方をみるために注目

したのは石器の組成である。石器は器種ごとに想定される機能で最も可能性が高いと思われるものに

分けた。この分類とその内容については、異論もあり、また大雑把にすぎると思われるであろう。し

かし、微細な事柄までを含めた分類にすると全体が掴みにくくなると判断し、ここでは一般的な石器

の機能をもとに行った＊１。また回収された石器が遺跡に存在した石器のすべてであるかどうかは不明

であること、石器の使用法や廃棄法に基づくのか分からないが石器によって遺跡に残されていた理由

が違うと考えられるがそれを等閑視していること、各々の石器の所属する時期が明らかでないこと、

など重要ではあるが解決できない問題をはらんでいる。以上のような弱点のあることを前提として、

以下を記す。

　分類の第１は狩猟具で、これには石鏃がある。第２は漁労具で、これには石錘があり、打欠石錘と

切目石錘に分けられる（なお切目石錘の出現の上限については『上原遺跡Ⅱ』に述べられている）。第

３は採集具で、打製石斧である＊２。第１～第３までは資源から直接食料を調達するための道具と見る

こともできよう。第４は調理具Aで、これには磨石類・石皿がある。第５は調理具Bで、これには刃

器（石匙・スクレイパー・ヘラ形石器・RF・UF）である。調理具A・Bは、調達した食料の加工具

と見ることもできる。第６は工具で、石錐・楔形石器・磨製石斧・砥石がある。第７はその他で、異

形石器・石棒などである。

表１１　いじま遺跡出土定型石器用途機能別分類および点数一覧

合計その他工具調理具B調理具A採集具漁労具狩猟具

７４９２４９４５８３３１４１１３８０合計

０．３６．５６１．１４．４１．９１５．１１０．７割合

１異形石器１９石錐８石匙３１磨石類１４打製石斧１１３石錘８０石鏃

１石棒２４楔形石器１３４スクレイパー２石皿１８打欠石錘

０環状石斧５磨製石斧１２ヘラ形石器９５切目石錘

１砥石１５８RF

１４６UF

　図２３のグラフに明らかなように、上記分類にお

けるいじま遺跡の組成を見てみると次のような特

色を指摘することができるのはないだろうか。第

１に調理具B（刃器）が最も多い。第２に食料調

達のための石器のうち、採集具が少ない。図２４は

発掘調査報告書を刊行している徳山地区の主な縄

文遺跡について、上記分類の割合をグラフ化し、

定型石器の量の多い順に配置したものである。こ

れで見るといじま遺跡のグラフは、調理具B（刃

１１％

１５％

２％

４％

６１％

７％

０％
狩猟具

漁労具

採集具

調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

図２３　いじま遺跡出土定型石器用途機能別割合
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０％

狩猟具

漁労具

採集具
調理具Ａ

上原遺跡（早期～晩期）

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

１０％

３９％

９％
７％

２７％

８％

０％

狩猟具

漁労具

採集具

調理具Ａ
調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

３１％

１％

１％

１０％
４８％

９％

小の原遺跡（草創期～前期）

０％

狩猟具

漁労具

採集具
調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

１３％

３６％

６％
６％

３２％

７％

塚遺跡（中期～後期）

狩猟具

漁労具

採集具
調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

１４％

３６％

４％
１２％

２０％

１３％

１％

戸入村平遺跡（中期～晩期）

狩猟具

漁労具

採集具
調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

２５％

１４％

２％
１９％

３１％

８％

１％

いんべ遺跡（早期・中期～晩期）

０％

狩猟具

漁労具

採集具

調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

６％

５％

１５％

７％

６１％

６％

尾元遺跡（前期～中期）

狩猟具

漁労具

採集具

調理具Ａ

調理具Ｂ

工具 その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

３％

２％

８％

８０％

２％

３％ ２％

はいづめ遺跡（晩期）

狩猟具

漁労具
採集具

調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

１％

１３％

４４％
６％

５％

２７％

４％

山手宮前遺跡（中期）

図２４　徳山地区主要遺跡出土定型石器用途機能別割合
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器）が突出して目立ち、小の原遺跡・尾元遺跡・櫨原神向遺跡とよく似ているが、食料調達に関わる

３種の分類の多寡を見てみると違いがあることが分かる。また中期の拠点的集落とされる上原遺跡や

戸入村平遺跡と比較してもその違いは明瞭である。この相違は遺跡の位置や規模などに関わる可能性

が想像されるが、上記した弱点による制約によってよく分からない。

２いじま遺跡の変遷　遺構・遺物から時期ごとのいじま遺跡の姿を簡単にまとめたい。

　旧石器時代　わずか２点の石器を遺物包含層から採集したのみであり、具体的なことは未詳である。

　縄文時代早期　遺構は SI１００１をはじめとして存在すると思われるが、決め手を欠くことからどのく

らいの数があり、どのように遺跡内に分布するか明確にできてはいない。土器は、わずかであるが前

半の樋沢式からあり、高山寺式を確認していないが、押型文土器末期の穂谷式がややまとまってみら

れる。後半の条痕系土器の時期になると、塞ノ神式や鵜ヶ島台式、茅山式宮ノ下式などが見られる。

また型式名はないが縄文地に刺突列で文様を描く土器がある。量的には早期末のものがややまとまっ

てみられる。これらのことから、具体的な姿は未詳であるが、断続的にこの場所に人が訪れていた様

子がうかがえる。

　縄文時代前期　前期末の北白川下層Ⅲ式～大歳山式と判断できるわずかの土器が出土したのみであ

り、具体的な姿は未詳である。

　縄文時代中期　前半は皆無であるが、後葉になると多くの土器が確認できる。まず後葉には船元・

里木式第５様式、咲畑・醍醐式第１様式に該当する土器がまとまってみられる。また徳山地区で比較

的目立つ、神明式に該当する一群も一定量見られる。しかし、遺構についてはこの時期に明確に属す

るものを残念ながらあげられない。

　次に末葉であるが、この時期に属する遺構・遺物は最も多く、いじま遺跡の最盛期である。竪穴住

居跡や配石遺構、立石遺構が確認できた。配石遺構や立石遺構は調査結果からだけではその性格を特

定することはできなかったが、一般的な理解から墓的なものも含まれていたと考えられる。従って、

中期末葉にはこの地で居住と埋葬が行われていたことが想定できる。

　しかし、一転して後期以降は遺構・遺物が残されておらず、早期以来断続的に利用されてきたこの

場所から人の営みの痕跡が認められない。なおいつ頃からかは不明であるが、現代の廃村直前までは

畑地及び栗林であった。

　第１節　いじま遺跡
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第２節　櫨原神向遺跡

１調査成果

　基本層序　Ⅰ～Ⅴ層に分かれ、Ⅰ・Ⅱ層は廃村直前までの水田の耕作土とそれを造成するために盛

られた土、Ⅲ・Ⅳ層は縄文時代の遺物包含層、Ⅴ層は段丘礫層若しくはその直上に堆積した土である。

縄文時代の遺物包含層およびⅤ層は、場所によって開田時に削平されており、全体的に見ると遺跡の

残存状況は決して良好といえる状態ではなかった。遺構検出面は、Ⅳ層上面とⅤ層上面である。ただ

し遺構はⅣ層の残存状況やⅣ層上面での遺構検出の困難さから、実際の検出面と本来の検出面が同じ

であるとは限らない。

　遺構　焼土（SF）４基、配石・集石遺構（SI）６基、土坑（SK）９７基の合計１０７基の遺構を確認し

た。遺構の時期については、検出状況や遺物を伴わないものが大半であることから判然としない。お

おむね縄文時代に属すると思われ、出土土器から早期若しくは中・後期に属すると考えられる。特徴

的な遺構を簡単に見ると、多くの遺構が性格など不明である中で、SI０２は焼礫を浅い土坑内に集積し

たいわゆる焼礫集積遺構で、集石炉と解釈される。土器が伴っていないため詳細な時期は不明である

が、徳山地区でみつかった同様の遺構の時期と、本遺跡の出土土器の時期から早期に属すると判断さ

れる。また埋土中から鬼界アカホヤ火山灰（およそ７，３００年前）を検出した SK１００は、深さ１mの土

坑で性格は分からないが、早期のものと判断できる。SK０５０は、後期前半の縁帯文系土器の丸底浅鉢

が埋土中から出土した円形土坑である。

　土器　接合後の破片数で１４５点出土した。型式学的に見て、そのうち２点が中期、４点が後期に属す

る他は１３９点が縄文早期のものである。中期とした土器は、可能性は高いと思われるが、残存状況が悪

くよく分からない。後期は先述した SK０５０出土のものである。早期については、型式名でいうと早期

前半押型文土器の樋沢式→細久保式新→高山寺式と連続してあり、早期後半条痕文系土器の粕畑式が

見られる。樋沢式と思われるものが多く、それ以外は数点止まりである。

　石器　５２２点出土した。このうち定型石器は２２０点で約４２％である。これをいじま遺跡の例にならっ

て分類すると下のようになる。

第６章　まとめ

表１２　櫨原神向遺跡出土定型石器用途機能別分類および点数一覧

合計その他工具調理具B調理具A採集具漁労具狩猟具

２２０１２０１２６３８２１３１１合計

０．５９．１５７．３１７．３９．５１．４５．０割合

０異形石器５石錐１石匙３８磨石類２１打製石斧３石錘１１石鏃

０石棒１５楔形石器５２スクレイパー０石皿１打欠石錘

１環状石斧０磨製石斧０ヘラ形石器２切目石錘

０砥石３８RF

３５UF

　調理具 Bが過半を占める点はいじま遺跡に似るが、狩猟具・漁労具が少なく、代わって採集具や調

理具Aが目立つ。打製石斧は中期以降のものであり、遺構や土器から見た遺跡の中心的な時期とはズ

レが見られる。この場所は、早期には人の生活の場であったが、中期以降は採集の場となったと見る
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ことができるのであろう。

２櫨原神向遺跡の変遷　遺構・遺物から櫨原神

向遺跡の時期ごとの姿を簡単にまとめたい。

　縄文時代早期　前半の押型文土器のうち、樋

沢式から高山寺式まで連続して土器が確認でき

る。ただし細久保式新と高山寺式はわずかであ

る。後半は粕畑式がわずかに見られる程度であ

る。早期の遺構としては焼礫集石遺構や土坑が

ある。なお検出した遺構のほとんどは遺物を

伴っておらず、所属時期を明確にしがたい。

　縄文時代中期　中期と思われる土器片があるが、小片であり他時期の可能性もある。

　縄文時代後期　縁帯文土器が出土した土坑SK５０があるのみである。石器のうち打製石斧は中期後半

以降、この時期に属するものであろう。おそらく先述したように生活の場ではなく採集の場であった

のであろう。

　その後、近代に至って開田されるまでの状態はよく分からない。

３環状石斧について　櫨原神向遺跡からは徳山地区では２例目となる環状石斧（１０４６）が出土した。

包含層からの出土であるが、同じく包含層から出土した土器のうち、早期前半の押型文土器（細久保

式新～高山寺式）に伴うと考えられる＊３。徳山地区出土のもう一例は、小の原遺跡から出土している（図

２６＊４）。小の原例は直径１２．０�、厚さ３．４�で、約半分程欠損している。石材は砂岩である。穿孔の周

囲はよく磨かれており、刃部は打ち欠いて作り出されている。刃部については１０４６と同様に磨かれ稜

が不明瞭になった部分がある。

　１０４６と小の原例を比較すると、１０４６が直径１３．９�とやや大きいが、穿孔部・刃部の状態などよく似

ている。小の原報告書では特に所属時期については記されていないが、同遺跡出土土器は草創期～前

期がほとんどであり、石器も多くがその時期に属すると考えられている。１０４６に似ることから、小の

原例についても、早期前半の押型文期に所属する可能性が高いと考えられる＊５。

　環状石斧は、その機能がよく分からない石器の一つである。中央の孔に棒を差し込んで斧として使

用したという考え方もあるが、〉〈状となる断面からそれには従いがたい。現代の感覚から見ると、あ

まり実用的なものに見えないことから、儀器のようなものであろうかと思うがよく分からない。

　第２節　櫨原神向遺跡

０％
狩猟具 漁労具

採集具

調理具Ａ

調理具Ｂ

工具

その他

　狩猟具

　漁労具

　採集具

　調理具Ａ

　調理具Ｂ

　工具

　その他

９％

５８％

５％ １％

１０％

１７％

図２５　櫨原神向遺跡出土定型石器用途機能別割合
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図２６　小の原遺跡出土環状石斧

*１　『上原遺跡Ⅱ』においても機能面からの組成の分析が行われている。しかし今回行った調理具B以

下については対象となっていない。

*２　土掘具と解釈し、根菜類に採集に使用したとした。ただしそれ以外の機能を否定するものではな

いが、代表的な機能としてそれを考えた。

*３　矢野健一氏の御教示による。

*４　今回、比較のため、櫨原神向遺跡出土例の観察方法により、再度実測図を作製し、また写真を掲

載した。

*５　矢野健一氏より、小の原遺跡の土器のあり方から、穂谷式に伴うものと見てよいのではないかと、

御教示をいただいた。

第６章　まとめ

０ ５ｃｍ

（Ｓ＝１／２）
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表 

【いじま遺跡】 



表１３　いじま遺跡竪穴住居跡一覧

備考（切
り合い関
係など）

埋土出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
床面面積
（�）

規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面

短軸長軸短軸長軸

土器：早期（１）、Ｃ１（１）、
Ｃ４（１７）、Ｃ５（１８）、その他

（３）。石器：剥片（１）
N９８°E（８．３）０．５３（３．１６）（３．３６）４．１４．３２円形

Ⅲ層
上面

F３１区SB００１

〉SB００３

土器：早期（５６）、C１（４）、
C３（３）、C４（８）、C５（３１）。
石器：剥片（３）、石鏃（１）、
石錐（１）、楔形石器（１）、
スクレイパー（５）、RF（４）、
UF（５）、石鏃未製品（１）、
磨石類（２）、切目石錘（５）

N１１０°E（７．２）０．２７（２．８５）（３．２２）３．１３３．５５円形
Ⅲ層
上面

C６１区SB００２

〈SB００２

土器：早期（４１）、C１（１）、
C３（４）、C４（１２）、C５（１６）。
石器：剥片（４）、石鏃（１）、
スクレイパー（１）

N１１１°E（１１．１）０．２――――
不整

円形？
Ⅲ層
上面

C５１区SB００３

土器：早期（１０）、C１（１７）、
C２（３６）、C３（８２）、
C４（１１２６）、C５（１０４７）、
底部（１０７）、その他（２７）。
石器：石核（４）、剥片（１０１）、
石鏃（１３）、石錐（１）、
楔形石器（５）、石匙（１）、
スクレイパー（１３）、
ヘラ状石器（２）、RF（１０）、
UF（１６）、打斧（１）、
異形石器（１）、
石鏃未製品（５）、
分類不能（３）、磨斧（３）、
磨石類（７）、打欠石錘（１）、
切目石錘（１６）

N１４０°E１９．８０．４１４．７４．７１４．９３４．９８
隅丸
方形

Ⅲ層
基底面

E６１区SB００４

土器：早期（１）、C３（２）、
C４（３４）、C５（６４）、底部（３）、
その他（４）。石器：剥片（４）、
石錘（１）、
スクレイパー（１）、RF（２）、
UF（１）、分類不能（１）

N１６０°E７．９０．１２２．７６３．０８３．０８３．２８
隅丸
方形

Ⅲ層基
底面

B７１区SB００５

土器：早期（５）、C１（２）、
C２（１）、C３（３）、C４（１０）、
C５（１２）、底部（１）。
石器：石核（４）、剥片（８）、
石錐（１）、RF（１）、UF（２）

N１７４°E（９．１）０．２７（２．９８）３．８２（３．２８）４．０８円形
Ⅲ層基
底面

D７１区SB００６

表１４　いじま遺跡　炉跡一覧

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

地床炉？０．３２０．３８１．１２０．３９１．１５不整形Ⅲ層上面F１・F２SF００１

地床炉？０．１８０．３２０．３７０．４０．４２円形Ⅲ層上面F１・F２SF００２

SB００１の炉。石
囲い炉。土器が
伏せてある。

C４（５２）N２４°E０．１１０．４５０．５１０．５８０．６３方形F３SF００３

欠番N３８°ESF００４

SB００５の炉。石
囲い炉。土器が
伏せてある。

土器：C４（２２）、
C５（５）

N２３°W０．１８――０．６４０．７３方形B７SF００５

SB００４の炉。石
囲い炉。

土器：C４（３４）、
C５（３）。石器：剥
片（３）

０．１８０．７０．７８０．７８０．８５方形？E６SF００６

※出土遺物の「C １」や「C ２」は縄文土器中期の C １群、C ２群を表す。以下同じ。



表１５　いじま遺跡　ピット一覧（１）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形地　区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N８６°W０．２４０．１３０．１３０．１９０．２０円形SB００１床面１区SP００１
―０．４３０．１３０．１４０．３３０．４０楕円形SB００１床面１区SP００２

N２６°W０．１２０．１２０．２２０．２３０．３１楕円形SB００１床面１区SP００３
―０．４２０．２６０．３７０．３４０．４５楕円形SB００１床面１区SP００４

N０°E０．０９０．２１０．２３０．２３０．２４円形SB００１床面１区SP００５
N４７°E０．１８０．１１０．１７０．２４０．２４円形SB００１床面１区SP００６
N５０°E０．１７０．１３０．１３０．２１０．２１円形SB００１床面１区SP００７

土器：C４（１）、C５（２）―０．２２
深０．３３
浅０．１４

深０．４２
浅０．１８

０．３７０．４４楕円形SB００１床面１区SP００８

N３３°E０．０９０．２６０．３００．３００．４０楕円形SB００１床面１区SP００９
N４０°E０．１１０．１４０．１５０．１９０．２０円形SB００１床面１区SP０１０
N４１°W０．２４０．１８０．１３（０．１８）（０．２０）円形SB００１床面１区SP０１１

―０．０３０．１５０．１５――不明SB００１床面１区SP０１２
N５１°E０．１３０．１９０．２７０．３００．４１楕円形SB００２床面１区SP０１３

―０．０５０．２００．２６０．２６０．２８円形SB００２床面１区SP０１４
土器：C５（１）N６２°W０．２００．２９０．３７０．３５０．４２楕円形SB００３床面１区SP０１５

N１４°W０．１４０．２２０．２７０．３２０．３３円形SB００３床面１区SP０１６
土器：早期（１）、
石器：剥片（１）

―０．１１０．２３０．２８０．３００．３４円形SB００３床面１区SP０１７

―０．３３０．１２０．１６０．２５０．２７円形SB００３床面１区SP０１８
N１０°W０．１６０．１１０．１７０．２７０．３０円形SB００３床面１区SP０１９
N２０°W０．２４０．２１０．２９０．３６０．３９楕円形SB００３床面１区SP０２０

〉SP２２―０．１２０．１７０．２１０．２９０．３２円形SB００３床面１区SP０２１

〈SP２１
土器：C４（２）、
C５（１）、底部（１）、
石器：RF（１）

N７３°E０．１５０．３８（０．５０）０．５００．５８円形SB００３床面１区SP０２２

N２８°W０．１４０．１５０．２００．２１０．３２楕円形SB００６床面１区SP０２３
N２６°W０．１４０．２６０．３００．３３０．３７円形SB００６床面１区SP０２４

―０．２１０．２９０．３４０．３９０．３９円形SB００６床面１区SP０２５
N７０°E０．１６０．１９０．２３０．２６０．３２楕円形SB００６床面１区SP０２６
N４５°E０．１２０．１４０．２４０．２１０．２７楕円形SB００６床面１区SP０２７
N５７°E０．１３０．２７０．３６０．３３０．４６楕円形SB００６床面１区SP０２８

―０．１６０．１９０．２１０．３３０．３４円形SB００６床面１区SP０２９
―０．１３０．１７０．１７０．２１０．２１円形SB００６床面１区SP０３０
―０．１９０．１３（０．１７）（０．２３）（０．２３）円形SB００６床面１区SP０３１

N６２°E０．１２０．２００．２００．２６０．２８円形SB００５床面１区SP０３２
―０．２６０．１２（０．１３）――不明SB００５床面１区SP０３３

〉SP３６N４８°E０．１２０．１２０．１８０．２４０．２５円形SB００５床面１区SP０３４
〉SP３６N２３°W０．１５０．３５０．３９０．４６０．５３円形SB００５床面１区SP０３５

〈SP３４，SP３５土器：C５（２）N８６°E０．１１（０．４０）０．４１（０．４７）０．５１円形SB００５床面１区SP０３６
N１０°W０．２５０．０９０．１５０．２００．２５楕円形SB００５床面１区SP０３７

土器：早期（１）、
C４（１）

N８８°W０．３７０．２９０．２９０．４７０．５７楕円形SB００５床面１区SP０３８

土器：C２（２）、
C５（４）

―０．２２０．２２０．２９０．３３０．３４円形SB００５床面１区SP０３９

土器：C５（３）N２２°E０．２６０．４３０．５６０．５４０．７５楕円形SB００５床面１区SP０４０
土器：C５（１）N２６°E０．１００．３３０．３６０．３６０．４１円形SB００５床面１区SP０４１
土器：C４（１）N７３°E０．１６０．２８０．３００．３５０．４１楕円形SB００５床面１区SP０４２

N３８°E０．１３０．２１０．３１０．２８０．３５楕円形SB００５床面１区SP０４３
土器：C５（４）N８９°E０．３８０．２３０．２３０．４４０．５２楕円形SB００４床面１区SP０４４
土器：C２（１）。
石器：スクレイパー

（１）、打斧（１）
N５４°E０．３２０．２７０．２７０．４７０．５２円形SB００４床面１区SP０４５

土器：C４（１）、C５（２）、
C５（１）。石器：石鏃未
製品（１）、UF（１）

N４９°W０．４８０．３００．４２０．６１０．６４不整円形SB００４床面１区SP０４６

土器：C４（１）、
C５（１）

N７０°W０．２４０．２９０．３００．４５０．５０円形SB００４床面１区SP０４７

N６７°W０．２７０．２７０．３９０．４４０．４９円形SB００４床面１区SP０４８
土器：C４（２）、
C５（１）

N７０°W０．２５０．３００．３００．４１０．４８楕円形SB００４床面１区SP０４９



表１６　いじま遺跡　ピット一覧（２）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形地　区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

土器：C４（２）、C５（２）―０．２００．３１０．４７０．５２０．５８円形SB００４床面１区SP０５０

土器：C５（２）―０．１２０．２００．２１０．２８０．３０円形SB００４床面１区SP０５１

土器：C４（１）N７５°E０．４１０．２２０．２９０．５４０．５５不整円形SB００４床面１区SP０５２

N１２°E０．３２０．３５０．５１０．４９０．５７円形SB００４床面１区SP０５３

土器：C４（７）、C５（６）。
石器：剥片（１）、
石錐（１）、石匙（１）、
RF（１）

N２４°W
深０．４０
浅０．２６

深０．５２
浅０．２５

深０．５１
浅０．３４

０．５９０．６３円形SB００４床面１区SP０５４

N５°E０．１４０．２２０．５１０．３５０．６４不定形SB００４床面１区SP０５５

〈SP６０
土器：C４（４）、C５（３）。
石器：剥片（２）

N６７°E０．３００．２００．２４０．５４０．５９不整円形SB００４床面１区SP０５６

―０．２１０．３３０．４２０．４７０．５２円形SB００４床面１区SP０５７

土器：C４（２）、
C５（１０）。石器：石核

（１）、UF（１）、切目石
錘（１）

N４２°E０．３１０．３２０．４５０．２１０．６１楕円形SB００４床面１区SP０５８

〈SF６

土器：早期（２）、
C４（２７）、C５（１０）、
底部（１）。石器：切目
石錘（１）

N６７°E０．２３０．４９１．１９０．５９１．４１不定形SB００４床面１区SP０５９

〉SP５６N７１°E０．４４０．１９０．１９（０．３２）０．３７円形SB００４床面１区SP０６０

表１７　いじま遺跡　配石・集石遺構一覧

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

長軸方位
土坑規模（�）

土　坑
平面形

検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N３３°E０．１７０．７８１．１９０．９８１．３８長楕円形Ⅱ層基底面D４１区SI００１

土器：C２（２）、
C４（１）、C５（８）、
底部（１）

N２６°E０．３９０．２８０．３７０．４９０．７６不定形Ⅱ層基底面D５・D６１区SI００２

土器：早期（２）、
C５（１１）

N５０°E０．１５０．４５０．４７０．５６０．８６不定形Ⅱ層基底面B７・C７１区SI００３

土器：早期（１）N３８°E０．３４０．６４０．７００．９３１．１６不定形Ⅲ層基底面E５１区SI００４

土器：早期（２）―０．３００．８５１．０６０．９６１．１６楕円形Ⅳ層基底面
J８・J９・
K８・K９

２区SI１００１

表１８　いじま遺跡　土坑一覧（１）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

〉SK２　〉SK３N７６°E０．０８０．４５０．５７０．４９０．５９楕円形Ⅱ層基底面D０４１区SK００１

〈SK１　〉SK３土器：C４（１）N２８．５°W０．１８０．２８０．３５０．４７０．６０楕円形Ⅱ層基底面D０４１区SK００２

〈SK１　〈SK２―０．１９０．３８０．３９０．４８（０．５０）円形Ⅱ層基底面D０４１区SK００３

―０．１９０．１８０．２００．３２０．３９楕円形Ⅱ層基底面D３･D４１区SK００４

N２０°E０．１００．２３０．３３０．２７０．３７楕円形Ⅱ層基底面E２･E３１区SK００５

〉SK７N４６°E０．１００．３１０．５９０．３９０．６７長楕円形Ⅱ層基底面E３･E４１区SK００６

〈SK６N７０°E０．１２０．３３―０．３３（０．７５）不明Ⅱ層基底面E３･E４１区SK００７

N６９°E０．０８０．２５０．３４０．３３０．４８長楕円形Ⅱ層基底面E０４１区SK００８

〉SK１０N５１．５°E０．１４０．８３１．２７０．９１１．４３不定形Ⅱ層基底面E４･E５１区SK００９

〈SK９土器：C２（１）N４３．５°E０．１００．５２１．０６（０．４８）１．１０長楕円形Ⅱ層基底面
E４･E５
･F４

１区SK０１０

N４４．５°E０．０７０．１９０．２３０．２８０．２９円形Ⅱ層基底面F０４１区SK０１１

〉SK１３N７３．５°E０．１８０．５３０．５５０．５７０．５７円形Ⅱ層基底面F０２１区SK０１２

〈SK１２N６３°W０．２５０．３９０．４７０．４９（０．５０）円形Ⅱ層基底面F２･G２１区SK０１３

N７０°E０．１００．１４０．２４０．３４０．４４楕円形Ⅱ層基底面E０４１区SK０１４



表１９　いじま遺跡　土坑一覧（２）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N４０°E０．１４０．３５０．５９０．４６０．６５楕円形Ⅱ層基底面E０４１区SK００１５
―０．０９０．３３０．３９０．４４０．４９円形Ⅱ層基底面E０４１区SK００１６

石器：RF（１）N°EⅡ層基底面F１･G１１区SK００１７
―０．１２０．３４０．４５０．４４０．４６円形Ⅱ層基底面E０５１区SK００１８

土器：C４（１）―０．１７０．４００．４４０．４４０．４６円形Ⅱ層基底面E０５１区SK００１９
N４２°W０．１９０．３７０．６２０．３９０．６２長楕円形Ⅱ層基底面E０６１区SK００２０

土器：C４（４）。
石器：剥片（１）

N４７°E０．２２０．４０（０．７０）０．４５０．８０長楕円形Ⅱ層基底面E０６１区SK００２１

―０．０７０．１００．１３０．１７０．２０円形TP１２底面F０２１区SK００２２
―０．１００．１００．１６０．１４０．２２長楕円形TP１２底面F０２１区SK００２３
―０．１３０．０４０．０５０．０９０．１０円形TP１２底面F０２１区SK００２４

土器：早期（１）、
C４（４）、C５（５）

N８９°E０．１７０．５６０．６８０．４６０．７４長楕円形Ⅱ層基底面B０７１区SK００２５

土器：C４（１５）、
C５（１０）、底部（２）

N°E
深０．２３
浅０．１５

０．４４０．６１０．４７０．７６不定形１区SK００２６

〉SK２８
〉SK２９

土器：C２（１）、
C４（２）、C５（１）。
石器：剥片（１）

―０．６６０．４４０．５５０．６２０．７７楕円形Ⅱ層基底面B７･C７１区SK００２７

〈SK２７
土器：C２（１）、
C４（２）、C５（１）

N７８°W０．３１０．２９０．４０（０．３６）０．５６長楕円形Ⅱ層基底面B０７１区SK００２８

〈SK２７
土器：早期（５）。
石器：スクレイ
パー（２）

N２４°W０．６８０．２７（０．５０）０．５００．５４円形Ⅱ層基底面B７･B７１区SK００２９

〉SB２
土器：C４（２）、
C５（４）

N６２°E０．１００．３１０．４５０．４２０．５０楕円形Ⅱ層基底面C０６１区SK００３０

〉SK３２土器：C５（１）N３８．５°E０．１８０．３５０．３７０．４３０．４６円形Ⅱ層基底面C０６１区SK００３１

〈SK３１

土器：C２（２）、
C５（２１）。石器：剥
片（１）、石鏃（１）、
切目石錘（２）

N３２°E０．２３０．４０（０．７０）０．４９（０．７８）長楕円形Ⅱ層基底面C０６１区SK００３２

欠番１区SK００３３

〈SK３５

土器：早期（２）、
C２（２）、C４（１９）、
C５（７）、底部（１）。
石器：石鏃（１）、
石錐（１）、スクレ
イパー（１）、打欠
石錘（２）、切目石
錘（４）

N２６°W０．６６０．６２０．８００．７６１．０４楕円形C０７１区SK００３４

〉SK３４
土器：C４（４）、
C５（６）。石器：剥
片（１）

N４０°E０．２８０．４１０．４５０．５１０．６１楕円形Ⅱ層基底面C０７１区SK００３５

〉SK３７
〉SR１

石器：剥片（１）N°E
深０．３０
浅０．１７

深０．１０
浅０．４０

深０．１８
浅０．７３

０．５１０．７５楕円形Ⅱ層基底面
C７･C８
･D７･D８

１区SK００３６

〈SK３６土器：C５（１）N５２°E０．２００．２７（０．３４）０．４２（０．５５）楕円形Ⅱ層基底面
C７･C８
･D７･D８

１区SK００３７

〈SK３９
〈SR１

土器：C４（１）N１０°W０．１６――０．４１（０．５５）楕円形Ⅱ層基底面D０７１区SK００３８

〉SK３８
土器：C５（３）。
石器：石鏃（１）

N７１°E０．３００．７００．８９（０．８３）１．０８楕円形Ⅱ層基底面D０７１区SK００３９

〉SK４１N°E０．１２０．２５０．３２０．２９０．３６楕円形Ⅱ層基底面D０６１区SK００４０

〈SK４０
土器：C１（１）、
C５（２）

N４９°E０．１３０．５５０．６７０．６０（０．７６）楕円形Ⅱ層基底面D０６１区SK００４１

―０．２１――――不明Ⅱ層基底面D０６１区SK００４２
N５０°E０．２１０．３１０．４８０．３５０．５４長楕円形Ⅱ層基底面D７･D８１区SK００４３

〈SB２N３５°E０．２４０．１７０．４８（０．４４）０．５７楕円形Ⅱ層基底面B０６１区SK００４４
N７°E０．１２０．３８０．４３０．４３０．４９楕円形Ⅱ層基底面D０８１区SK００４５

N２３°E
深０．３７
浅０．２５

深０．１０
浅０．５１

深０．２３
浅０．５４

（０．５６）０．７４楕円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００４６

土器：C２（１）、
C４（１）、C５（１０）。

N５０°E０．４１０．２１０．４６０．４５０．６６楕円形Ⅱ層基底面D０７１区SK００４７

土器：C４（２）、
C５（１４）。石器：剥
片（１）

N８１°W０．１１０．５５０．８１０．６３０．８８楕円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００４８



表２０　いじま遺跡　土坑一覧（３）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

〉SK５４

石器：破片（１）、
石錐（１）、スクレ
イパー（１）、UF

（２）

N８４°E０．３８０．３１０．７７０．５７１．０９不定形Ⅱ層基底面E０７１区SK００４９

欠番１区SK００５０
欠番１区SK００５１

N９°E０．２５０．２７０．３８０．６５０．６５円形Ⅱ層基底面D８･E８１区SK００５２
N２３°E０．１０．２５０．３８０．３７０．５２不定形Ⅱ層基底面D０８１区SK００５３

〈SK４９―０．３４０．２７（０．３５）０．３７（０．５６）長楕円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００５４
N４７°W０．１２０．０８０．２１０．１９０．３２長楕円形Ⅱ層基底面E０８１区SK００５５
N４５°E０．２８０．２５０．２７０．３２０．３６楕円形Ⅱ層基底面E０８１区SK００５６

―０．０８０．２２０．２６０．２７０．２７円形Ⅱ層基底面E０８１区SK００５７
N４９°W０．２００．５４０．７００．６３０．７３円形Ⅱ層基底面E０９１区SK００５８

N８７°E０．１４０．４６０．５４０．５４０．６４円形Ⅱ層基底面
F０７･
F０８

１区SK００５９

N８４°E０．１８０．５２０．７００．７８０．９０円形Ⅱ層基底面F０８１区SK００６０
土器：早期（４）、
C１（２）、C２（１）、
C４（２）、C５（３）。
石器：切目石錘（１）

N１４°E０．３７０．６３０．７８０．９８１．２９楕円形Ⅱ層基底面F０８１区SK００６１

土器：C１（１）N５０°E０．４００．７８０．９８０．６６０．８６不定形Ⅱ層基底面F０８１区SK００６２
石器：切目石錘（１）N６１．５°E０．１７０．１７０．２４０．３００．３７楕円形Ⅱ層基底面F０８１区SK００６３
土器：早期（４）、
C２（２）、C５（９）。
石器：石鏃未製品

（１）、磨石類（１）

N４７°E０．１２０．３１０．４３０．３６０．５２楕円形Ⅱ層基底面F０８１区SK００６４

土器：早期（５）、
C２（２）、C５（９）。
石器：石鏃未製品

（１）、磨石類（１）

N１４°W０．３６０．７４０．８０１．０２１．１９楕円形Ⅱ層基底面
F０８･
F０９

１区SK００６５

〉SK６７N６４．５°W０．１７０．２８０．３２１．４３１．５３楕円形Ⅱ層基底面F０９１区SK００６６
〈SK６６N８７°E０．２００．３４（０．３９）０．４６（０．４８）円形Ⅱ層基底面F０９１区SK００６７

土器：C４（１）、
C５（１）

N２１°W０．２７０．７３０．９００．９３１．０２不整円形Ⅱ層基底面F０９１区SK００６８

土器：C４（４）、C５
（１）、その他（１）

―０．２２――０．６４（０．９０）不明Ⅱ層基底面
F０９･
G０９

１区SK００６９

〉SK７１―０．１１０．３３０．６１０．３９０．６７長楕円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００７０
〈SK７０
〉SK７３

―０．２８０．７４０．７６０．７６０．８１不整円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００７１

〉SK７３土器：C５（１）―０．３１０．４００．４９０．６５０．６７円形Ⅱ層基底面
E０７･
F０７

１区SK００７２

〈SK７１，７２N７２．５°W０．２２０．３７（０．５４）０．４５（０．５０）円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００７３
N７８°E０．１４０．５５０．７００．６１０．９２長楕円形Ⅱ層基底面E０７１区SK００７４

土器：C５（１）N８５°W０．２２０．４４０．６００．５１０．６６楕円形Ⅱ層基底面F０８１区SK００７５
N４１°E０．１５０．３３０．３６０．４６０．４６円形Ⅱ層基底面F０７１区SK００７６
N２６°E０．５２０．３２０．４６０．５１０．５４円形Ⅱ層基底面D０５１区SK００７７
N３５°W０．０８０．２６（０．５１）０．３８（０．５５）楕円形Ⅲ層基底面E０３１区SK００７８

〉SK８１N７６°W０．０７（０．５０）―０．５１（０．８０）不明Ⅲ層基底面
D０３･
E０３

１区SK００７９

〉SK８１N５３°E
深０．２８
浅０．１１

深０．３８
浅０．１５

深０．４０
浅０．３０

０．４８０．５４楕円形Ⅲ層基底面E０３１区SK００８０

〈SK７９，８０―０．１１０．５１０．５４０．４４０．５５楕円形Ⅲ層基底面E０３１区SK００８１

N６°W０．０８０．３２０．４８０．４２０．５５楕円形Ⅲ層基底面
E０３･
E０４

１区SK００８２

〉SK８４N３°E０．１５０．２３０．２６０．３８０．４５楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK００８３
〈SK８３N６４°W０．１６０．５００．８３０．６３０．９８長楕円形Ⅲ層基底面E０３１区SK００８４
〉SK８６，SK８７土器：C５（２）N７６°E０．３１０．７００．９９１．１０１．３１楕円形Ⅲ層基底面E０３１区SK００８５

〈SK８５，
〉SK８７

N７５°W０．２２０．７０（０．９８）０．８８１．１０楕円形Ⅲ層基底面E０３１区SK００８６

〈SK８５，SK８６土器：C５（２）―０．１４――０．７６０．８７不明Ⅲ層基底面E０３１区SK００８７
土器：C５（１）。
石器：RF（１）

N２１°E０．２８０．４６０．７２０．８１１．１６楕円形Ⅲ層基底面
E０３･
E０４

１区SK００８８



表２１　いじま遺跡　土坑一覧（４）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

土器：C５（１）N７５°E０．２６０．５５１．０５０．７７１．６３長楕円形Ⅲ層基底面
F０３･
F０４　

１区SK００８９

N１１°E０．２４０．２２０．３５０．３８０．４９楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK００９０
N８９．５°W０．１２０．１８０．１８０．１８０．２０円形Ⅲ層基底面F０４１区SK００９１
N４９°E０．１２０．１４０．１７０．２６０．２７円形Ⅲ層基底面F０４１区SK００９２
N９°E０．３７０．４６１．４９０．８２１．６５長楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK００９３
N５１°W０．０８０．４４０．４７０．４７０．５５楕円形Ⅲ層基底面F０５１区SK００９４
N４２°W０．１９０．１２０．１４０．２４０．２５円形Ⅲ層基底面D０４１区SK００９５

〈SK３０．２２０．１６０．２７０．４８０．４８円形Ⅲ層基底面D０４１区SK００９６
N２２°W０．２２０．１７０．３１０．５００．７４楕円形Ⅲ層基底面D０４１区SK００９７

N４５°E０．１００．３６０．６４０．４００．６９長楕円形Ⅲ層基底面
D０４･
E０４　

１区SK００９８

N８４°E０．１８０．１５０．２３０．３５０．３５円形Ⅲ層基底面E０４１区SK００９９
N１１°E０．１６（０．１７）０．３３０．２６（０．３６）楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK０１００

N３３°E０．３４０．２４０．２４０．４３０．５３楕円形Ⅲ層基底面
D０４･
D０５　

１区SK０１０１

０．１４０．１４０．１６０．２１０．２９楕円形Ⅲ層基底面
D０４･
D０５　

１区SK０１０２

N２４°W０．１５０．１７０．２００．２００．３０長楕円形Ⅲ層基底面D０５１区SK０１０３
N４５°E０．２００．１１０．１２０．２１０．２４円形Ⅲ層基底面D０５１区SK０１０４

―０．０８０．１４０．１４０．２１０．２５楕円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１０５
N２６°E０．２００．０７０．０９０．２７０．２８不整円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１０６
N２５°E０．２４０．１４０．２３０．３２０．３５不整円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１０７
N５８°W０．２４０．０８０．１１０．２１０．２７楕円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１０８
N２９°E０．１８０．０７０．０８０．３２０．４５楕円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１０９
N４７°E０．１２０．２２０．３３０．２６０．３３楕円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１１０
N５２°E０．０８０．１３０．１７０．３１０．３８楕円形Ⅲ層基底面D０４１区SK０１１１

〉SK１１３N７°W０．１９０．２１０．３５０．４００．４９楕円形Ⅲ層基底面
D０４･
E０４　

１区SK０１１２

〈SK１１２N７２°E０．１１（０．１５）０．５３０．２５０．５５不定形Ⅲ層基底面
D０４･
E０４　

１区SK０１１３

土器：C４（１）N６２°E０．２３０．２２０．２６０．３４０．３７不整円形Ⅲ層基底面D０５１区SK０１１４
N１４°E０．１８０．２００．２４０．３６０．４６楕円形Ⅲ層基底面D０５１区SK０１１５

土器：C５（１）N４２°E０．１９０．１７０．４４０．３３０．６１不定形Ⅲ層基底面E０５１区SK０１１６
N１９°E０．２４０．３５０．２２０．４２０．４４円形Ⅲ層基底面E０５１区SK０１１７

〉SK１１８･１２１N３８°E０．２６０．２７０．３６０．４２０．６６長楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK０１１８
〈SK１１８，
〉SK１２０･１２１

N８５°W０．２００．３８０．４４（０．５３）０．６２楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK０１１９

〈SK１１９N８５°W０．１４――（０．５０）０．７２不明Ⅲ層基底面E０４１区SK０１２０
―０．１８０．８１１．０７（０．８８）１．１５楕円形Ⅲ層基底面E０４１区SK０１２１

N２５°W０．０８０．２００．２５０．２４０．３１楕円形Ⅲ層基底面E０５１区SK０１２２
N０°E０．０８０．１３０．１３０．２２０．２８楕円形Ⅲ層基底面E０５１区SK０１２３

土器：早期（３）、
C１（１）、C４（１１）、
C５（１９）。石器：剥
片（１）、石鏃（１）

N３９°E０．３２０．２８０．７５０．６６１．２９長楕円形Ⅲ層基底面F０７１区SK０１２４

N２５°W０．１１０．１３０．１７０．２００．２２円形Ⅲ層基底面C０６１区SK０１２５
N４２°E０．０８０．１８０．２５０．２３０．３２楕円形Ⅲ層基底面D０５１区SK０１２６

―０．１４０．１５０．１９０．２６０．３１楕円形Ⅲ層基底面
D０５･
D０６　

１区SK０１２７

土器：C５（２）N８１°W０．０６０．２９０．３４０．３３０．３９楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１２８
〈試掘坑（TP６）―０．１０――０．２１―不明Ⅲ層基底面D０６１区SK０１２９

土器：C５（４）。
石器：剥片（１）、
UF（１）

―０．１８０．１７―０．２５―不明Ⅲ層基底面D０６１区SK０１３０

N４３°E０．０７０．１５０．１６０．１８０．２１楕円形Ⅲ層基底面C０６１区SK０１３１

土器：C４（６）、
C５（８）、底部（１）。
石器：スクレイ
パー（１）

N４１°E０．４４０．２３０．３１０．５９０．６８不整円形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１３２

土器：C５（２）。石
器：切目石錘（２）

N８２°E０．０８０．１８０．３００．２５０．３７楕円形Ⅲ層基底面C０６１区SK０１３３



表２２　いじま遺跡　土坑一覧（５）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N２６°E０．０８０．１６０．２７０．３２０．３７不整円形Ⅲ層基底面
C０６･
D０６　

１区SK０１３４

〉SK１３６
土器：C２（１）、
C４（５）、C５（７）

N４°W０．３３０．４８０．６００．７６０．９８楕円形Ⅲ層基底面C０６１区SK０１３５

〈SK１３５N３５°E０．１００．１９０．３２０．２７（０．３５）不明Ⅲ層基底面C０６１区SK０１３６
土器：C５（１）N１９°E０．０７０．２６０．４３０．３００．５０長楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１３７

N２２°E０．０５０．２３０．３３０．３２０．３９楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１３８
土器：C５（２）N５２°E０．１００．１２０．１９０．３４０．４４楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１３９

〉SK１４１N６９°W０．１４０．０８０．１８０．２６０．３６不定形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１４０
〈SK１４０N８１°E０．１６０．１００．２００．３００．５０長楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１４１

〉SK１４３
土器：C４（３）、
C５（５）。石器：剥
片（１）

N１５°W０．２７０．１８０．１８０．３４０．６５長楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１４２

〈SK１４２土器：C５（１）N７６°E０．１００．１９０．２００．２３（０．４０）長楕円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１４３
〉SK１４５土器：C５（１）N９°E０．２３０．１５０．１６０．２９０．３４円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１４４

〈SK１４４，
〉SK１４６

土器：C５（１）、そ
の 他（２）。石 器：
剥片（１）、RF（１）

N２９°W０．２３０．４０１．１００．６７１．２７長楕円形Ⅲ層基底面
D０６･
D０７　

１区SK０１４５

〈SK１４５N４３°W
深０．２８
浅０．１５

深０．２３
浅０．２３

深
（０．６２）
浅０．２７

０．３６（０．７０）不定形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１４６

土器：C４（５）、
C５（２）。石器：剥
片（１）

N３３°E０．２２０．５８０．１８０．８８１．１１楕円形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１４７

N３９°W０．１６０．１７０．２４０．３４０．４６楕円形Ⅲ層基底面B０７１区SK０１４８
N４０°W０．３４０．３２０．４３０．４７０．５０不整円形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１４９

〉SK１６３
土器：早期（１）、
C４（１）。石器：UF

（１）
N５６°W０．５００．３２０．３６０．５８０．６９不定形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１５０

〈SK１５６N９°E０．２００．２１０．２３（０．３５）０．５０楕円形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１５１
土器：C４（８）、C５

（３）。石器：剥片（２）、
スクレイパー（２）

N７０°E０．２００．１５０．９７０．８２１．０９楕円形Ⅲ層基底面D０７１区SK０１５２

N２９°W０．２１０．２３０．２３０．４２０．４３不整円形Ⅲ層基底面D０７１区SK０１５３
土器：C５（１）N６３°E０．０９０．１７０．２００．２５０．２５円形Ⅲ層基底面D０７１区SK０１５４

〉SR６土器：C４（３）―０．１２０．１３０．１５０．３７０．４３楕円形Ⅲ層基底面
D０６･
D０７　

１区SK０１５５

〉SK１５１石器：石棒（１）N２９°E０．２００．９００．９８１．０９１．２０円形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１５６

土器：早期（１）、
C１（１）、C４（３）、
C５（９）、底部（３）。
石器：剥片（２）、
ヘラ状石器（１）、
UF（２）、切目石
錘（２）

N１６°E０．３４０．５７０．５９０．７３０．９０楕円形Ⅲ層基底面D０７１区SK０１５７

土器：C４（２）、
C５（６）。石器：剥
片（３）、石鏃（１）

N４３°W０．１６０．６８（０．９５）０．８６１．０７楕円形Ⅲ層基底面E０７１区SK０１５８

土器：C４（２）、
C５（３）

N６３°E０．２１０．１４０．１６０．２４０．３０楕円形Ⅲ層基底面B０６１区SK０１５９

土器：C３（８）、
C４（１）、C５（４）。
石器：磨斧（１）

N８９°W０．２８０．１３０．１６０．２５０．３０楕円形Ⅲ層基底面B０７１区SK０１６０

N６８°E０．１４０．１３０．２２０．２９０．３８楕円形Ⅲ層基底面B０７１区SK０１６１
土器：C４（１）、
C５（１）

N２１°E０．１９０．２６０．３４０．３５０．４０楕円形Ⅲ層基底面B０７１区SK０１６２

〈SK１５０N８６°W０．２６０．６０（０．６６）０．７０（０．７９）不整円形Ⅲ層基底面C０７１区SK０１６３
〈SK１６５N４４°E０．４７――（０．６５）（０．９０）不明Ⅲ層基底面B０６１区SK０１６４

〉SK１６４土器：C４（１）―０．２７（０．４６）０．６２（０．５５）１．０４長楕円形Ⅲ層基底面
B０６･
B０７　

１区SK０１６５

土器：C４（１）N３５°E０．１３０．３００．４１０．３５０．４８楕円形Ⅲ層基底面A０７１区SK０１６６
土器：C４（１）N５８°E０．３００．４４０．６１０．６４０．８２楕円形Ⅲ層基底面E０７１区SK０１６７



表２３　いじま遺跡　土坑一覧（６）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

土器：C１（２）、
C２（２）、C４（２）、
C５（７）

―０．２４０．４００．４４０．６１０．６２円形Ⅲ層基底面B０７１区SK０１６８

土器：C５（２）―０．１７０．２３０．２４０．３４０．３８円形Ⅲ層基底面D０６１区SK０１６９
N８１°W０．２１０．３６０．４６０．５００．６２楕円形Ⅲ層基底面F０７１区SK０１７０

―０．０４０．０２０．０２０．０６０．０９不定形C０６１区SK０１７１
―０．１４０．５３０．８５０．７００．９５不定形F０９１区SK０１７２

〉SK１００２土器：C４（１）N６°W０．１２０．４００．４５０．４３０．５５楕円形Ⅳ層基底面J０８２区SK１００１
〈SK１００１土器：C４（１）N３７°W０．２００．３３０．６２０．４４０．６４楕円形Ⅳ層基底面J０８２区SK１００２

―０．６２０．３３０．４２０．５３０．５５円形Ⅳ層基底面J０８２区SK１００３
〉SK１００５，
SK１００７

N７０°W０．１６０．６２０．７００．６９０．８１楕円形Ⅳ層基底面J０９２区SK１００４

〈SK１００４N３°W０．２２―――１．５５不明Ⅳ層基底面J０９２区SK１００５

〉SK１００９―０．１３０．５６０．７５０．６６０．８０楕円形Ⅳ層基底面
J０９･
J１０　

２区SK１００６

〈SK１００４，
SK１００６

N３０°W０．１８０．６６０．７４０．６９０．８７楕円形Ⅳ層基底面２区SK１００７

〉SK１００９―０．１３０．４６０．５００．５３０．５６円形Ⅳ層基底面J１０２区SK１００８
〈SK１００８N６０°E０．１５０．５２０．７１０．６２０．８９楕円形Ⅳ層基底面J１０２区SK１００９

N８４°W０．４２０．４７０．５００．５００．５９不定形Ⅳ層基底面J０８２区SK１０１０
土器：C４（５）、
C５（３）

N４２°E０．１１０．３８０．４８０．４８０．５３円形Ⅳ層基底面K１０２区SK１０１１

N４８°W０．１８０．３４０．３８０．３８０．４１円形Ⅳ層基底面
K０９･
K１０　

２区SK１０１２

N６５°E０．１６０．３３０．４４０．４６０．５６不定形Ⅳ層基底面L０９２区SK１０１３
欠番２区SK１０１４

N７２°E０．１５０．２３０．２８０．３３０．４１不定形Ⅳ層基底面L０９２区SK１０１５
欠番２区SK１０１６
欠番２区SK１０１７
欠番２区SK１０１８

―０．１００．０６０．０６０．１２０．１８長楕円形K１０２区SK１０１９

表２４　いじま遺跡　立石遺構一覧

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物
（　）内は点数

長軸方位
土抗規模（�）

土抗
平面形

検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

土器：C５（２）N２９°E０．４６０．７９１．０８０．９１１．３８楕円形Ⅱ層基底面D７・D８１区SR００１
土器：C５（１）―０．１７０．４７０．５４０．５２０．５９円形Ⅱ層基底面D７１区SR００２
土器：早期（２）、
C５（２）

N７７°E０．３００．５７０．７９０．７９０．９０不整形Ⅱ層基底面F８１区SR００３

N２９°E０．４００．３８０．８００．５６０．９２楕円形Ⅱ層基底面G９１区SR００４
N１９°E０．２２０．２９０．３８０．５８０．６７円形Ⅱ層基底面E８・F８１区SR００５

土器：早期（３）、
C２（１）、C４（７）、
C５（９）、底部（１）。
石器：剥片（３）、
切目石錘（１）

N２７°E０．３５０．７９０．８９０．７３０．９９楕円形Ⅲ層基底面D６１区SR００６

土器：C５（２）。
石器：UF（１）

N３８°E０．１６０．２６０．３３０．３３０．４３楕円形Ⅲ層基底面C７１区SR００７



表２５　いじま遺跡土器観察表（１）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

SB００１出土土器に同一個
体有り

１５１６
橙色 / にぶい橙色 /
にぶい橙色

粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００１A３８４５-７４１

外面炭化物付着１４１６
橙色 / 灰褐色 / 灰褐
色

密　砂粒多い　
石英含む

縄文（RL）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００１B００８４他２

外面炭化物付着１５１６
黒褐色 / 赤褐色 / 褐
灰色

密　砂粒少ない縄文（羽状 RL・LR）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器③SB００２B０４４８３

１５１６
黒褐色 / にぶい赤褐
色 / にぶい赤褐色

密　砂粒少ない縄文（不明）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器④SB００２B０４４９他４

１５１６
褐色 / 明褐色 / 黒褐
色

密　砂粒少ない
石英含む

刺突（竹管）ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器SB００２B０４４７５

１５１６
橙色 / 明褐色 / 明褐
色

密　砂粒少ない
石英含む

ナデ / ナデ早期底部深鉢縄文土器SB００２B０４４４-４６

１５１６
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰色

粗　砂粒多い　
沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器②SB００２B０１８４-２７

SB００２出土土器に同一個
体有り。１０と同一個体の
可能性有り。

１５１６
にぶい橙色 / 橙色 /
褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器①SB００２A０７８９８

１５１６
明褐色 / 明赤褐色褐
色 / にぶい黄橙色

粗　砂粒多い
長石　石英　雲
母含む

条線　沈線（棒状工
具）

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器①SB００２B０２４５９

７と同一個体か？１５１６
橙色 / 褐灰色 / 明褐
色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯　刺突（棒状工
具）平行沈線

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器①SB００２B０２８９１０

SB００２出土土器に同一個
体有り

１５１６
明赤褐色 / にぶい黄
橙色 / にぶい黄橙色

粗　砂粒多い
長石　石英　雲
母含む

刺突（竹管）
沈線（棒状工具）
条線

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器①SB００２A１４７９他１１

SB００３部分の試掘坑から
出土。出土状況からSB００３
出土と判断した。

１５１６
にぶい褐色 / にぶい
橙色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
長石　石英含む

押し引き
そうめん状隆帯

ナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器SB００３０１IJ１-３４１２

１５１６
にぶい黄橙色 / 橙色
/ にぶい黄橙色

密　砂粒多い
石英含む

縄文（LR）
隆帯　沈線

ナデ / ナデC４頸部深鉢縄文土器SB００３B０１６５-３１３

１５・１６と同一個体１５１６黒褐色 / 褐色 / 褐色
密　砂粒少ない
　

縄文（結節） 　ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器SB００３B０５２０１４

１４・１６と同一個体１５１６
黒褐色 / 黒褐色 / 黒
褐色

密　砂粒少ない
　

縄文（羽状 RL・LR）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器SB００３B０５２０-５１５

１４・１５と同一個体１５１６
黒褐色 / 黒褐色 / 黒
褐色

密　砂粒少ない
　

縄文（羽状）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器SB００３A３６９０１６

１５１６
褐色 / にぶい黄橙色
/ 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
爪形文

ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器①SB００３B０２２１１７

外面炭化物付着１５１６
橙色 / 灰黄褐色 / 灰
黄褐色

密　砂粒多い
石英含む

沈線　刺突ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器④SB００３B０５０４１８

SB００３出土土器に同一個
体有り

１５１６
橙色 / 灰黄褐色 / 褐
色

密　砂粒多い
石英含む

ナデ / ナデ早期底部深鉢縄文土器②SB００３A０４９９１９

１６１６
にぶい赤褐色 / にぶ
い赤褐色 / 褐灰色

密　砂粒多いナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器②SB００４B１５７６２０

１６１６
橙色 / にぶい橙色 /
にぶい赤褐色

粗　砂粒少ない押型文（山形文）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器SB００４B１０７５他２１

１６１６
橙色 / 暗赤褐色 / に
ぶい橙色

粗　砂粒少ない押型文（山形文）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器SB００４B０７７７２２

１６１６
明黄色 / にぶい黄橙
色 / にぶい黄橙色

密　砂粒多い　縄文　コンパス文ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器②SB００４B２７７５-４２３

１６１６
明赤褐色 / 灰赤色 /
褐灰色

密　砂粒少ない
　

平行沈線　コンパス
文　撚糸文

ナデ / ナデC１胴部深鉢縄文土器①SB００４B２７２５２４

外面炭化物付着１６１６
にぶい赤褐色 / 灰褐
色 / 褐灰色

密　砂粒多い　
押し引き
沈線　隆帯

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器④SB００４B０７３５２５

１６１６
褐灰色 / 黒色 / 灰褐
色

粗　砂粒多い　
押し引き
ソーメン状隆帯

ナデ / ナデC２
口縁部
上段

深鉢縄文土器①SB００４B２５９９２６

１６１６
にぶい褐色 / にぶい
黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒多い　
石英・雲母含む

C 字形爪形文
沈線（棒状工具）
そうめん状隆帯
縄文（RL）

ナデ / ナデC２
口縁部
下段

深鉢縄文土器SB００４B１８３１２７

１６１６
にぶい褐色 / 褐灰色
/ 灰色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
隆帯　縄文（RL）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器SB００４B２４１３他２８

１６１６
橙色 / 褐灰色 / にぶ
い橙色

密　砂粒多い
長石・雲母含む

沈線　隆帯　縄文
（RL）

ナデ / ナデC３
口縁部
下段

深鉢縄文土器①SB００４B０７８２２９

１６１６
にぶい橙色 / 浅黄橙
色 / 褐灰色

密　砂粒多い　沈線　刺突ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器②SB００４B１１７６-１他３０

外面炭化物付着。SB００４
出土土器に同一個体有り

１６１７
にぶい黄橙色 / にぶ
い橙色 / 褐灰色

密　砂粒多い　
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器SB００４A３９５５他３１

１２１７
灰黄褐色 / 褐灰色 /
褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC３
口縁部
～胴部

深鉢縄文土器SB００４B２２８１他３２



表２６　いじま遺跡土器観察表（２）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

１３１７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰白色

粗　砂粒少ない
石英・長石含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具・
板状工具）　隆帯　
キザミ

ナデ / ナデC３
口縁～
頸部

深鉢縄文土器SB００４B０７３１他３３

１６１７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黒褐色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
隆帯　

ナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器SB００４B１６７０他３４

SB００４出土土器に同一個
体有り

１６１７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
隆帯　

ナデ / ナデC３
口縁部

（把手）
深鉢縄文土器SB００４０１IJ２-２３５

孔有り、SB００４出土土器
に同一個体有り

１６１７
にぶい赤褐色 / にぶ
い橙色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない隆帯　キザミナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器SB００４B０５８８３６

外面炭化物付着１７１７
黒褐色 / 灰黄褐色 /
褐灰色

密　砂粒多い
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
刺突

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B２１３６３７

外面炭化物付着１７１７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B２７６０３８

SB００４出土土器に同一個
体有り

１７１７
にぶい黄橙色 / 灰色
/ オリーブ黒色

粗　砂粒多い　
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４A２３１４３９

１７１７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B１５３４４０

外面炭化物付着１７１７
にぶい黄橙色 / 灰黄
色 / 灰色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
隆帯（貼付）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B２０４９４１

外面炭化物付着１６１８
灰黄褐色 / 灰黄褐色
/ 褐灰色

密　砂粒少ない
長石含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
縄文（LR）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B２２９０４２

内外面炭化物付着１２１８
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
縄文（RL）　隆帯

ナデ / ナデC４
口縁部
～胴部

深鉢縄文土器SB００４B２２６６他４３

１７１８
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
長石含む

沈線（棒状工具）
刺突（竹管か縄文か？）
縄文（LR）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B１７１３４４

１７１８
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / 暗灰色

粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（竹管）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器①SB００４B１９５３他４５

１７１８
にぶい黄褐色 / 橙色
/ にぶい褐色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B１３６５４６

外面炭化物付着１７１８
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / にぶい黄橙
色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B２０５６４７

外面炭化物付着　４９と同
一個体　孔有り

１３１８
にぶい赤褐色 / にぶ
い赤褐色 / にぶい赤
褐色

密　砂粒少ない
長石含む

隆帯　縄文（RL）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器④SB００４B０６１１他４８

外面炭化物付着　４８と同
一個体

１３１８
にぶい赤褐色 / にぶ
い赤褐色 / にぶい赤
褐色

密　砂粒少ない
長石含む

隆帯　縄文（RL）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器④SB００４B２６２３他４９

底部外面に網代痕　外面
炭化物付着

１３１８
明赤褐色 / 明赤褐色
/ 明赤褐色

密　砂粒少ない
沈線（棒状工具）
隆帯　刺突（竹管）
縄文（RL）

ナデ / ナデC４
底部～
胴部

深鉢縄文土器SB００４B１５３０他５０

１７１８
灰褐色 / にぶい橙色
/ 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４
口縁部
・胴部

深鉢縄文土器SB００４B２５５３他５１

SB００４出土土器に同一個
体有り

１７１８
灰黄褐色 / にぶい黄
橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４A００２７-８５２

外面炭化物付着１７１８
にぶい褐色 / 灰白色
/ 暗灰色

粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器④SB００４B７３７-１他５３

外面炭化物付着１７１９橙色 / 橙色 / 橙色
粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　隆帯

ナデ / ナデC４
口縁～
頸部

深鉢縄文土器SB００４B２２８８他５４

SB００４出土土器に同一個
体有り　外面に炭化物付
着

１７１９
にぶい橙色 / 橙色 /
橙色

密　砂粒少ない
石英・長石含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器④SB００４０１IJ２-１他５５

外面炭化物付着１７１９
灰褐色 / 橙色 / 褐灰
色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
隆帯　刺突（竹管）

ナデ / ナデC４
口縁～
頸部

深鉢縄文土器SB００４B２１０１他５６

外面炭化物付着１８１９
明赤褐色 / 橙色 / に
ぶい橙色

密　砂粒多い沈線　縄文（RL）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器④SB００４B２４５６５７

外面炭化物付着１８１９
にぶい黄橙色 / 浅黄
橙色

密　砂粒少ない沈線　刺突　条線ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器②SB００４B２８１８他５８

外面炭化物付着１８１９
にぶい褐色 / にぶい
黄橙色 / 黄灰色

密　砂粒多い
石英・長石含む

沈線（棒状工具）
刺突（竹管）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４０１IJ２-５５９

１８１９
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / オリーブ
黒色

密　砂粒多い
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
条線

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SB００４B１３８２他６０



表２７　いじま遺跡土器観察表（３）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

外面一部炭化物付着１８１９
にぶい褐色 / にぶい
赤褐色 / 灰褐色

密　砂粒多い　
沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）

ナデ / ナデC４
口縁
部？

深鉢縄文土器④SB００４B２６９５-６他６１

SB００４出土土器に同一個
体有り　外面炭化物付着

１８１９
灰黄褐色 / 灰褐色 /
褐色灰

粗　砂粒多い
長石含む

刺突（棒状工具）
沈線（竹管）
縄文（LR）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器TP ７０１IJ２-６６２

SB００４出土土器に同一個
体有り。　

１８１９
にぶい黄橙色 / にぶ
い橙色 / 褐灰色

粗　砂粒多い
雲母含む

沈線（棒状工具）
条線

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅡD０７A１７５０６３

橋状把手１８１９
にぶい褐色 / にぶい
黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B１１７０６４

外面炭化物付着１８１９
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰色

密　砂粒多い
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器④SB００４B２６９１６５

内面炭化物付着１８１９
橙色 / 灰黄褐色 / に
ぶい橙色

密　砂粒少ない
石英・長石含む

縄文（LR）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B０７３７-２他６６

１８１９
黒褐色 / 褐色 / 灰褐
色

密　砂粒少ない
沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
条線

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B１３７４６７

１８１９
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / 灰褐色

密　砂粒少ない
石英・長石含む

沈線（棒状工具）
条線

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B１２９２-２６８

外面炭化物付着１８１９
灰褐色 / にぶい黄橙
色 / 灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（竹管）　 条線

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器②③SB００４B１４３８他６９

SB００４出土土器に同一個
体有り

１８１９
にぶい褐色 / にぶい
黄橙色 / 暗灰色

密　砂粒少ない
沈線（棒状工具）
刺突（竹管）　 隆帯

ナデ / ナデC４頸部深鉢縄文土器SB００４A３６３７他７０

１８１９
褐灰 / にぶい黄橙色
/ 褐灰

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
縄文（？）

ナデ / ナデC４
橋状把

手
深鉢縄文土器SB００４B２２６６-４８７１

SB００４出土土器に同一個
体有り　外面炭化物付着

１９１９橙色 / 橙色 / 橙色 /
密　砂粒多い
石英・雲母含む

縄文（RL）
コンパス文

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４A４２２７-２７２

外面炭化物付着１９１９
にぶい橙色 / 橙色 /
橙色

密　砂粒少ない
石英含む

縄文（LR）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B２３５４他７３

１８１９
にぶい黄橙色にぶい
黄橙色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
石英含む

縄文（LR）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B２４０２-２他７４

外面炭化物付着１９２０
灰黄褐色 / 褐灰 / 褐
灰色

粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B２５４７-７他７５

外面炭化物付着１９２０
橙色 / 橙色 / にぶい
黄橙色

密　砂粒多い
石英含む

縄文（LR）　沈線
（棒状工具）　刺突
（棒状工具）　隆帯

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００４B０６０４-２他７６

炭化物付着２０２０
灰黄褐色 / 褐灰色 /
黒褐色

密　砂粒多い
隆帯　沈線（棒状工
具）

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器④SB００４B２４３６他７７

１９２０
にぶい褐色 / にぶい
橙色 / 褐灰色

粗　砂粒少ない縄文（LR）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器②SB００４B２０４８-２７８

内外面炭化物付着１２２０
にぶい赤褐色 / にぶ
い褐色 / 橙色

粗　砂粒多い
長石・石英・雲
母含む

縄文（L）ナデ / ナデC５

口縁部、
胴部、
底部の
一部欠

損

深鉢縄文土器②SB００４B２０７７７９

外面炭化物付着 同一個体
と思われる胴部片には沈
線が施されている

１９２１
にぶい黄橙色 / にぶ
い橙色 / 褐灰色

密　砂粒多い
石英含む

無文ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器①SB００４B２６５７他８０

SB００４出土土器に同一個
体有り

１９２１
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰色

密　砂粒少ない隆帯　平行沈線ナデ / ナデC６口縁部深鉢縄文土器SB００４A４５４８８１

内面一部炭化物付着１４２１
橙色 / にぶい褐色 /
にぶい褐色

密　砂粒少ない
長石・石英含む

隆帯　平行沈線
爪形文　縄文（LR ？）

ナデ / ナデC６
口縁部
・胴部
・底部

台付鉢縄文土器SB００４A３８２９他８２

内面炭化物付着 　孔有り
（５ヵ所）

１２２１
にぶい黄橙色 / 灰黄
褐色 / 褐灰色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデ底部脚台深鉢縄文土器SB００４B１７６０他８３

孔有り２０２１
にぶい黄橙色 / 橙色
/ 橙色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデ底部脚台深鉢縄文土器SB００４BB０５９３８４

孔有り２０２１橙色 / 橙色 / 橙色
密　砂粒多い
石英含む

－ナデ / ナデ底部脚台深鉢縄文土器SB００４B１０４３他８５

平底１２２１
明黄褐色 / 橙色 / 褐
灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　

ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器SB００４B２５７２- 他８６

平底　SB００４出土土器に
同一個体有り

２０２１
明赤褐色 / にぶい橙
色 / 橙色

密　砂粒少ない
長石・石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（RL）　

ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器SB００４A１７９１８７

平底１２２１
にぶい赤褐色 / にぶ
い橙色 / 灰褐色

密　砂粒少ない縄文（LR）　ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器SB００４１９６３他８８

平底２０２１
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / 灰色

密　砂粒多い
長石・石英含む

？ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器④SB００４B０７９５８９

１３２２橙色 / 橙色 / 灰黄色
密　砂粒少ない
石英含む

縄文（LR）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４
底部．
胴部

深鉢縄文土器③SB００４B１３３９９０



表２８　いじま遺跡土器観察表（４）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

１９２２
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / 灰色

密　砂粒少ない縄文（RL）ナデ / ナデ--
土製   
円盤

縄文土器SB００４B１１６３９１

外面炭化物付着２０２２
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / オリーブ黒
色

密　砂粒多い
長石・石英含む

隆帯　条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器
SB００４＊
SF００６

B２９６６９２

外面炭化物付着２０２２
灰褐色 / にぶい黄橙
色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
隆帯　沈線（棒状工
具）　刺突（棒状工具）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器
SB００４*    
SP０４４

B２９３２９３

１７２２橙色 / 橙色 / 橙色
密　砂粒少ない
石英含む

縄文（RL）　沈線ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器
SB００４*   
SP０５６

B２８６５９４

２０２２橙色 / 橙色 / 黄灰色
密　砂粒少ない
石英含む

縄文（RL）ナデ / ナデC４？胴部深鉢縄文土器
SB００４*  
SP０５４

B２８９５９５

２０２２
黒褐色 / にぶい黄橙
色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（竹管）
撚糸文

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器
SB００４*  
SP０５４

B２８５５９６

外面炭化物付着２０２２
にぶい褐色 / にぶい
橙色 / にぶい橙色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器
SB００４*  
SP０５４

B２８６３９７

１４２２
にぶい橙色 / 橙色 /
にぶい黄橙色

密　砂粒多い
長石・石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　

ナデ / ナデC４
口縁部
～胴部

深鉢縄文土器
SB００５*  
SF００５

B２９４６-８他９８

１５２２
褐色 / 橙色 / にぶい
褐色

密　砂粒少ない
刺突（棒状工具）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器SB００５B１５０１９９

外面炭化物付着１５２２
褐色 / 明赤褐色 / に
ぶい橙色

密　砂粒多い
刺突（棒状工具）
沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器②SB００５B２４６６１００

C ２群の可能性あり１５２２
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / 灰褐色

密　砂粒多い沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００５B１５０２１０１

外面炭化物付着１５２２橙色 / 橙色 / 褐灰色
密　砂粒多い
雲母含む

撚糸文　平行沈線
コンパス文

ナデ / ナデC１
頸部～
胴部

深鉢縄文土器SB００５B２８０５１０２

１５２２
灰白色 / 灰褐色 / 灰
褐色

密　砂粒多い縄文（L）ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器SB００５B０７０６-３１０３

１５２２
にぶい褐色 / 灰褐色
/ にぶい褐色

粗　砂粒多い
雲母・石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器①SB００５B２８０４１０４

１５２２
橙色 / 褐灰色 / にぶ
い赤褐色

密　砂粒少ない
押型文（山形文）
押し引き

ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器
SB００５*  
SP０４０

B２８６９１０５

１５２２
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 浅黄橙色

密　砂粒多い沈線ナデ / ナデC２?口縁部深鉢縄文土器
SB００５*  
SP０３８

B２８７１１０６

内外面炭化物付着１５２２
灰褐色 / 黒色 / 灰褐
色

密　砂粒少ない
石英含む

条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SB００６B２１８９-３１０７

２０２３
にぶい黄橙色 / 橙色
/ にぶい黄橙色

粗　砂粒多い　
雲母含む

沈線（棒状工具）
押し引き

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器SI００２B００２９１０８

２０２３橙色 / 橙色 / 橙色粗　砂粒多い縄文（RL）ナデ / ナデC４？胴部深鉢縄文土器SI００２B００４３１０９

２０２３
明赤褐色 / 明赤褐色
/ 赤灰色

粗　砂粒多い縄文（RL）　 沈線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SI００２B００４７１１０

内面炭化物付着２０２３橙色 / 黒褐色 / 黒色粗　砂粒多い無文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器SI００２B００４５１１１

２０２３
黒褐色 / にぶい黄褐
色 / 黒褐色

密　砂粒少ない－ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器SI００４B１９８７１１２

２１２３
にぶい黄橙色 / 灰白
色 / 褐灰色

密　砂粒多い沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SK０２１B００６７１１３

２１２３
灰褐色 / 灰黄褐色 /
褐灰色

密　砂粒多い
縄文（LR）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK０２６B０２１２１１４

２１２３
浅黄橙色 / 淡橙色 /
明褐灰色

粗　砂粒多い無文ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器SK０２６B０１２１１１５

２１２３
にぶい橙色 / 橙色 /
浅黄橙色

粗　砂粒多い
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器SK０２８B０３３１１１６

２１２３褐色 / 褐色 / 褐色
密　砂粒少ない
石英含む

刺突（棒状工具）
縄文（不明）　

ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器SK０２９B０３５９１１７

２１２３
橙色 / にぶい橙色 /
黒褐色

粗　砂粒多い
雲母含む

刺突　沈線（棒状工
具）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器SK０３４B０２５８１１８

２１２３
にぶい褐色 / にぶい
橙色 / 褐灰色

密　砂粒多い　
雲母含む

沈線（棒状工具）
縄文（不明）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK０３８B０３８７-２他１１９

外面上部炭化物付着２１２３
にぶい褐色 / 灰褐色
/ 明褐色

密　砂粒少ない縄文（縄巻縄文）　ナデ / ナデC１胴部深鉢縄文土器SK０４１B０２８１１２０

２１２３
灰黄橙色 / 浅黄橙色
/ 褐灰色

密　砂粒多い　
沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器SK０６２B０４９３１２１

内外面炭化物付着２１２３
橙色 / 黒褐色 / 褐灰
色

密　砂粒多い　
沈線（棒状工具）
条線

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SK０６５B０４９４１２２

外面炭化物付着２１２３
明赤褐色 / にぶい褐
色 / 褐灰色

密　砂粒多い　縄文（不明）　ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器S０K６５B０５１１１２３

２１２３
にぶい黄橙色 / 灰黄
褐色 / 黒色

密　砂粒多い　押し引き　ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器SK０６１B０４５６１２４



表２９　いじま遺跡土器観察表（５）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

外面炭化物付着２１２３
にぶい橙色 / 褐灰色
/ 灰褐色

密　砂粒少ない交互刺突　撚糸文ナデ / ナデC１頸部深鉢縄文土器SK０６１B０４９５１２５

外面炭化物付着２１２３
灰褐色 / にぶい橙色
/ にぶい橙色

密　砂粒少ない沈線　撚糸文ナデ / ナデC１頸部深鉢縄文土器SK０６１B０５０１１２６

外面炭化物付着２１２３
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / 褐灰色

粗　砂粒多い　縄文（LR）　ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器SK０７３B０５３７１２７

外面炭化物付着２１２３
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / 灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（RL）　

ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SK１３５B１２２４１２８

内外面炭化物付着２１２３
にぶい褐色 / にぶい
黄褐色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

隆帯
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK１２４B０６６３他１２９

内外面炭化物付着２１２３
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
石英含む

刺突（竹管）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK１３７B２０００１３０

外面炭化物付着２１２３
にぶい黄橙色 / にぶ
い橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器SK１５４B２１１３１３１

２１２３
明褐色 / 褐灰色 / 褐
灰色

密　砂粒少ない
石英含む

－ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器SK１５８B２０８７１３２

外面炭化物付着２１２３
にぶい黄褐色 / にぶ
い黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK１５９B２１７７１３３

内外面炭化物付着２１２３
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK１５９B２１６６１３４

外面炭化物付着２１２３
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器SK１６２B２０２０他１３５

外面炭化物付着２１２３
橙色 / にぶい橙色 /
にぶい黄橙色

密　砂粒少ない
石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器SK１６０B２１９０１３６

内面炭化物付着２０２３
橙色 / 黒褐色 / にぶ
い橙色

粗　砂粒多い縄文（不明）　ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器SR００３B０４５７１３７

外面炭化物付着２０２３
灰褐色 / にぶい橙色
/ 黒褐色

密　砂粒少ない
雲母含む

隆帯ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器SR００６B２１６４１３８

外面炭化物付着２２２４褐色 / 橙色 / 橙色密　砂粒少い押型文（山形文）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅤE４A４７２７１３９

２２２４
にぶい褐色 / 橙色 /
灰色

密　砂粒少ない
石英・長石含む

押型文ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢK７A４２９４１４０

２２２４
明赤褐色 / 赤褐色 /
明赤褐色

密　砂粒多い
石英含む

押型文（山形文）
押引き

ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢE５A３７９２１４１

２２２４
明赤褐色 / 橙色 / 褐
色

粗　砂粒多い　押型文ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢE６A３０２１１４２

２２２４
にぶい褐色 / 灰褐色
/ 灰褐色

密　砂粒少ない
押型文（山形文）
押し引き 沈線

ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器③TP７拡張部０１IJ-５１１４３

２２２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / にぶい黄
橙色

密　砂粒多い　刺突　凹線ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅤD５A４７４０１４４

２２２４
橙色 / にぶい橙色 /
褐色

密　砂粒少ない沈線ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅢF５A２９４１１４５

外面炭化物付着２２２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い褐色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
石英含む

刺突（棒状工具）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅢE５A３７９４１４６

２２２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

不明ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢJ７A４６９３１４７

内外面炭化物付着２２２４
灰褐色 / にぶい褐色
/ 褐灰色

密　砂粒多い　沈線　縄文（不明）ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢB６A３０７０１４８

１５０と同一個体２２２４褐色 / 褐色 / 黒褐色
密　砂粒少ない
石英含む

－ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅤE５A４７３２-２他１４９

１４９と同一個体２２２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英・長石含む

－ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅢJ７A４２９５他１５０

内面炭化物付着１３２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 褐色

密　砂粒少ない
石英含む

刺突（竹管）
縄文（LRL）　

ナデ / ナデ早期
口縁部
～胴部

深鉢縄文土器ⅡE５A０５２５他１５１

外面炭化物付着２２２４
暗赤褐色 / 明赤褐色
/ にぶい赤褐色

密　砂粒多い
雲母含む

縄文（不明）　ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器表土B７A３８５７１５２

内外面炭化物付着２２２４
暗褐色 / 暗褐色 / 褐
色

密　砂粒少ない縄文（不明）　ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢE５A２９６７-２１５３

２２２４
にぶい赤褐色 / にぶ
い赤褐色 / 明赤褐色

密　砂粒多い　縄文（LR）　ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅢD７A４２５２１５４

２２２４
明赤褐色 / にぶい赤
褐色 / 灰褐色

密　砂粒少ない縄文（LR）　ナデ / ナデ早期底部深鉢縄文土器ⅢC５A３６８８他１５５

２２２４
黒褐色 / 灰褐色 / に
ぶい褐色

密　砂粒多い
雲母含む

縄文（羽状・RL・LR）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅢA７A４６４０１５６

２２２４
明赤褐色 / 橙色 / に
ぶい褐色

密　砂粒多い　縄文（羽状・RL・LR）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅢB７A３９７２１５７

２２２４
明黄褐色 / にぶい黄
橙色 / にぶい黄橙色

密　砂粒少ない
特殊突帯文
縄文（不明）　

ナデ / ナデ前期胴部深鉢縄文土器ⅢB７A３２１３１５８



表３０　いじま遺跡土器観察表（６）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

２２２４
にぶい黄褐色 / 橙色
/ にぶい黄褐色

密　砂粒少ない縄文（RL）　突帯文ナデ / ナデ前期胴部深鉢縄文土器TP６９４IJ１３２他１５９

２２２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄褐色 / にぶい黄
褐色

密　砂粒少ない
特殊突帯文
縄文（RL）　

ナデ / ナデ前期胴部深鉢縄文土器TP７９４IJ３０他１６０

２２２４
灰褐色 / にぶい褐色
/ 明褐色

密　砂粒少ない
特殊突帯文
縄文（RL）　

ナデ / ナデ前期胴部深鉢縄文土器TP７９４IJ１２１他１６１

２２２４
にぶい橙色 / 橙色 /
灰黄褐色

密　砂粒少ない
爪形文（C 字形）
縄文（LR）　

ナデ / ナデ前期口縁部深鉢縄文土器ⅡD６A１０６７１６２

外面炭化物付着２３２４
にぶい橙色 / 灰色 /
灰色

粗　砂粒多い
石英含む

コンパス文
撚糸文

ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器ⅡD５A００７９１６３

２３２４褐色 / 褐色 / 褐色
密　砂粒少ない
石英・雲母含む

撚糸文　平行沈線ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器ⅡC７A１８３８１６４

２３２４
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / にぶい黄
橙色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
撚糸文

ナデ / ナデC１胴部深鉢縄文土器TP７９４IJ１１４他１６５

２３２４
黄灰色 / 橙色 / 黄灰
色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
撚糸文

ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A１５３５１６６

２３２４暗褐色 / 褐色 / 灰色密　砂粒多い　
コンパス文
撚糸文 平行沈線

ナデ / ナデC１胴部深鉢縄文土器ⅡC６A１３６８１６７

外面炭化物付着２３２４
にぶい黄褐色 / にぶ
い黄橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

撚糸文 平行沈線ナデ / ナデC１胴部深鉢縄文土器TP７９４IJ１１１他１６８

２３２４
にぶい橙色 / 橙色 /
褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯　沈線
押し引き

ナデ / ナデC２胴部深鉢縄文土器TP７９４IJ１２９他１６９

１７１と同一か？２３２４
にぶい黄褐色 / にぶ
い黄褐色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
隆帯
刺突（棒状工具）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A０４１１１７０

１７０と同一か？２３２４
にぶい黄褐色 / にぶ
い褐色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
隆帯　刺突（棒状工
具）　爪型文

ナデ / ナデC２
口縁部
下段

深鉢縄文土器ⅢB６A３０７６１７１

２３２４
にぶい黄橙色 / 灰黄
色 / 黒褐色

密　砂粒多い
石英・長石含む

沈線（棒状工具）
縄文（RL）　

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器TP７９４IJ１７２他１７２

２３２５
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / にぶい橙色

密　砂粒少ない撚糸文　平行沈線ナデ / ナデC１口縁部深鉢縄文土器ⅢK１０A４５７１他１７３

外面炭化物付着２３２５
橙色 / 褐灰色 / にぶ
い橙色

密　砂粒多い
隆帯　刺突（竹管）
条線

ナデ / ナデC１胴部深鉢縄文土器ⅡE８A２４９８１７４

２３２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い橙色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

隆帯　ソーメン状
隆帯　爪形文
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅢC６A３５３５１７５

２３２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / にぶい黄
橙色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅢJ９A２０９７１７６

２３２５
にぶい褐色 / 橙色 /
灰色

密　砂粒少ない
橋状把手
押し引き（棒状工具）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器TP１３０１IJ１１-１４１７７

２４２５
灰褐色 / にぶい赤褐
色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
押し引き　隆帯

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A１６１０他１７８

２４２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 暗灰色

密　砂粒少ない
雲母含む

隆帯　刺突
爪形文　

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅢC７A４５０３１７９

２４２５
暗灰色 / 褐灰色 / 暗
灰色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅢC７A３５１５他１８０

２４２５
にぶい褐色 / にぶい
橙色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
雲母・石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A１４７２１８１

内外面炭化物付着２４２５橙色 / 橙色 / 灰色
密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A０６６２１８２

２４２５
橙色 / にぶい黄橙色
/ 黒色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器TP７９４IJ１２４１８３

２４２５
にぶい橙色 / にぶい
褐色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
雲母含む

沈線ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器TP７９４IJ１３２他１８４

２４２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黒色

密　砂粒少ない
石英・長石・雲
母含む

沈線（棒状工具）
刺突（竹管）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器TP７９４IJ１１０１８５

２４２５
黒褐色 / 橙色 / にぶ
い褐色

密　砂粒少ない
石英含む

刺突（竹管）ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A３２３９１８６

内外面炭化物付着２４２５
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / 暗灰色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC２
頸部～
胴部

深鉢縄文土器ⅢC７A４５１１他１８７

２４２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 暗灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線　刺突ナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器ⅡC７A０６４１１８８

２４２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰色

密　砂粒少ない
長石含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）

ナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A３４７８１８９

２４２５
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / 暗灰色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

隆帯　キザミナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A３２５７他１９０



表３１　いじま遺跡土器観察表（７）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

C２群の可能性もある２４２５
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
沈線（棒状工具）
隆帯　押し引き（棒状
工具）

ナデ / ナデC３
口縁部
下段

深鉢縄文土器A３６０１１９１

外面炭化物付着２４２６
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
キザミ（棒状工具）

ナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A４６２２他１９２

外面炭化物付着２５２６
灰黄褐色 / 灰黄褐色
/ 黒褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

沈線（棒状工具）
押し引き（棒状工具）

ナデ / ナデC２口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A０８０９他１９３

２４２６
明赤褐色 / 黒褐色 /
黒褐色

密　砂粒少ない
押し引き（棒状工具）ナデ / ナデC３口縁部深鉢 ?縄文土器TP６９４IJ１２１１９４

外面炭化物付着２５２６
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / オリーブ
黒色

密　砂粒多い
石英・雲母含む

押し引き（棒状工
具）沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC３口縁部深鉢縄文土器ⅢD６A２５８３他１９５

別の同一個体には隆帯あ
り　外面炭化物付着

２５２６
灰褐色 / 明褐色 / 橙
色

密　砂粒多い　沈線　縄文（LR）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器Ⅲ他B７A３４７６他１９６

２５２６
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / 暗灰黄色

粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器TP６９４IJ１７０他１９７

２５２６
橙色 / 橙色 / にぶい
黄橙色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯　縄文（RL）　ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅢD６A２９７９１９８

内面炭化物付着２５２６
浅黄色 / 黄灰色 / 黄
灰色

密　砂粒少ない
石英含む

刺突（棒状工具）
沈線　隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器Ⅲ上K１０A２４６３１９９

２５２６
橙色 / にぶい黄橙色
/ 黄灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅡC６A０２１３２００

外面炭化物付着２５２６
にぶい褐色 /　にぶ
い橙色 / 褐灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（LR）
刺突（竹管）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅡD５A００９５２０１

２５２６
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
刺突（棒状工具）
沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅡE８A２６２４２０２

２５２６
明黄褐色 / にぶい黄
橙色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯
爪形文（半截竹管）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器A３９００-５０２０３

２５２６
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯
爪形文（半截竹管）
沈線（半截竹管）

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A４５５０２０４

外面炭化物付着２５２６
橙色 / にぶい黄橙色
/ 褐灰色

粗　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅡB７A２３５１-１２０５

２５２６
浅黄色 / 淡黄色 / 黄
灰色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（RL）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅡB７A４００７２０６

内面炭化物付着２５２６
橙色 / 橙色 / にぶい
橙色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
縄文（RL）　

ナデ / ナデC４
口縁

部・    
胴部

深鉢縄文土器Ⅱ他C６他A０６９３-２他２０７

外面炭化物付着２５２６
明黄褐色 / 明黄褐色
/ にぶい黄橙色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）
縄文（RL）　

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A３８２３他２０８

２６２６
にぶい橙色 / 浅黄橙
色 / 黒褐色

粗　砂粒多い 
雲母・石英含む

刺突（竹管）
隆帯　沈線

ナデ / ナデC４口縁部深鉢縄文土器ⅢB６A３０８３２０９

外面炭化物付着２６２６
橙色 / 明褐色 / 浅黄
橙色

密　砂粒多い沈線　撚糸文ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅡB６A２０２４２１０

外面炭化物付着２６２６
灰黄褐色 / にぶい黄
橙色 / 褐灰色

密　砂粒多い沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢD５A２４９４２１１

外面炭化物付着２６２６
にぶい褐色 / にぶい
橙色 / 褐灰色

密　砂粒多い
石英含む

沈線（棒状工具）ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢB７A３４７９２１２

外面炭化物付着２６２６
橙色 / 橙色 / にぶい
橙色

密　砂粒多い
石英含む

沈線　条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢB７A３１０２２１３

２６２６
にぶい橙色 / にぶい
橙色 / にぶい橙色

密　砂粒少ない
　

押し引きナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢB７A４１６３２１４

外面炭化物付着２６２６
橙色 / にぶい橙色 /
褐灰色

密　砂粒多い　隆帯　沈線　条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢB７A４６５２２１５

内外面炭化物付着２６２６
灰黄褐色 / 褐色 / に
ぶい褐色

密　砂粒多い
石英含む

沈線　条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢB７A３４９５-２他２１６

外面炭化物付着２６２６
灰黄褐色 / 灰黄褐色
/ 褐灰色

密　砂粒多い　条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器ⅢB７A３５１１２１７

２６２６
にぶい橙色 / 橙色 /
にぶい橙色

密　砂粒多い　沈線　条線ナデ / ナデC４胴部深鉢縄文土器表土F８A２８３６-４２１８

２７２６
橙色 / 橙色 / 暗灰黄
色

密　砂粒多い
石英含む

縄文（LR ？）　ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器ⅡD６A０３５６２１９

２７２６
にぶい黄褐色 / 橙色
/ にぶい褐色

密　砂粒少ない縄文（L）　ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器表土B７A３８７５-１１２２０

外面炭化物付着２７２６
にぶい褐色 / にぶい
黄褐色 / 黒褐色

密　砂粒多い
石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡD６A１９７０-３他２２１

２７２７
にぶい橙色 / 褐灰色
/ 黒褐色

密　砂粒多い
雲母含む

縄文（LR）　ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器TP７０１IJ２７９他２２２



表３２　いじま遺跡土器観察表（８）

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

外面炭化物付着２７２７
にぶい黄橙色 / 橙色
/ にぶい橙色

粗　砂粒少ない縄文（RL）　ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡD５A０４３８-２他２２３

２７２７
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / にぶい褐色

密　砂粒多い
石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡD５A０４２４２２４

外面炭化物付着２７２７
にぶい橙色 / 橙色 /
浅黄色

密　砂粒少ない
石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡB６A２１２７２２５

２７２７
にぶい黄橙色 / 灰黄
褐色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
石英含む

縄文（縄巻縄文）　ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器表土B７A３８４５-６４２２６

２７２７
にぶい赤褐色 / 暗灰
黄色 / 黄灰色

密　砂粒少ない
石英含む

縄文（LR）　ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅢA７A４２１２２２７

２７２７
にぶい褐色 / にぶい
黄橙色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡA７A４６０２２２８

２７２７
明赤褐色 / 明黄褐色
/ 褐灰色

密　砂粒多い
石英含む

撚糸文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡB６A１０２９２２９

２６２７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黒褐色

密　砂粒少ない
長石・雲母含む

無文ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A３１１４２３０

外面炭化物付着２６２７
黒褐色 / 褐色 / 黒褐
色

密　砂粒多い
雲母含む

無文ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A３５８９２３１

２６２７
橙色 / 浅黄色 / 灰褐
色

密　砂粒多い
長石含む

無文ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器ⅡB６A１０３０２３２

外面炭化物付着２６２７
褐色 / 黒褐色 / 灰褐
色

密　砂粒多い
雲母含む

無文ナデ / ナデC５胴部深鉢縄文土器ⅡC６A０９６１他２３３

２６２７
灰褐色 / にぶい褐色
/ 黄灰色

密　砂粒少ない
長石・石英含む

無文ナデ / ナデC５口縁部深鉢縄文土器TP７９４IJ１３６２３４

２６２７
にぶい橙色 / にぶい
黄橙色 / 灰黄色

密　砂粒多い
石英含む

隆帯　平行沈線（半
截竹管）
爪形文（半截竹管）

ナデ / ナデC６口縁部深鉢縄文土器ⅡE６A１１７７２３５

２６２７橙色 / 橙色 / 橙色
密　砂粒少ない
石英含む

刺突　隆帯ナデ / ナデC６口縁部深鉢縄文土器TP６９４IJ８４２３６

２６２７
黒褐色 / 黒褐色 / に
ぶい黄褐色

密　砂粒多い
雲母含む

沈線？
刺突（棒状工具）

ナデ / ナデC６胴部深鉢縄文土器ⅢD５A３９１６２３７

２６２７
にぶい黄橙色 / にぶ
い橙色 / 灰褐色

密　砂粒少ない平行沈線　隆帯ナデ / ナデC６胴部深鉢縄文土器表土B７A３８７５-１５２３８

２６２７
にぶい黄褐色 / 灰黄
褐色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
沈線（棒状工具）
刺突（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC６口縁部浅鉢縄文土器ⅡD５A０２８６２３９

２４１･２４２・２４３と同一個体１３２７
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / にぶい褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

縄文（LR）隆帯
刺突（棒状工具）

ナデ / ナデ
時期
不明

口縁部深鉢縄文土器ⅢB７A４５２１２４０

２４０･２４２・２４３と同一個体 
孔有り

１３２７
褐色 / にぶい褐色 /
褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

縄文（LR）
刺突（棒状工具）

ナデ / ナデ
時期
不明

口縁部深鉢縄文土器ⅡB６A０８８０他２４１

２４０･２４１・２４３と同一個体１３２７
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / にぶい褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

縄文（LR）ナデ / ナデ
時期
不明

胴部深鉢縄文土器A３０７５２４２

２４０･２４１・２４２と同一個体１３２７
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / にぶい褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

縄文（LR）ナデ / ナデ
時期
不明

胴部深鉢縄文土器ⅢB７A４５１６２４３

２６２７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / にぶい黄
橙色

密　砂粒少ない
石英含む

沈線（棒状工具）
隆帯

ナデ / ナデC６口縁部浅鉢縄文土器TP６他９４IJ１２２他２４４

２７２７
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / にぶい褐色

密　砂粒少ない
雲母含む

撚糸文ナデ / ナデ－－
土製
円盤

縄文土器ⅢB７A３４１２２４５

平底２７２７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 黒色

密　砂粒多い
石英含む

－ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器ⅡO７A１３９３２４６

内面炭化物付着　平底２７２７
にぶい黄橙色 / 灰黄
褐色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない
石英含む

－ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器ⅡE８A２４９１２４７

平底２７２７
灰黄褐色 / 褐灰色 /
黒色

密　砂粒多い
石英含む

－ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器ⅡC６A０４２０他２４８

上げ底２７２７
にぶい黄褐色 / にぶ
い黄褐色 / 黒色

密　砂粒少ない－ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器TP７９４IJ６６２４９

内面炭化物付着　脚台付
き

１２２７
橙色 / 橙色 / にぶい
橙色

密　砂粒少ない
石英含む

隆帯　刺突（？）ナデ / ナデ底部脚台深鉢縄文土器ⅡC６A０３１９２５０

脚台２７２７
にぶい黄橙色 / にぶ
い黄橙色 / 浅黄橙色

密　砂粒多い
石英含む

孔ナデ / ナデ底部脚台深鉢縄文土器ⅢB７A２９１６２５１

平底２７２７
橙色 / 浅黄橙色 / 褐
灰色

密　砂粒多い　隆帯ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器TP７９４IJ２８７他２５２

底部外面にスダレ状圧痕
あり　平底　出土状況よ
り SB００４と判断した

２７２７
明赤褐色 / 明赤褐色
/ 明赤褐色

密　砂粒少ない－ナデ / ナデ底部底部深鉢縄文土器TP７９４IJ２０４他２５３



表３３　いじま遺跡旧石器計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№器種№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２８２８７．２７２５３２チャート表土D５A００８４-３台形石器２５４

２８２８６．３８２１（４２）チャートⅣF２A３７８５尖頭器２５５

表３４　いじま遺跡石鏃計測表（未製品も含む）

備　考
写真
図版

図版分類
抉深

（㎜）
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２８２８未製品１２．７ ６２６２６チャートSB００２B０２１７２５６

２８２８凹基２０．９ ５１６１５チャートSB００３B０４７６２５７

尖頭部欠２８２８平基－１．９ ６１６２０チャートSB００４B０５７８２５８

基部一部欠２８２８平基－１．７ ６１８２５チャート②SB００４B１６７２２５９

先端部欠２８２８凹基４０．９ ５１８１９チャート④SB００２B０２９７２６０

２８２８凹基１１．１ ５１４１９チャート④SB００４B０９４６２６１

脚部一部欠２８２８凹基５０．６ ６（１５）（１８）チャートSB００４B０６３０２６２

先端部欠２８２８凹基５０．６ ３１６（１７）チャート②SB００４B２７４０２６３

先端部欠２８２８凹基３０．５ ５１３１６チャート④SB００４B１４１５２６４

２８２８凹基５１．４ ４１９２８チャート③SB００４B１４０５２６５

尖頭部欠２８２８凹基４０．８ ４１７（１９）チャート④SB００４B１２９３２６６

脚部一部欠２８２８凹基４０．９ ４（１７）（１９）チャート②SB００４B２１１１２６７

尖頭部欠２８２８凹基２０．９ ５１４（２０）チャートSK０３４B０２６１２６８

２８２８凹基１２．０ ５１７２８チャートSK０３９B０３８９２６９

２８２８凹基２０．５ ４１６１７チャートSK１２４B０７１５２７０

尖頭部欠２８２８平基－３．３ ６２０（３２）チャートⅡB７A４０９２２７１

２８２８有基－１．３ ６１５２０チャート表土J８A００２６-２２７２

２８２８凹基４０．５ ４１５１６安山岩表土K８A０１１５２７３

２８２８凹基４０．４ ４１４１６下呂石TP８７９２７４

２８２８凹基３０．８ ５１７１８チャートⅢ上D６A２３９７２７５

２８２８凹基２１．４ ６１７２５チャートⅢK９A１２９３２７６

２８２８凹基７１．５ ５１７３１チャートB７A４７７２２７７

２８２８未製品－４．６ ５２４２７チャート表土J１０A１２６２-２２７８

表３５　いじま遺跡石錐計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

先端部摩減２８２９３．０ １４１５３６チャート①SB００２B０４１４２７９

２８２９３．５ １３２１２５チャート③SB００４B１７９１２８０

２８２９８．５ ９３０４６チャートSP０５４B２８９３２８１

２８２９３．０ ７１７２９チャート①SB００５B２５０８２８２

先端部欠２８２９４．３ ８１６３４チャート④SB００６B２１９３２８３

先端部摩減２８２９２．０ ５１７（２７）チャートSK０３４B０２５９２８４

先端部欠２８２９２．０ ７２０２２黒曜石９４IJ TP９９２２８５

２８２９２．４ ６１４２６チャートⅡC５A１０１２２８６



表３７　いじま遺跡石匙計測表

備　考
写真
図版

図版
刃部
調整

法　　　量
形状石材層位地区・遺構取上№№

質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２８３０背面６．７５４３３４横長チャート②SB００４B１７４７２９４

２８３０両面５．８７４４３０横長チャートⅤD５A４７４１２９５

２８３０両面２１．３１２６５４０横長チャートⅢ上E７A２５９４２９６

２８３０両面１２．５１０４５３５横長石英斑岩ⅢD６A４４４７２９７

刃部一部欠２８３０腹面５．８６（４４）（３４）横長サヌカイト９４IJ　TP６１２２９８

表３６　いじま遺跡楔形石器計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２８２９６．９ ７２９３０チャート①SB００２B０４１８２８７

２８２９６．０ ８２６２６チャート④SB００４B２６４１２８８

２８２９１８．５ １２５２３７チャートSB００５B０６９９２８９

２８２９６．１ １１２０２９チャート②SB００４B２０８０２９０

２８２９７．３ １０２８２７チャートⅢC７A２４０３２９１

２８２９１０．５ １１３６３０チャートⅢE５A３８１８２９２

２８２９７．７ １１３０２７チャートⅢE５A３８１１２９３

表３８　いじま遺跡スクレイパー計測表

備　考
写真
図版

図版
刃部
調整

法　　　量
素材石材層位地区・遺構取上№№

質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２９３０背面４．４ ８２０３０縦長チャートSB００２B０１５２２９９

２９３０背面６．８ ９４９２７横長チャート③SB００２B０４０３３００

２９３０背面１８．２ １１４７４３縦長チャート③SB００３B０５１９３０１

２９３０腹面３．８ １０２９４５縦長チャートSK０４９B０３８８３０２

２９３１両面８．１ １０２７４４縦長チャート④SB００４B２４００３０３

２９３１背面１７．９ １５４０４７不明チャート④SB００４B０６３１３０４

２９３１両面９．９ ８３７３４横長チャート③SB００４B１２９１３０５

２９３１背面５．３ １１３０３０縦長チャート②SB００４B１５９１３０６

２９３１腹面６３．６ １９５０６１縦長チャートSP０４５B２９０４３０７

２９３１背面１０１．５ ２０５７８０縦長チャートSK０２９B０３６１３０８

２９３１両面１３．８ １１６０２８横長チャートSK０３４B０２６３３０９

２９３１両面１０．８ ７３１３２不明チャートSK１５２B１９９６３１０

石匙？２９３２背面４１．２ １６７９５３横長チャートⅤE５A４７３５３１１

２９３２両面３０．６ １５４９４９縦長チャート表土J９A１００４-４３１２

２９３２背面２．７ ６２５２０不明チャートⅢB７A３１８２３１３

２９３２背面３８．０ １３５６５５縦長チャートⅡD７A１０８５３１４

２９３２背面７６．３ ２１６１５８縦長チャートⅢD７A４４０５３１５

２９３２両面１０．１ ９３０２９不明チャートTP７９４IJ３６３１６

２９３２腹面２．１ ４１４３１縦長チャートⅢD６ A３４４５３１７

２９３３背面１１９．５ １７１１６６１横長安山岩ⅡD６ A０５９４３１８

表３９　いじま遺跡ヘラ形石器計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２９３３３．１９２１２１チャート表土F７A２５３０-１３１９



表４０　いじま遺跡ＲＦ計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２９３３１０．７１１３８２９チャート①SB００２B０４２１３２０

２９３３４．１１１３８１９チャート①SB００４B１８９８３２１

２９３３７．２９２９２４チャート②SB００４B１５９０３２２

２９３３２１．２１２２９６２チャート②SB００６B２１９４３２３

２９３３２０．８１６４０４４チャートSP０２２B０５３１３２４

表４１　いじま遺跡ＵＦ計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

素材石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２９３３１６．８ １５４７４０横長チャート①SB００２B０４０７３２５

２９３３６．０ ７２７３５縦長チャートSB００５B０７０７３２６

２９３４１２．１ １７３８３４横長チャート②SB００４B１３５４３２７

２９３４５．２ ８３３２２不明チャートSP０５８B２８６６３２８

２９３４６．４ １０４１２７横長チャートSB００６B２２０１３２９

２９３４８．０ １１４４３０横長チャートSK０８７B１５８２３３０

２９３４１６．８ １７４０３７横長チャートSK１５０B２１３０３３１

２９３４１０．４ １５４３３３横長チャートSK１５７B２００３３３２

２９３４７．７ １２３９２４横長チャートSR００７B２１４３３３３

表４２　いじま遺跡打製石斧計測表

備　考
写真
図版

図版平面形
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３０３４バチ１１３．１２６４５８９安山岩０１IJ TP１３１２-２３３４

３０３４短冊２１６．１３２５５１１９安山岩ⅢB６A３３７８３３５

３０３５バチ２４０．９１４７５１６２泥岩ⅢC７A２２７１３３６

３０３５短冊３４３．９３２６４１３８砂岩④SB００４B０９０３３３７

表４３　いじま遺跡異形石器計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

２９３５１．２５２０２４サヌカイト④SB００４B０８２２３３８

表４４　いじま遺跡石核計測表

備　考
写真
図版

図版質量（g）作業面打面状態打面数自然面素材石材層位地区・遺構取上№№

２９３５２３７．６３
自然面１
節理面１
剥離面２

４有
自然面を
広く有す
る分割礫

チャートSB００４B０５５１３３９

２９３６１７．９２剥離面２２分割礫チャート④SB００４B２７４６３４０

２９３６１３．１３節理面１１分割礫チャート０４IJ TP７４８３４１



表４５　いじま遺跡磨製石斧計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３０３６１９７.５ ２３５６１０７蛇紋岩①SB００４B１９０１３４２

３０３６１７.６ ９２６４２蛇紋岩③SB００４B１２８９３４３

３０３６１１６.８ １８４０８９蛇紋岩②SB００４B１７２２３４４

３０３６９.０ １８（５３）（６５）安山岩ⅢJ８A３４３８３４５

３０３６１０４.８ １７４１８３蛇紋岩SK１６０B２０３２３４６

表４６　いじま遺跡磨石・凹石・敲石計測表

備　考
写真
図版

図版敲打痕凹磨面
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３０３７１１１７.９２６４４７８ドレライトⅢF７A２７６８３４７

３０３７１１５０８.９５４８２８６砂岩④SB００４B２０４７３４８

３０３７１１７１２.７５６８７１１２
流紋岩質
凝灰岩

③SB００４B０７７１３４９

３０３７１１３１５.２２８５２１４９安山岩ⅢE８A２７１０３５０

表５０　いじま遺跡石錘計測表（１）

備　考
写真
図版

図版切目打欠
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３１３８○２９.９ １５３９（３８）砂岩④SB００４B１３４６３５５

３１３８○２７.８ ９４０５３安山岩SK０３４B０２３６３５６

３１３８○１０.６ ８２５３９砂岩ⅡD７A２０６５３５７

３１３８○３４.４ １６３９４５安山岩ⅢD７A４５８７３５８

３１３９○３３.５ １４４０４５砂岩②SB００２B０３０８３５９

３１３９○２１.０ ９３５４４砂岩①SB００４B１０５６３６０

３１３９○１６.２ １２２１４２砂岩②SB００４B１３９８３６１

３１３９○１０.０ １０２５３１砂岩②SB００４B１２４５３６２

表４７　いじま遺跡石皿計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３１３７１１８００７２３６４３２０安山岩SK０２６B０２６４３５１

３１３８９８００９２３５１２２９安山岩
０１IJ TP１３
遺構⑧南壁

５４３５２

表４８　いじま遺跡砥石計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３１３８５５.６１７２８７５砂岩③SB００２B０４３８３５３

表４９　いじま遺跡石棒計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

SK１５６と考え
られる。折れ
た後被熱

２８３８５８００ １１９１３６２６３安山岩
０１IJ TP１３

遺構⑧
４８３５４



表５１　いじま遺跡石錘計測表（２）

備　考
写真
図版

図版切目打欠
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３１３９○１３.８ ８２３５１砂岩④SB００４B２３００３６３

３１３９○１８.２ １１２５４３安山岩SK０３２B０１３０３６４

３１３９○○２０.４ ９３９４３砂岩SK０３４B０２０４３６５

３１３９○１６.０ １１２８４０砂岩SK０４７B０３４４３６６

３１３９○３２.５ １３３１６０安山岩SK０６１B０４９１３６７

３１３９○１６.５ １３２７３８砂岩SK０６３B０４６７３６８

３１３９○２２.７ １７２６４０砂岩SK１３３B１０８８３６９

３１３９○１１.５ ９２５３６珪質泥岩SK１５７B２００７３７０

３１３９○９.４ １２２２３０砂岩SR００６B２１１６３７１

３１３９○８０.５ ２５４５５５ドレライト表土F６A２８４２-１３７２

３１３９○○３５.７ １３４０５４砂岩ⅢC６A３０５１３７３

３１３９○５７.７ ２３４４６７安山岩ⅡD５A０４３７３７４



表 

【櫨原神向遺跡】 



表５２　櫨原神向遺跡　焼土一覧

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物主軸方位
規模（�）

平面形検出層位地区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N４２°W０.２００.３５０.４００.４６０.５０円形ⅢJ１１SF００１
N６５°W０.２７０.３４０.３８０.５５０.５８円形ⅢO８SF００２

欠番SF００３
N６５°E０.１５０.４５０.５８０.５３０.７０楕円形ⅢH１１SF００４
N３°W０.３５０.６２１.１００.７２１.２８楕円形H１１SF００５

表５３　櫨原神向遺跡　配石・集石遺構一覧

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物長軸方位
土坑規模（�）

土坑
平面形

検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N８９゚W０.２１０.９７１.４１１.１３１.５８楕円形ⅢI１１５区SI０１
N６９゚W０.２１０.８２０.９００.９１０.９７円形ⅢK９５区SI０２
N６１゚W０.１８０.６９０.８６０.７１０.９０楕円形ⅢL８５区SI０３

土器：早期（３）N９゚W０.１４０.８７０.９７０.９３１.０８円形ⅢL６４区SI０４
N３５゚W０.１２０.７８１.１８０.８４１.２６楕円形ⅢL３４区SI０５
N６０゚E０.０９１.７４２.４６１.７８２.５１楕円形ⅢJ５４区SI０６

表５４　櫨原神向遺跡　土坑一覧（１）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N７８゚W０.２８０.１５０.３７０.６００.６３円形Ⅲ層基底面I１２５区SK００１
欠番　　SK００２
欠番　　SK００３

N４５゚W０.１５０.４７０.５７０.６００.６５円形Ⅲ層基底面I１３５区SK００４
N ゜０.６９０.３１０.３９０.３９０.５２円形Ⅲ層基底面K１２５区SK００５

N５５゚W０.２７１.０１１.４４１.１４１.５８不整円形Ⅲ層基底面O１２５区SK００６
N３４゚E０.２６０.４２０.５４０.５７０.７１楕円形Ⅲ層基底面K１１５区SK００７
N３１゚E０.３１０.５１０.６８０.５８０.７８楕円形Ⅲ層基底面J１０５区SK００８
N６゚E０.３７０.２７０.３５０.４２０.４６円形Ⅲ層基底面J１０５区SK００９
N１９゚E０.３９０.５６０.６１０.６８０.７７円形Ⅲ層基底面J１０５区SK０１０
N４８゚W０.２８０.３６０.４３０.５２０.５４円形Ⅲ層基底面J１０５区SK０１１
N６１.５゚W０.２６０.２７０.２８０.３３０.３７円形Ⅲ層基底面J１０５区SK０１２
N９０゚０.２６０.２５０.２７０.６００.６１円形Ⅲ層基底面K１０５区SK０１３
N８３゚E０.２４０.３４０.４６０.４６０.５９楕円形Ⅲ層基底面M０９５区SK０１４
N６１゚W０.１００.３１０.３４０.４２０.４６円形Ⅲ層基底面M０８５区SK０１５
N５０゚E０.１６０.６００.６９０.６７０.７７円形Ⅲ層基底面M０９５区SK０１６
N５゚W０.２３０.１１０.２５０.４２０.４５円形Ⅲ層基底面L０８５区SK０１７
N５゚W０.０９０.９０１.０９０.９７１.１５円形Ⅲ層基底面M０８５区SK０１８

欠番SK０１９
欠番　　SK０２０

N２０゚E０.４８０.５８２.１４０.７２２.５１不定形Ⅲ層基底面L０７４区SK０２１
欠番　　SK０２２

N４０゚E０.２１０.０７０.１６０.３４０.５２長楕円形Ⅲ層基底面J０７４区SK０２３
N７７゚W０.１２０.１４０.１７０.４００.４８楕円形Ⅲ層基底面Q０８６区SK０２４
N１６゚E０.０９０.３５０.４４０.４２０.４７円形Ⅲ層基底面Q０９６区SK０２５
N３７゚E０.４１０.３４０.３７０.５５０.８７長楕円形Ⅲ層基底面H１１３区SK０２６
N５４゚W０.４００.１５０.２００.５４０.５７円形Ⅲ層基底面G１１３区SK０２７
N６２゚W０.２９０.１１０.１５０.３５０.４２楕円形Ⅲ層基底面G１１３区SK０２８
N２０゚W０.２００.２９０.３７０.４２０.４８円形Ⅲ層基底面G１２３区SK０２９
N１６゚W０.２６０.２００.３００.２８０.３８楕円形Ⅲ層基底面H１２３区SK０３０
N７８゚E０.３００.０８０.２４０.４２０.５８長楕円形Ⅲ層基底面G１１３区SK０３１
N５５゚W０.１８０.３９０.４６０.４６０.５８楕円形Ⅲ層基底面G１２３区SK０３２
N３２゚W０.２２０.２４０.３６０.４８０.５２円形Ⅲ層基底面G１２３区SK０３３
N５７゚W０.８６０.５４０.５６０.７８１.００楕円形Ⅲ層基底面H１１３区SK０３４
N６７゚W０.４４０.４２０.５００.５８０.６８円形Ⅲ層基底面C１１２区SK０３５
N４９゚E０.４９０.４２０.５８０.５００.６６楕円形Ⅲ層基底面C１２２区SK０３６
N７２゚E０.２２０.２６０.５８０.３６０.４８円形Ⅲ層基底面G１２３区SK０３７
N８８゚E０.１００.２８０.３４０.３６０.４２円形Ⅲ層基底面H１２３区SK０３８
N７５゚W０.１８０.２００.２２０.３４０.３８円形Ⅲ層基底面H１２３区SK０３９
N８１゚W０.２８０.２２０.２６０.２９０.３１円形Ⅲ層基底面H１１３区SK０４０
N２２゚W０.２００.３４０.０８０.３２０.３４円形Ⅲ層基底面H１１３区SK０４１
N５゚E０.２９０.１６０.１８０.２６０.３５楕円形Ⅲ層基底面H１１３区SK０４２



表５５　櫨原神向遺跡  土坑一覧（２）

備　考
（切り合い関係など）

出土遺物主軸方位
規模（�）

平面形検出面地区調査区遺構№
深さ

下面上面
短軸長軸短軸長軸

N６１.５゚W０.２８０.１６０.３２０.３４０.５８不整円形Ⅲ層基底面G１１３区SK０４３
N８４゚E０.２００.１３０.３２０.２４０.４８不整円形Ⅳ層基底面TP２４３区SK０４４
N６７゚E０.１４０.１４０.２１０.２３０.３５長楕円形Ⅳ層基底面TP２４３区SK０４５
N７８゚W０.１７０.４５０.５２０.４５０.７２不整円形Ⅳ層基底面TP１８１区SK０４６
N４９゚E０.０６０.１８０.３７０.２６０.４６長楕円形Ⅳ層基底面TP３５５区SK０４７
N８１゚E０.０８０.１３０.１６０.２００.２０円形Ⅳ層基底面TP３５５区SK０４８
N６３゚E０.３４０.０８０.１２０.３２０.３５円形Ⅳ層基底面TP３６５区SK０４９

土器：後期（１）N７８゚W０.１４０.１９０.２００.２６０.２７円形Ⅲ層基底面L１０５区SK０５０

欠番
SK０５１～
SK０６５

N７６゚W０.１９０.２４０.３００.３００.３７楕円形Ⅳ層基底面J１０５区SK０６６
N２５゚E０.１４０.１４０.２７０.４８０.５５円形Ⅳ層基底面J１０５区SK０６７
N４５゚E０.１４０.１６０.２８０.３３０.３４円形Ⅳ層基底面J１０５区SK０６８
N７１゚W０.１６０.１９０.４１０.３５０.５２長楕円形Ⅳ層基底面K１０５区SK０６９
N５１゚E０.０９０.１００.１７０.２２０.２５円形Ⅳ層基底面K０９５区SK０７０
N４０゚W０.１３０.１８０.２６０.２４０.３３楕円形Ⅳ層基底面K１０５区SK０７１
N２７゚W０.１１０.１００.１２０.１７０.２３楕円形Ⅳ層基底面K１０５区SK０７２
N２８゚W０.０９０.１８０.２４０.２４０.３０楕円形Ⅳ層基底面K１０３区SK０７３
N２０゚W０.２６０.１００.１４０.４２０.５４楕円形Ⅳ層基底面K１１５区SK０７４
N ゜０.１００.１３０.１６０.１９０.２０円形Ⅳ層基底面K１０５区SK０７５

N７２゚W０.１６０.２２０.３６０.３５０.４４楕円形Ⅳ層基底面K１１５区SK０７６
N６８゚E０.１８０.１９０.２００.２５０.２７円形Ⅳ層基底面K１０５区SK０７７
N１６゚W０.１２０.１６０.２８０.３００.５２長楕円形Ⅳ層基底面K０８５区SK０７８
N１１゚E０.１２０.３２０.４００.４２０.５０円形Ⅳ層基底面K０８５区SK０７９
N１８゚W０.１１０.１４０.２４０.４４０.５８楕円形Ⅳ層基底面L０８５区SK０８０
N１゚E０.１００.４００.６００.４６０.６８楕円形Ⅳ層基底面L０７５区SK０８１
N７７゚E０.１００.４００.４２０.４６０.４８円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８２
N６４゚W０.３００.０８０.１２０.３８０.５０楕円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８３
N ゜０.０９０.３２０.３４０.３６０.４２円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８４

N２４゚W０.１１０.３３０.３４０.３７０.３９円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８５
N７４゚E０.７００.２８０.３９０.３４０.４８楕円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８６
N４５゚E０.５００.１５０.１６０.３６０.５８長楕円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８７
N ゜０.１００.３８０.４００.４６０.４８円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８８
N１７゚E０.０８０.４８０.６００.５６０.６４円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０８９
N８０゚W０.０７０.２１０.３９０.２５０.４３長楕円形Ⅳ層基底面K０７５区SK０９０
N８０゚E０.２６０.０８０.１４０.３００.３８楕円形Ⅳ層基底面J０７５区SK０９１
N１５゚W０.１２０.３００.３２０.３８０.４０円形Ⅳ層基底面J０７５区SK０９２
N５５゚W０.０９０.４００.４８０.４８０.５６円形Ⅳ層基底面F１３３区SK０９３
N６７゚E０.１４０.６２１.０１０.６８１.０６長楕円形Ⅳ層基底面F１３３区SK０９４
N７６゚E０.１００.５８０.８８０.６８０.９６楕円形Ⅳ層基底面G１３３区SK０９５
N ゜０.１３０.３１０.３２０.３３０.４４楕円形Ⅳ層基底面F１３３区SK０９６

N２４.５゚E０.１８０.２６０.２８０.４６０.５２円形Ⅳ層基底面G１３３区SK０９７
N１３゚E０.２００.０９０.１４０.４８０.５４円形Ⅳ層基底面G１３３区SK０９８

欠番SK０９９
N ゜１.０６０.４２０.６４１.１３１.２８円形Ⅳ層基底面H１３３区SK１００

N１５゚W０.１４０.３４０.３６０.４６０.４９円形Ⅳ層基底面F１２３区SK１０１
N７２゚W０.１２０.４９０.６４０.５４０.７４楕円形Ⅳ層基底面K０８５区SK１０２
N２７゚W０.１００.２２０.２９０.２５０.２９円形Ⅳ層基底面L０８５区SK１０３
N５５゚E０.１８０.１６０.１８０.２００.２２円形Ⅳ層基底面L０８５区SK１０４
N００゚０.０９０.１００.１８０.１７０.２２楕円形Ⅳ層基底面M０８５区SK１０５
N８１゚W０.１８０.１４０.１６０.２７０.３０円形Ⅳ層基底面L１０５区SK１０６
N５５゚W０.２００.２００.２８０.３４０.３９円形Ⅳ層基底面L１０５区SK１０７
N５８゚W０.１２０.１００.１４０.２６０.４１長楕円形Ⅳ層基底面L１０５区SK１０８
N４３゚W０.２６０.２５０.２８０.３２０.５１長楕円形Ⅳ層基底面L１１５区SK１０９
N６８゚W０.２２０.１５０.１６０.２６０.２８円形Ⅳ層基底面L１１５区SK１１０
N２６゚E０.１８０.１４０.１８０.２２０.２６円形Ⅳ層基底面L１１５区SK１１１
N７２゚E０.２００.２００.２８０.３８０.５４楕円形Ⅳ層基底面M１１５区SK１１２
N７５゚E０.３６０.６８０.８６０.８０１.１２楕円形Ⅳ層基底面N０９５区SK１１３
N ゜０.１８０.２４０.２６０.３６０.４２円形Ⅳ層基底面M１０５区SK１１４
N６９゚E０.２２０.６２１.２００.６８１.３０楕円形Ⅳ層基底面L１０５区SK１１５
N６４.５゚E０.２２０.６２１.２００.６８１.３０円形Ⅳ層基底面R０７６区SK１１６
N８８゚W０.１４０.１８０.２００.２８０.３０円形Ⅳ層基底面L０４４区SK１１７



表５６　櫨原神向遺跡土器観察表

備　　考
写真
図版

図版
色　調

胎　　土文　　様
調　整

分類部位器種種別層位地区・遺構取上№№
外 / 内 / 断面外面 / 内面

３５４５
灰褐色 / にぶい褐色
/ 灰褐色

密　砂粒少ない押型文ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅣO７A０６９１他１００１

外面炭化物付着３５４５褐色 / 褐色 / 褐色密　砂粒少ない押型文（山形文）ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅣJ７A０５６９１００２

外面炭化物付着３５４５暗褐色 / 褐色 / 褐色密　砂粒少ない押型文（山形文）ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅣK７A０５７１-３１００３

３５４５
にぶい赤褐色 / にぶ
い赤褐色 / 灰黄褐色

密　砂粒少ない押型文（山形文）ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢM８A０２０３１００４

外面炭化物付着３５４５褐色 / 褐色 / 褐色密　砂粒少ない押型文（山形文）ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅣK７A０５８２１００５

外面炭化物付着３５４５
暗褐色 / 明褐色 / 灰
色

密　砂粒多い
石英含む

押型文（楕円文）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅣM８A０６８６１００６

３５４５
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / 暗灰色

密　砂粒多い
石英含む

押型文（楕円文）ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅣP８A０７２８１００７

３５４５
暗褐色 / 暗褐色 / 暗
褐色

密　砂粒多い
石英含む

押型文（楕円文）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅣI１１A５０７１００８

３５４５
明褐色 / にぶい褐色
/ 灰色

密　砂粒少ない
石英含む

撚糸文ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅣK３A０７４９１００９

３５４５褐色 / 褐色 / 褐色
密　砂粒少ない
石英含む

爪形文　凹線文ナデ / ナデ早期胴部深鉢縄文土器ⅣM８A０６６９１０１０

３５４５
にぶい褐色 / にぶい
褐色 / 灰色

密　砂粒少ない
石英含む

条痕　沈線（棒状工
具）

ナデ / ナデ早期口縁部深鉢縄文土器ⅢL７A０３８４１０１１

赤色顔料が外面に付着３５４５
暗褐色 / 黒褐色 / に
ぶい黄褐色

密　砂粒少ない
石英・雲母含む

刺突（棒状工具）
沈線（棒状工具）

ナデ / ナデ後期口縁部
丸底
浅鉢

縄文土器SK５０B０１１３１０１２

表５７　櫨原神向遺跡石鏃計測表（未製品も含む）

備　考
写真
図版

図版分類
抉深

（㎜）
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４６凹基５０.７ ４１２２０チャートⅢK５A０３８５１０１３

３６４６凹基７０.７ ３１５２０チャート
TP３４
遺構⑦

２７-２１０１４

３６４６凹基２０.５ ４１３１７チャートⅣE５A０５６８１０１５

３６４６凹基４０.９ ４１６２４チャート－H６　No.９－１０１６

３６４６未製品－２.０ ５１９３８チャートⅢK８A０２１８１０１７

表５８　櫨原神向遺跡石錐計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

先端部摩滅３６４６０.８４１０（２０.５）チャート不明TP６ 拡張部４９-１１０１９

３６４６１.７６２１１８チャートⅢO７A０１７９１０２０

表５９　櫨原神向遺跡楔形石器計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４６１２.６１１２４３６チャートⅢJ１２A００２６１０１８

３６４６５.８１０２４３３チャートⅢ－A０３７７１０２１

表６０　櫨原神向遺跡石匙計測表

備　考
写真
図版

図版
刃部
調整

法　　　量
素材石　材層位地区・遺構取上№№

質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４６背面１４.９８４４４３横長チャート表土A０１０２-６１０２２



表６２　櫨原神向遺跡ＲＦ計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４７４９.４１８５８.５４７チャートⅢH１１A０３８６１０２８

３６４７１４.６７３１５９チャートⅢM９A０４７６１０２９

表６１　櫨原神向遺跡スクレイパー計測表

備　考
写真
図版

図版
刃部
調整

法　　　量
素材石　材層位地区・遺構取上№№

質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４６両面５０.８１３４１６７縦長チャートSK０１４B０００３１０２３

３６４６背面１８.９１２２６５６縦長チャート表土L７A０３８２-１１０２４

３６４６背面２６.９８３３９０縦長チャートⅢP８A０１８７１０２５

３６４６両面８.９９２８３６縦長石英ⅢO７A０００６１０２６

３６４６腹面１.７６２２１４横長チャートⅣN９A０６８２１０２７

表６３　櫨原神向遺跡ＵＦ計測表

備　考
写真
図版

図版
法　　　量

石　材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４７８.１７３６２８チャートTP４２４６１０３０

３６４７７.２９２８２５チャートⅢM５A０２４６１０３１

表６４　櫨原神向遺跡石核計測表

備　考
写真
図版

図版質量（g）作業面打面状態打面数自然面素材石材層位地区・遺構取上№№

３６４７２８.２３節理石２２有分割礫チャートSK１１３B０１１７１０３２

３６４７２６５.６４剥離石３３分割礫チャート表土H１３A０３３０１０３３

表６５　櫨原神向遺跡石錘計測表

備　考
写真
図版

図版切目打欠
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４７○６.２１７４０４５砂岩SF００１B０００１１０３５

３６４７○２６.４１２２９４４砂岩ⅢN１１A０１１７１０３４

表６６　櫨原神向遺跡打製石斧計測表

備　考
写真
図版

図版平面形
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３６４８バチ７７.２１１５０１０５珪質泥岩覆土J１１A０６８４１０３６

３６４８短冊１３.１８２５５４珪質泥岩－TP３９３６１０３７

３７４８バチ１６８.６１５６８１３１砂岩ⅣM１０A０６７６１０３８

３７４８バチ３８９.８２４９１.５１４２砂岩ⅣI１４A０５０５１０３９

３６４９分銅１６７.７１７５３１２３泥岩ⅢL９A０２３２１０４０

３６４９短冊１０５.２１４４７１２１ホルンフェルスⅢH１１A０４１９１０４１



表６７　櫨原神向遺跡磨石・凹石・敲石計測表

備　考
写真
図版

図版敲打痕凹磨面
法　　　量

石材層位地区・遺構取上№№
質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

３７４９２１１５６９.８５４７７１０４砂岩ⅢK３A０３０８１０４２

半欠３７４９２３５１.７３６１０９８０砂岩SI００２B００２５１０４３

３７５０１１６６６.１５２８７.５１１５安山岩ⅣF１２A０６２８１０４４

３７５０２５３５.５４２８３１０５砂岩ⅣK８A０５５１１０４５

表６８　櫨原神向遺跡環状石斧計測表

備　考
写真
図版

図版
穿孔径
(㎜)

法　　　量
石材層位地区・遺構取上№№

質量（g）厚（㎜）幅（㎜）長（㎜）

半欠３８５０２２３７６.２２９６９１３９安山岩－－A０３８３-５１０４６

半欠３８
挿図
２６
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図　版 

【いじま遺跡】 



①10YR2/1　　黒色土、しまりなし、粘質なし 
②10YR1.7/1　 黒色土、ややしまる、やや粘質、径1～5cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
③10YR2/1　　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫をわずかに含む 
④10YR2/1　　黒色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、③よりやや明るい色 
⑤10YR2/2　　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 
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図版１　いじま遺跡SB001実測図（１） 
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①10YR1.7/1 黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、 
 径10cm程度の角礫を少々含む 
②10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし、やや粘質、径1～3cmの角礫を含む 
③10YR2/3 黒褐色土、ややしまる、粘質なし、土器下埋土、礫なし 
④焼土 

SB001炉跡（SF003） 

（S=1/20） 

0 1m

①10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし 
          　　　 径1～3cmの角礫をわずかに含む 
②10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～3cmの角礫をわずかに含む 
③10YR2/3　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～2cmの角礫をわずかに含む 

364.7m
① 
③ 

② 

S N

SP001

364.7m
① 

③ 
② 

S N

①10YR1.7/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
③10YR2/3 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫を含む 

SP002

364.7m ① 

② 

S N

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

SP003

図版２　いじま遺跡SB001実測図（２） 
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364.7m

① 

S N

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫を含む 
 径10cm程度の角礫を少々伴う 

SP004

364.7m ① 

② 

S N

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫を含む 

SP005
①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫をわずかに含む 
②10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫を含む 

364.7m
① 

② 

E W

SP006

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫をわずかに含む 
②10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫をわずかに含む 

364.7m
① 

② 

S N

SP010

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 ほとんどが土（とりあえず残っていた埋土） 

364.7m ① 
N S

SP012

SB001ピット（SP004～SP012） 

図版３　いじま遺跡SB001実測図（３）SB002・SB003実測図（１） 

0 2m

（S=1/40） 

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫を含む 
②10YR2/3 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫を含む 

364.7m ① 
② 

E W

SP007
①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.7m
① 

S N

SP009

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫を含む 

364.7m ① 

② 

S

SP008

N

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫を含む 

364.7m
① 

S N

SP013 ①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.7m

① S N

SP014

SB002ピット（SP013・SP014） 

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む、径10cm程度の角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む、径10～20cmの角礫を 
 少々含む 

364.7m
① 

② 

NW SE

SP015

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.8m
① 

② 

S N

SP016
①10YR2/1 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

① 364.8m

S N

SP017

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.8m ① 

② 

W E

SP018

①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む、径5～10cmの 
 角礫を少々含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.8m
① 

② 

W E

SP019

①10YR1.7/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
③10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.8m
① 

③ 

② 

W E

SP020
SP021 
①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
  径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫を含む 
SP022 
①10YR2/1 黒色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む、径5cm程度の 
 角礫を少々含む 

364.8m
① 

① 

② 
② 

S N

SP022 SP021

SB003ピット（SP015～SP022） 

364.7m ① 

② 

E W

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫をわずかに含む、ほとんどが土 
②10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～2cmの角礫をわずかに含む、ほとんどが土 
 

SP011



C
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C
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①10YR1.7/1　 黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む 
②10YR2/1　　黒色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
③10YR2/2　　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 

④10YR2/1　黒色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
⑤10YR2/2　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、径5～30cmの亜角礫・亜円礫を含む 

SB002 SB003
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①10YR1.7/1 　黒色土、ややしまる、やや粘質、径1～5cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～30cmの亜角礫・亜円礫を少々含む 
②10YR2/1　　黒色土、しまる、粘質なし、径1～10cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～30cmの亜角礫・亜円礫を少々含む 
③10YR2/2　　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～30cmの亜角礫・亜円礫を少々含む 
④10YR2/1　　黒色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
⑤10YR2/1　　黒色土、しまる、粘質なし、径1～10cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～30cmの亜角礫・亜円礫を少々含む 
⑥10YR2/2　　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～30cmの亜角礫・亜円礫を少々含む 
⑦10YR2/2　　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫・亜角礫・亜円礫を多く含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
⑧10YR3/3　　暗褐色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫・亜角礫を多く含む 
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図版５　いじま遺跡SB004実測図（１） 
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①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む 
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図版６　いじま遺跡SB004実測図（２） 
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図版７　いじま遺跡SB004実測図（３） 

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～5cmの角礫を含む 

363.9m

① 

N S

SP044
①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
       　   　　 径1～5cmの角礫を含む 
②10YR2/3　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
    　　　       径1～5cmの角礫を含む 
 　　  　　　径5～10cmの角礫を少々含む  

363.9m
① 

② 

NW SE

SP045

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
        　　　   径1～3cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
　　　　　   径5～10cmの角礫、亜角礫、亜円礫を少々含む 

363.9m

① 

NE SW

SP046

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
           　　　径1～5cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
　　　　　   径5～10cmの角礫、亜角礫、亜円礫を 
　　　　　   少々含む 

363.9m

① 

W E

SP047

①10YR2/2　黒褐色土、しまる、粘質なし 
     　　　      径1～5cmの角礫、亜角礫、 
　　　  　　 亜円礫を含む 

363.9m

① 

W E

SP048

①10YR2/　 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
        　　      径1～5cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
　　　　　  径5～10cmの亜角礫を少々含む 
②10YR2/3   黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
　　　　　  径1～5cmの亜角礫を含む 

363.9m

① 
② 

NW SE

SP049

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～5cmの角礫を含む 

363.9m
① 

N S

SP050

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～5cmの亜角礫を含む 

363.9m

① 

N S

SP051

363.9m

① 

NW SE

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
      　　　　 径1～5cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
　　　　  　 径5～10cmの角礫、亜角礫、亜円礫を少々含む 
         　　　  30cm大の角礫1つ 

SP052

363.9m

① 

NW SE

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
 径5～10cmの角礫、亜角礫、亜円礫を 
 少々含む 

SP053 ①10YR2/3　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
      　　　     径1～5cmの亜円礫を含む 
　　　  　　 径5～10cmの亜円礫を少々含む  

363.9m
① 

E N

SP055

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
         　　　  径1～5cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
　　　  　　 径5～10cmの角礫、亜角礫、亜円礫を 
　　　  　　 少々含む 

363.9m

① 

S

SP054

Ｎ 

①10YR1.7/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの亜角礫を含む 
 径10～20cmの亜角礫を少々含む 
②10YR3/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～5cmの亜角礫を含む 
 亜角礫を含む 

363.9m ① 

② 

W E

SP056
①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
         　　　  径1～5cmの角礫、亜角礫を含む 

363.9m

① 

N S

SP057

①10YR2/2　黒褐色土、しまる、粘質なし 
    　　　       径1～5cmの角礫、亜角礫をわずかに含む 
　　　  　　 径5～10cmの角礫、亜角礫を少々含む 
②10YR2/3　黒褐色土、しまる、粘質なし 
          　　　 径1～5cmの角礫、亜角礫を含む 
　　　　  　 径5～10cmの角礫、亜角礫を含む 

363.9m
① 
② 

N S

SP058

①10YR1.7/1 黒色土、しまりなし、やや粘質 
 径1～5cmの角礫、亜角礫、亜円礫を含む 
 径5～10cmの角礫、亜角礫、亜円礫を少々含む 
②10YR2/2 黒褐色土、しまりなし、やや粘質 
 径1～5cmの角礫を含む 
③10YR2/1 黒色土、しまりなし、やや粘質 
 径1～5cmの角礫を含む 

363.9m

① 
③ ② 

Ｓ Ｎ 

SP059

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
         　　　  径1～5cmの亜角礫を含む 

363.9m

① 

SE NW

SP060

0 2m

（S=1/40） 



図版８　いじま遺跡SB005実測図（１） 

①10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～10cmの 
 角礫を含む 
 径10～20cmの角礫を含む、20～30cmの亜円礫1つ 
 被熱） 
②10YR3/3 暗褐色土、しまりなし、粘質なし、径1～2cmの 
 角礫を含む、ブロック状 

36
4.
8m

364.8m

B

B

A

B
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D

C

① ② 

①
 

364.8m
C

36
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(S=1/40） 

SP041
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SP039

SK168

SF005
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SP038
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36
4.
6m

① 

② 
③ 

①
 

②
 

③
 

A

A

B

A

B

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、やや粘質、径1～2cmの角礫をわずかに含む 
②5YR3/4 暗赤褐色土、ややしまる、やや粘質、径1～5cmの角礫を含む 
③10YR2/2 黒褐色土、しまりなし、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む 

(S=1/20） 
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図版９　いじま遺跡SB005実測図（２）SB006実測図（１） 

①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫をわずかに含む 

364.7m
① 

NW SE

SP032

364.7m

① 
② 

NW SE

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
　　　　　   径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
　　　　　   径1～3cmの角礫を含む 

SP033 ①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
　        　 　  径1～5cmの角礫を含む 
②10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
        　　　   径1～5cmの角礫を含む      
 　　　　　  径5～10cmの角礫を少々含む 

364.7m ① 

② 

W E

SP034

①10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの亜角礫を含む 
②10YR2/3 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの亜角礫を含む 
 
①10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

SP035 
 
 
 
 
SP036

364.7m

① 
① 

② 

W E

SP036 SP035

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
           　　　径1～3cmの角礫を含む 

364.7m

① 

NW SE

SP037

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
      　　　     径1～5cmの亜角礫を含む 
　　　　　   径5～10cmの角礫を少々含む 

364.7

① 

NW SE

SP038

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
         　　　  径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～3cmの角礫を含む 
③10YR2/3　暗褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 ほとんどが土、礫含まず 

364.7m

① 

③ ② 

W E

SP039
①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～5cmの角礫を含む 
 径5～10cmの角礫を少々含む 

364.7m

① 

S N

SP040 ①10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし 
 径1～3cmの角礫を含む 

364.7 ① 

S N

SP041

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～3cmの角礫を含む 

364.7m

① 

SW NE

SP042
①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし 
           　　　径1～3cmの角礫を含む 

364.7m
① 

W E

SP043

SB005ピット（SP032～SP043） 

①10YR2/2　黒褐色土、しまりなし、粘質なし 
           　　　径1～5cmの角礫を含む 

364.3m ① 

SW NE

SP023

①10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし 
          　　　 径5～10cm程度の亜角礫を含む 
　　　　  　 径1～3cmの亜角礫を少々含む 

364.3m
① 

NW SE

SP024

①10YR2/2　黒褐色土、しまりなし、粘質なし 
         　　　  径1～5cmの亜角礫をわずかに含む 
 　　　  　　径5～10cmの亜角礫を含む 

364.3m

① 

N S

SP025

0 1m

（S=1/40） 

①10YR2/2　黒褐色土、しまりなし、粘質なし 
           　　　径1～3cmの亜角礫を含む 

364.3m

① 

N S

SP026

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
       　　　    径1～5cmの角礫を含む 
　     　　      径5～10cmの角礫を少々含む 

364.3m ① 

NE SW

SP027
①10YR2/2　黒褐色土、しまる、粘質なし 
          　　　 径1～3cmの角礫を含む 

364.3m
① 

NE SW

SP028

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～5cmの亜角礫を含む 
②10YR3/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
          　　　 径1～5cmの亜角礫を含む 

364.3
① 

② 

W E

SP029

SB006ピット（SP023～SP029） 



図版10　いじま遺跡SB006実測図（２） 

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～10cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
②10YR2/3　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
③10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～5〞の角礫を含む 

364.5m
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4.
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B
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A
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C
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② 

① ① 
②
 

①
 

C C´ 

D

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
           　　　径1～3cmの角礫を含む 

364.3m

① 

E W

SP031

0 2m

（S=1/40） 

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし 
　　　　　   径1～3cmの角礫を含む 
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N S

SP030 36
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図版11　いじま遺跡SF001・SF002・SI001・SI002実測図 

0 1m

（S=1/20） 

①5YR2/2　黒褐色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 
②5YR3/3　暗赤褐色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 
③5YR3/2　暗赤褐色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 
④5YR3/2　暗赤褐色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 
⑤5YR2/1　黒褐色土、しまりなし、粘質なし、径5cm程度の角礫をわずかに含む、 
         　　　 1～2cmの粒状角礫を少々含む 

SF001

A

A

365.7m

① 

② ③ 
④ 

⑤ 

N

①5YR3/2 暗赤褐色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 
②5YR2/2 黒褐色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 
③7.5YR2/1 黒色土、しまりなし、やや粘質、ほとんどが土 

A

A

365.5m

① ② 
③ 

SF002

N

①10YR1.7/1 黒色土、しまりなし、粘質なし、径10～20cm程度の 
 角礫・亜角礫を含む、1つの円礫（立石？） 
②10YR2/1 黒色土、ややしまる、粘質なし、径10cm程度の角礫 
 を含む、円礫を少々含む 
③10YR2/2 黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径5cm程度の角礫 
 を含む 

364.9m

① 

② 
③ 

A

A

A

SI002

N

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、30～40cmをこえる角礫・ 
　　　　　 円礫を含む 
②10YR2/2　黒褐色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、10～30cmの角礫・亜角礫を含む 

SI001

365.7m

① 

A

A

N

② 

A´ 

A´ 

A´ 

A´ 

A´ 

A´ 

A´ 

A´ 

A´ 



①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～10cmの角礫・亜角礫を含む、 
　　　　　   径10～30cmの亜角礫を含む 
②10YR2/1　黒色土、しまる、粘質なし、径5～20cm程度の角礫・亜角礫を含む 
③10YR2/3　黒褐色土、しまる、粘質なし、径5～20cm程度の角礫・亜角礫を含む 

SI004

364.7m

36
4.
7m

① 

② 
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②
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③
 

A

B

A
B

0 1m

（S=1/20） 

図版12　いじま遺跡SI003・SI004・SI1001実測図 

N

A

①10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む、 
　　　　　   30cm大皿状円礫1個、20cm程度の角礫複数 
②10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む、 
　　　　　   径10cm程度の亜角礫を少々含む 
③10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む 

SI003

364.9m

① 

② 

③ 

A

N

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
②10YR2/1　黒色土、しまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む、径5～10cmの角礫を少々含む 
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SI1001
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0 1m

（S=1/20） 

図版13　いじま遺跡SK026・SK034・SK049・SK062実測図 

①10YR1.7/1 　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/1　　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 
③10YR2/2　　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む 

SK026

① 

② 
③ 

A

A

364.9m

N

① 

② 

①10YR2/1　　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む、 
　　　　　　   径50cm大の円礫を1個、30cm大の亜角礫を1個伴う 
②10YR1.7/1　 黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～2cmの角礫を含む 

SK049

A

A

364.7m

N

①10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む 
②10YR2/2　黒褐色土、しまりなし、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む、 
　　　　　   径10～20cmの角礫・亜角礫を少々含む 

SK034

② 

A

A

364.7m

N

① 

①10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～10cmの亜角礫を含む、 
　　　　　   径20～40cmの亜角礫を少々含む 

SK062

A

A

364.0m

N
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A´ 

A´ 

A´ 
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0 1m

（S=1/20） 

図版14　いじま遺跡SK162・SK164・SR001・SR002実測図 

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫をわずかに含む、 
　　　　　   径20～40cmの亜円礫を3個含む 
②10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、やや粘質、径1～3cmの角礫を含む 
③10YR2/3　黒褐色土、ややしまる、やや粘質、径1～2cmの角礫を含む 
④10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 

A

A

364.7m

SK164

① 

③ 

④ 

② 
N

① 

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし、 
          　　　 径1～3cmの角礫を含む、 
　　　　　   径20cm大の亜角礫を2個含む 

SK162

A

A

364.0m

N

①10YR2/1　　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 
②10YR2/1　　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む 
③10YR1.7/1　 黒色土、ややしまる、粘質なし、ほとんどが埋土 
④10YR1.7/1　 黒色土、ややしまる、粘質なし、ほとんどが土 
⑤10YR1.7/1　 黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの角礫を含む 
⑥10YR1.7/1　 黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 
⑦10YR2/2　　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～2cmの角礫を含む 

SR001

364.7m

① 

① 
⑤ 

⑦ 

④ 

⑥ 

③ 
② 

① 

A

A

N

①10YR2/1　黒色土、しまりなし、粘質なし、径1～3cmの 
　　　　　     角礫をわずかに含む、20cmをこえる角礫1つ 

364.8m

① 

A

A

SR002

N

SK164

SK165
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A´ 

A´ 

A´ 

A´ 
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0 1m

（S=1/20） 

図版15　いじま遺跡SR003～SR007実測図 

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの亜角礫 
　　　　　   を含む、径5～10cmの亜角礫を少々含む 

363.9m

① 

A

A

SR003

N

A

A

①10YR1.7/1　黒色土、しまる、粘質なし、径1～3cmの角礫を含む 
 　　　　　　 10cm程度の角礫を含む、40cm大の角礫1つ 
②10YR2/1　   黒色土、しまる、粘質なし、径1～10cmの角礫を含む 

SR006

364.7m

① 

② 

N

①10YR2/1　黒色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む、 
　　　　　   径5～10cmの亜角礫を少々含む 

SR004

364.4m
A

A

N

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、 
　　　　　   径1～3cmの角礫を含む 

SR007

364.7m

① 

A

A

N

①10YR2/2　黒褐色土、ややしまる、粘質なし、径1～5cmの亜角礫を含む 
 　　　　　  径5～10cmの亜角礫を少々含む、20cm大の円礫（立石） 

SR005

364.0m
A

A
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図版１６　いじま遺跡土器実測図盧　SB
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図版１７　いじま遺跡土器実測図盪　SB
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図版１８　いじま遺跡土器実測図蘯　SB
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図版１９　いじま遺跡土器実測図盻　SB
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７９

図版２０　いじま遺跡土器実測図眈　SB
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８０ ８１

８３

８４

８５

８２

８９

８６

８７

８８

図版２１　いじま遺跡土器実測図眇　SB



SB００４（７）：９０～９７　SB００５：９８～１０６　SB００６：１０７
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図版２２　いじま遺跡土器実測図眄　SB
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１３２

１３６

１３７ １３８

図版２３　いじま遺跡土器実測図眩　SI　SK　SR
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図版２４　いじま遺跡土器実測図眤　遺物包含層
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（Ｓ＝１／３）
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図版２５　いじま遺跡土器実測図眞　遺物包含層



０ １０ｃｍ
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図版２６　いじま遺跡土器実測図眥　遺物包含層



０ １０ｃｍ

（Ｓ＝１／３）
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２３５
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２３４
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２４１
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２４６

２４７ ２４９

２５３

２５１

２５２

図版２７　いじま遺跡土器実測図眦　遺物包含層



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

２５４

台形石器
　包 含 層：２５４

尖 頭 器
　包 含 層：２５５

２５５

２５６

２５７
２５８

２５９

２６１
２６２ ２６３ ２６４

２６５

２６６ ２６７ ２６８

２６９

２７０

２７１

２７２

２７３ ２７４ ２７５ ２７６

２７７ ２７８

石鏃
　SB００２：２５６・２６０ SB００３：２５７
　SB００４：２５８・２５９・２６１～２６７　
　SK０３９：２６９ SK０３４：２６８
　包含層：２７１～２７８ SK１２４：２７０

図版２８　いじま遺跡石器実測図盧　台形石器　尖頭器　石鏃

２６０



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

石鏃
　SB００２：２７９　SB００４：２８０　SB００４（SP０５４）：２８１
　SB００５：２８２　SB００６：２８３　SK０３４：２８４
　包含層：２８５・２８６
　SB００２：２８７　SB００４：２８８・２９０　SB００５：２８９
　包含層：２９１・２９２・２９３

２７９

２８０

２８１

２８２ ２８３ ２８４ ２８５

２８６

２８７

２８８

２８９

２９０

２９１

２９２

２９３

図版２９　いじま遺跡石器実測図盪　石錐　楔形石器



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

石鏃
　SB００４：２９４　包含層：２９５～２９８
スクレイパー
　SB００２：２９９・３００　SB００３：３０１
　SK０４９：３０２

２９４
２９５

２９６

２９７
２９９

２９８

３００

３０２３０１

図版３０　いじま遺跡石器実測図蘯　石匙　スクレイパー盧



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）
SB００４：３０３～３０６　SB００４（SP０４５）：３０７
SK０２９：３０８　SK０３４：３０９　SK１５２：３１０　

３０３

３０４

３０５

３０７

３０６

３０８

３０９

３１０

図版３１　いじま遺跡石器実測図盻　スクレイパー盪



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

包含層：３１１～３１７

３１１

３１２

３１３

３１４

３１６

３１５

３１７

図版３２　いじま遺跡石器実測図眈　スクレイパー蘯



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

スクレイパー
　包含層：３１８
ヘラ形石器
　包含層：３１９
RF
　SB００２：３２０　SB００３（SP０２２）３２４
　SB００４：３２１・３２２　SB００６：３２３
UF
　SB００２：３２５　SB００５：３２６

３１８

０ ５ｃｍ

（３１８のみＳ＝１／２）

３１９
３２０

３２１ ３２２

３２３

３２４

３２５

３２６

図版３３　いじま遺跡石器実測図�　スクレイパー盻　ヘラ形石器　RF　UF盧



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

UF
　SB００４：３２７　SB００４（SP０５８）：３２８
　SB００６：３２９　SK０８７：３３０
　SK１５０：３３１　SK１５７：３３２
　SR００７：３３３
打製石斧
　包含層：３３４・３３５

３２７
３２８

３２９ ３３０

３３１

３３２

３３３

３３４

３３５

図版３４　いじま遺跡石器実測図眄　UF盪　打製石斧盧



０ ５ｃｍ

打製石斧
　包含層：３３６　SB００４：３３７
異形石器
　SB００４：３３８
石核
　SB００４：３３９

０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

（３３９のみＳ＝１／２）

３３６

３３７

３３８

３３９

図版３５　いじま遺跡石器実測図眩　打製石斧盪　異形石器　石核盧



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

石核
　SB００４：３４０　包含層：３４１
磨製石斧
　SB００４：３４２～３４４
　SK１６０：３４６　包含層：３４５

３４０

３４１

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６

図版３６　いじま遺跡石器実測図眤　石核盪　磨製石斧



０ １０ｃｍ磨石類
　SB００４：３４８・３４９
　包含層：３４７・３５０

０ ５ｃｍ

（Ｓ＝１／２） （３５１のみＳ＝１／４）

３４８

石皿
　SK０２６：３５１

３４７

３４９

３５１
３５０

図版３７　いじま遺跡石器実測図眞　磨石類　石皿盧



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

石皿　包含層：３５２
砥石　SB００２：３５３
石棒　包含層：３５４
打欠石錐
　SB００４：３５５　SK０３４：３５６
　包含層：３５７・３５８

０ １０ｃｍ

（Ｓ＝１／３）

０ １０ｃｍ

（３５２のみＳ＝１／４）

３５３

３５２

３５５

３５６

３５８

３５７
３５４

図版３８　いじま遺跡石器実測図眥　石皿盪　砥石　石棒　打欠石錘



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

切目石鍾
　SB００２：３５９　SB００４：３６０～３６３
　SK０３２：３６４　SK０３４：３６５
　SK０４７：３６６　SK０６１：３６７
　SK０６３：３６８　SK１３３：３６９
　SK１５７：３７０　SR００６：３７１
　包含層：３７２・３７３・３７４

３５９

３６０ ３６１
３６２

３６３

３６４ ３６５ ３６６

３６７

３６８ ３６９
３７０

３７１

３７２

３７３

３７４

図版３９　いじま遺跡石器実測図眦　切目石錘



図　版 

【櫨原神向遺跡】 



N

A A´ 

A A´ 
350.6m

①5YR2/2 黒褐色土、しまりややあり、粘質ややあり 
②10YR2/3 黒褐色土、しまりあり、粘性あり 
 礫の混じりなし、炭なし 

SF01

① 
② 

0 1m

（S=1/20） 

N

A´ A

A A´ 

① 

② 

①10YR2/2 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
②10YR2/3 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 検出面に焼土あるが薄い　　　 

SF02

349.4m

N

A

A A´ 

A´ 

① 

①7.5YR2/3 極暗褐色土、しまりあり、粘質あり 

SF04

図版40　櫨原神向遺跡SF01・SF02・SF04・SF05実測図 

351.7m 352.0m

N

A A´ 

A A´ 

①5YR3/2　暗赤褐色土、しまりなし、粘質なし 

SF05

① 



0 1m

（S=1/20） 

N

A A´ 

A A´ 

① 

①10YR2/2　黒褐色土、しまりあり、粘質あり 

SI04

SI01

①10YR2/3 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 集まっている礫は一段のみで、何層になるものでない、 
 また、周りの土にも焼けたような痕跡もない 

351.3m

① 

A´ A

A´ A

N

A A´ 

①10YR2/1 黒色土、しまりあり、粘質あり 
 平面上には焼けた礫をたくさん確認できるが、 
 断面を見る限り何層も積まれたものではないことがわかる 

SI03

355.0m

① 

A A´ 

N

A A´ 

①10YR2/3 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 焼けた礫が何層にも積まれている、ただし炭化物はほとんどない 

351.3m

① 

A A´ 

SI02

N

図版41　櫨原神向遺跡SI01～SI04実測図 

351.3m



N

A A´ 

A A´ 

351.6m

① 

①10YR2/3　黒褐色土、しまりあり、粘質あり 

SI05

A A´ 

①10YR2/3 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 遺構プランが不明瞭であったため、焼礫の拡がりからプランを決定した 
 焼礫は積まれたものではなく、ばらまかれたかのようにほとんど 
 平面上でしか確認できなかった 

351.5m

① 

A A´ 

SI06

0 1m

（S=1/20） 

N

図版42　櫨原神向遺跡SI05・SI06実測図 



0 1m

（S=1/20） 

図版43　櫨原神向遺跡SK034・SK050実測図 

A A´ 

①10YR2/2 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 時期を特定できる遺物の検出はないが、地山の見えるほぼ1ｍ下まで、 
 上記黒褐色で埋められる  礫の混じりもない 

351.8m

① 

A A´ 

SK034

N

①10YR2/2 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 断面に土器が見られる、ただし石器は見られない 

SK050

351.0m

① 

A A´ 

A´ A

N



0 1m

（S=1/20） 

図版44　櫨原神向遺跡SK100実測図 

A A´ 

①　　10YR1.7/1 黒色土、しまりあり、粘質あり 
 明らかに周囲の色と違い真っ黒 
②　　10YR2/3 黒褐色土、しまりあり、粘質あり 
 両層とも細かな礫の混じりなし 

352.0m

② 

① 

A A´ 

SK100

N



０ １０ｃｍ

（Ｓ＝１／３）

１００１
１００２

１００３

１００４
１００５

１００６
１００７ １０１１

１００９

１０１２

１０１０１００８

図版４５　櫨原神向遺跡土器実測図



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

石鏃　包含層：１０１３～１０１７
石錐　包含層：１０１９・１０２０
楔形石器　包含層：１０１８・１０２１
石匙　包含層：１０２２
スクレイパー
　SK０１４：１０２３
　包含層：１０２４～１０２７

１０１３ １０１４

１０１５
１０１６

１０１８

１０１９

１０２１

１０２４

１０２２

１０２３

１０２６ １０２７

１０２５

図版４６　櫨原神向遺跡石器実測図盧　石鏃　石錐　楔形石器　石匙　スクレイパー

１０１７

１０２０



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝２／３）

RF
　包含層：１０２８・１０２９
UF
　包含層：１０３０・１０３１
石核
　SK１１３：１０３２　包含層：１０３３
打欠石錘
　SF０１：１０３５
切目石錘
　包含層：１０３４

１０２８ １０２９

１０３０

１０３２

１０３１

１０３４
１０３５

１０３３

図版４７　櫨原神向遺跡石器実測図盪　RF　UF　石核　打欠石錘　切目石錘



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝１／２）

包含層：１０３６・１０３７・１０３８・１０３９

１０３７

１０３６

１０３８

１０３９

図版４８　櫨原神向遺跡石器実測図蘯　打製石斧盧



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝１／２）

打製石斧
　包含層：１０４０・１０４１
磨石類
　SI０２：１０４３
　包含層：１０４２

１０４０

１０４１

１０４３

１０４２

図版４９　櫨原神向遺跡石器実測図盻　打製石斧盪　磨石類盧



０ ５ｃｍ

（Ｓ＝１／２）

磨石類
　包含層：１０４４・１０４５
環状石斧
　包含層：１０４６

１０４６

１０４５

１０４４

図版５０　櫨原神向遺跡石器実測図眈　磨石類盪　環状石斧



写 真 図 版  

【いじま遺跡】 



写真図版１　いじま遺跡遠景（北東より）



写真図版２　いじま遺跡調査区全景

第１調査面全景

第２調査面全景



写真図版３　いじま遺跡 SB００１

SB００１（南から）

SB００１（埋土堀削状況　北から）

SB００１（SF００３炉内土器検出状況　南から）

SB００１（床面検出状況　南から）

SB００１（SF００３焼土面検出状況　南から）



写真図版４　いじま遺跡 SB００２・SB００３

SB００２・SB００３（南東から）

SB００２（床面検出状況　南から）

SB００３（床面検出状況　南から）

SB００２（SP０１３埋土断面　南東から）

SB００３（東から）



写真図版５　いじま遺跡 SB００４

SB００４（南東から）

SB００４（床面検出状況　南東から）

SB００４（SB００６　南から）

SB００４（土器出土状況）

SB００４（土器出土状況）



写真図版６　いじま遺跡 SB００５

SB００５（南から）

SB００５（SF００５炉内土器検出状況　北から）

SB００５（SF００５炉内土器　北から）

SB００５（床面検出状況　東から）

SB００５（SF００５焼土面検出状況　北から）



写真図版７　いじま遺跡 SB００６・SF００１・SF００２

SB００６（東から）

SB００６（SP０２７　東から）

SF００１（南から）

SB００６（SP０２８　西から）

SF００２（南から）



写真図版８　いじま遺跡 SI００１・SI００２・SI１００１・SK０２６

SI１００１（検出状況　東から）

SK０２６（検出状況　東から）

SI１００１（断面　東から）

SK０２６（断面　東から）

SI００１（検出状況　東から）

SI００２（検出状況　東から）

SI００１（断面　東から）

SI００２（断面　東から）



写真図版９　いじま遺跡 SI００３・SI００４・SK０３４

SI００４（集石検出状況　北から）

SI００４（検出状況　北から）

SK０３４（検出状況　南から）

SI００３（検出状況　南東から）

SK０３４（断面　南から）



写真図版１０　いじま遺跡 SK０４９・SK０６２・SK１６２・SR００１

SK１６２（検出状況　南から）

SR００１（検出状況　南東から）

SK１６２（断面　南から）

SR００１（断面　北西から）

SK０４９（検出状況　南から）

SK０６２（検出状況　東から）

SK０４９（断面　南から）

SK０６２（断面　東から）



写真図版１１　いじま遺跡 SK１６４・SR００２～ SR００７

SR００５（断面　南から）

SR００７（検出状況　西から）

SR００６（断面　南東から）

SR００７（断面　西から）

SK１６４（断面　東から）

SR００３（検出状況　北から）

SR００２（断面　南から）

SR００４（検出状況　南東から）



写真図版１２　いじま遺跡土器盧
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写真図版１３　いじま遺跡土器盪
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写真図版１４　いじま遺跡土器蘯
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写真図版１５　いじま遺跡土器盻
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写真図版１６　いじま遺跡土器眈
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写真図版１７　いじま遺跡土器眇
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写真図版１８　いじま遺跡土器眄
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写真図版１９　いじま遺跡土器眩
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写真図版２０　いじま遺跡土器眤
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写真図版２１　いじま遺跡土器眞
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写真図版２２　いじま遺跡土器眥
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写真図版２３　いじま遺跡土器眦
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写真図版２４　いじま遺跡土器眛
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写真図版２５　いじま遺跡土器眷



写真図版２６　いじま遺跡土器眸
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写真図版２７　いじま遺跡土器睇
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写真図版２８　いじま遺跡石器盧
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写真図版２９　いじま遺跡石器盪
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写真図版３０　いじま遺跡石器蘯
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写真図版３１　いじま遺跡石器盻



写 真 図 版  

【櫨原神向遺跡】 



写真図版３２　櫨原神向遺跡遠景（北より）



写真図版３３　櫨原神向遺跡 SF・SI・SK

SI０３（検出状況　東から）

SI０６（西から）

SI０３（東から）

SK０３４（西から）

SF０１（西から）

SF０５（南から）

SF０２（東から）

SI０１（南から）



写真図版３４　櫨原神向遺跡 SI・SK

SI０２（検出状況　南から）

SI０２（断面　南から）

SK１００（断面　北から）

SK０５０（土器出土状況　南から）

SK１００（東から）
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写真図版３５　櫨原神向遺跡土器
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写真図版３６　櫨原神向遺跡石器盧
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写真図版３７　櫨原神向遺跡石器盪



１０４６表
１０４６裏

写真図版３８　櫨原神向遺跡石器蘯　参考資料

参考資料　小の原遺跡出土環状石斧
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特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主な時代種　別所収遺跡名

縄文時代早期の土坑、
中期の集落跡の検出。
縄文時代早期・前期・
中期の遺物出土。

縄文土器　石器

竪穴住居跡
配石・集石遺構
土坑
立石遺構

縄文時代集落跡いじま遺跡

縄文時代早期・後期
の遺構・遺物の検出。縄文土器　石器配石・集石遺構

土坑縄文時代遺物散布
地櫨原神向遺跡

　いじま遺跡は、断続的ではあるが縄文時代早期～中期の遺構・遺物を確認した遺
跡である。なかでも中期後葉～末葉については、これまで調査された旧徳山村域の
遺跡に比較して、遺跡範囲は狭いが多くの遺構・遺物がみつかり興味深い。一方、
後期以降の遺構・遺物は皆無である。このような遺跡のあり方は、今後旧徳山村域
の縄文時代全体の土地利用を考える上で重要な事例となる。
　櫨原神向遺跡は、近代の水田開発による影響で残存状況は決して良好ではなかっ
たが、縄文時代早期および後期の遺構と遺物を確認した遺跡である。量的には少な
いが、早期について前半期を中心に断続的に土器があり、またその時期の土坑も特
定できた。石器では旧徳山村域では２例目となる早期の環状石斧がみつかった。興
味深い遺物であり注目される。

要　　約
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